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序

秋田県は豊かな白然に恵まれております。この豊かな自然の中で先人た

ちが育み、築き上げた庇史と文化が受け継がれております。県土に刻まれ

た埋蔵文化財もその遺産のひとつであります。

現代に生きる私たちは、産業や経済を発展させ生活の利便性を高め、よ

り豊かな地域社会を形成したいという望みをもっております。と問

先人たちが築き上げた遺産の認識と保護を託されており、受け継がれてき

た歴史と文化を損なうことなく、未来へと伝えて行くべき使命もあります。

を整備するため、大館能代空港アクセス

められておりますが、当教育委員会では埋蔵文化財の保護と

の円滑な推進を図るため、各種の誠査結果をもとに事業者側と協議を進め

て参りました。

区域内に存在する、縄文時代から古代の遺跡であるからむし岱 I

跡については、記録保存のため、平成12年度に発掘調査を実施しました。

の結果、縄文時代晩期の遺物や古代の竪穴住居跡などの遺構を発見

しました。

これらの調査記録をまとめたものでありますが、縄文時代の

器や古代の集落跡を研究する上でいささかでも役立てば幸いです。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御協力いただきました秋田

県北秋田建設事務所、鷹巣町教育委員会をはじめ関係各位に対し厚くお礼

申し上げます。

3月

秋田県教育委員会

小野寺清



例日

(2000)年度に行われた秋田県教育委員会による大館能代空港アクセス道路整

に係るからむし岱 I遺跡の理蔵文化財発掘調査の成果を収めたものである。

2. 調査結果については、秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料等でも

と相違のある場合、本書によって訂正したものとする。

3. 第 5章 自然科学的分析は、株式会社パレオ@ラボに委託した0

4. 本書に使用した地形図は、国土地理院発行 1/50，000地形図

5. 本書における

究所色票監修の『新版標準土告帖~ (1997年版)によった。

してきたが、

「米内沢Jである。

財団法人日本色彩研

6. 本報告書の刊行にあたり、次の方々より

問、 敬称、目的 。

、、斗7し
V る (JII要不

小林和彦 宇部別保長谷部一弘小久保拓也 山知士

7. つ

とし、その種別を問わず北側調査区には101より、

において遺構でないと判断したものは欠番となっている。

2. 本報告書で各遺構@遺物に付している略記号は、以下の通りである。

S B j屈立柱建物跡 SK 

SKT 陥し穴 SD 溝跡 SN 

遺物…RP 縄文土器 a 土師器 RQ  石器 S 燦

3. 本報告書に収録した遺構実測図の縮尺は、 1/40を基本とした。遺物の縮尺は、遺構内出土遺物

と遺構外出土石器を 1/2、遺構外出土土器を 1/3とした。挿図にはそれぞれスケールを付しで

ある。

4 挿図中の遺物実視11図には、遺構内出土遺物については各挿図ごとに 1より、遺構外出土遺物につ

いては通し番号を付した。それらは写真図版中の番号と対応する。

5. 須恵器と土師器を区別するため、挿図中の須恵器の実測断面を黒く塗りつぶした。

6. 縄文土器は、口径1に対して器高がそれを上回るものを深鉢形土器、口径1に対して器高が1以

下で 1/2を上回るものを鉢形土器、口径1に対して器高が1/3以上 1/2以下のものを浅鉢形

口径1に対して器高が 1/3以下のものを血形土器とした。

7. 実測図以外の破片拓影毘lでは、両国を採択した場合左側に外面、右側に内面を配した。また、底

部の拓影は、上方に内面、

8. 土層注記は、基本層位に口ーマ数字 (1.耳@班. .)を、遺構堆積土にはアラビア数字 (1. 

2 . 3 . .)を用いた。

9. 挿図中に用いたスクリーントーンは以下の通りである。

これ以外は挿図中に示す。

には01より

炭化物の広がり 地Llr

天然アスフアルト 粘土範留

- 11 
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1まはじ

l節 る

が平成5 から

を得て約4 7月18EI 3 ，として

開港し

本空港のある秋田県北部地域には、 『白や也J 田 メ仁ι: じめとし

も る。 らのiL地条件を十分に し、各地域と 人的交流

に向けて県北地域がいっそう

いる。

めに北の玄関となる

アクセス と シーズナ)vリゾートあきt:-_Iの

と

アクセス

の

ら

と、

と手!J便性を

を中心としてそ

させるために計画さ

され、平成10年 7月の

この

.4km、南北方向3.9kmのク口ス状に

られた。

踏む付近)の

時代の極め

7年.8年の 2ヶ年にわたり

によっ

〈秋i王! 「ノトヶ国

あることから、 8 

となり、平成10年ら月に暫定迂回路によって供用が部このため、ルート

始され、空港へのアクセス道路が確保さ

のf麦、

あるからむし岱 I

施し

し、

にかかる周知の遺跡で

を図るため

第 2

跡 からむし岱 I遺跡 2 T 1 ) 

地 秋田県北秋田郡鷹巣町脇村1字カラムシ岱7 1外

調 期 2000 5 月 18 日 ~8 月 31 日

自 的 アクセス に係る

調 面 5，500nl 

体

担当 杉淵 (秋田県埋蔵文化財センタ 現北

河田 (秋田県埋蔵文化財センター

小林 (秋田県埋蔵文化財センター

1 -



第 1章はじめに

和田 哲郎(秋田県埋蔵文化財センター 非常勤職員)

奥山 美樹(秋田県埋蔵文化財センター 非常勤職員)

総務担当 佐藤 悟(秋田県埋蔵文化財センター 総務課課長)

嶋田 敏輝(秋田県埋蔵文化財センター

佐々木 敬隆(秋田県埋蔵文化財センター

八文字 隆(秋田県埋蔵文化財センター 現中仙町立清水小学校主事:)

成田 誠(秋田県埋蔵文化財センター

調 協力機関 秋田県北秋田建設事務所

鷹巣自I

鷹巣町教育委員会

参考文献

文化財調査報告書第293集 1999 (平成11)年

λ にみ，

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(県北版)~ 1991 (平成3)年

秋田県大館能代空港管理事務所 『大館能代空港』
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第2章遺跡の環境

1節遺跡の位置と立地

からむし岱 I遺跡の所在する鷹巣町は、秋田県の北部北秋田郡のほぼ中央にある鷹巣盆地の北部に

し、東は大館市と比内町、間は山本郡二ツ井町と藤里町、南は合川町と森吉町、北は田代町に隣

接している。本町には、鷹巣盆地を東から西に貫流する米代川、南部山岳地帯から北流し米代川

流する小猿部川や摩当Jr [、町の北部に発し米代川に合流する糠沢川、綴子川、前rJIJr [、今泉川等があ

り、これらの同川に沿って肥沃な耕地が開けている。

町南部の脇神地区に所在し、地理的には北緯 12ノ 00庁、東経1400 21ノ 84//

る。

町域の地形は、山地、丘陵地、

台地(段丘地)、{民地の4つに分け

られる。米代川が本IIIJの中央部を

ほぼ東から西に向かつて貫流して

おり、河岸段圧が米代川とその支

流を中心に広く発達している。

巣盆地の河岸段丘は、形成期の古

い]r[買に第一段丘から第七段丘まで

の七段前後の平坦面が識別されて

おり、からむし岱 I遺跡は、米代

川左岸の河岸段丘の第五段丘面に

している。遺跡の標高は41111

前後であり、北側は段丘震となっ

ている。本遺跡の南東側より小猿

部Jr [が流れ、遺跡北側を通り小ヶ

白地区手前で米代川に合流する。

第2節歴史的環境

からむし岱 I遺跡が所在する

巣町には、縄文時代から近世にか

けての遺跡が多数確認されており、

茂谷111111地(1日)・奥小比i村山地(Ib)・荻ノ方山山地(Ic) 
卜ノj:jiR山山地(1 cl)・萱刈山山地(Ie)・七庄山山地(1 f) 
!察当山11J地(Ig)・坊山山地(1 h) 

日粕毛丘陵地(IIa) 日陵山肌丘陵地(rrc) 
山田丘陵地(IIcl)・羽根1111王陵地(IIe)・蟹沢山丘陵地(II0 
栄丘陵地(江g)，妹尾館丘陵地(II11) 

盟一(混乱)一地(illb)
藤琴川{民地(Na). aはさ低地(Nb)・大館低地(Nc)
阿仁川低地(IVcl)・早i二!川低地(Ne)
岩瀬}II低地(lVf)・小猿部}II(.民地(Ng)

1臨遺跡付近の地形

20km 

111地

丘陵地

一一一台地

{llJ出

米代川とこれに合流する諸河川などによって形成された河岸段丘や、丘陵地に多く分布している。こ

れらの遺跡は、 1976(昭和51)年発行の『秋田県遺跡地図』と1981(昭和56)年発行の『秋田県の中

世城宣言』、 1991(平成3)年発行の『秋田県遺跡地図(県北版)~に収載されている。その後、 1992

(平成4)年に大館能代空港およびアクセス道路建設予定地を中心に、鷹巣町@森吉田J.合川町区域
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第 2章遺跡の環境

の大野台地域約5，300ヘクタール

で遺跡詳細分布調査を実施した。こ

ツ井町、合JI f岡I

調査対象区域内において新た

に15遺跡の所在が確認され、この後にも 2遺跡が確認された。

2関には従来確認されていた周知の遺跡の他に、新たに確認された15の遺跡も

この区域では、 1976(昭和51)年発行の『秋田県遺跡地図』と1991(平成3)

地図(県北版)~の記載に相違があるため、昭和51年度版には収載されている

載されていない遺跡についても記載した。

1981 (昭和56)

く話題になった頭部のない

に縄文時代晩期

なお、

『秋田県遺跡

3年度版では収

環状列石を検出し 、づ'

」ー その後現地保存が決定

し鷹巣町教育委員会により継続し

認められ国指定の史跡となっている。

ない。

いる。

あるが、 このH寺代から

1月にはこ

けて

。平安時代になると、本遺跡の他、 1966(昭和41)年から 3ヶ年にわたり

板校倉造建物跡など4棟と掘立柱列(柵)等を検出した胡桃館遺跡や1996(平成8)

されてい

行われた法泉坊沢E遺跡がある。胡桃館遺跡は1.000年前のシラス洪水により埋没し、そのシラス居中

に当時の構造を残したままの状態で検出され、建築学的にも貴重な遺跡として注目された。

法泉坊沢立遺跡は、 19軒の竪穴住居跡と鍛冶がを検出した遺跡である。ここでの鉄生産については、

向遺跡の西側の沢が「金掘り沢(かねほりさわ)と呼ばれていることから、そこが原料鉄の採掘場

所の可能性があり、注目される。その他にも、大畑神社遺跡@上台遺跡@深関太平山遺跡@

跡@田中遺跡 e 根木屋敷岱 I遺跡の6遺跡から土師器や須恵器が出土している。先の分布調査では、

新たに法泉坊沢 I遺跡@からむし岱直遺跡@からむし岱IV遺跡@からむし岱V遺跡など脇神地区で古

代の遺跡が見つかっている。

中佐になると、米代}f[右岸には二本杉館、綴子館、坊沢高館、務沢館、大畑下館、前山館が、

には館平館、小勝田錦、小森館、横出館、妹尾館、岩脇館、明利又城、椀岱道上館、脇神舘が構築さ

れており、そのうちの一つ、脇神館跡が1996(平成8)年に発掘調査されている。

4 -
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第 2章遺跡の環境

1 

番吟 遺跡名 PJr 1:t f出 11寺 {~ l!ill タJ 

i?t~fWJ太平iJ l 鷹巣!IIT坊沢学深関沢122-4 王子安

2 深I主i沢 !成巣IlIj坊沢字i架関沢25-55 "'"[L't' 
R9 J 誕百仁i !縫巣IlIj鰐!]1iH6-5 続縄文

4 ~ll善 !縫巣ilIJ坊沢学相慈岱.'3:3-2 純文
。r UJ挑自i'i !際巣IflJ綴子字mtJt館79 平安 県教委による第3次の発協調官tで建物跡:など検出。学校IIJ地
6 EEI r~， !¥Qg巣IIIJ綴二子字111仁1'147 王子安

7 碇岱 !燦巣IIITI事当碇岱256 縄文

8 岩i反 !鳥巣I1IJI挙当字岩奴102 縄文

9 石の巻岱 I !燦巣IIIJ脇村IJ手:石の巻岱60 縄文 IぬHlJ 別f1J;lj車場岱。 j立物包含j位。公l議
10 在の巻岱E !際J;I'~I1IJI協和IJ字石の巻岱65 縦文後期 JJIJ称l¥fIiJ引介。造物包含l位。公悶
11 オ村ミ、fiitj !成巣IIIT脇村11宇高森岱16 縄文 pJíj~後期 遺物包含j由。大~~i忠光 6ff土{ß4が Hl土している。 7Jく問
fi返り、 l匂巣ilIJ脇付l宇藤株塚の[注4:3-4 純文前・後~晩期l縄文集落。 学史上も名な遺跡ω バイパス建設に{ずう)E!屈調査が行われているほ

か、I1IT教委の範IIfllfIJUj，{;，調査も行われている。道路.1:[!I . 7Jく!Il
1:'3 タモノオミ !際巣IIIT小森字タモノ木17 純文

14 小森 !保~ílIJ小森字小森88 司 I 縄文

l5 根木屋敷岱 I !慌巣IlIj七1:1[lj根水際救岱20 平安

16 根木屋敷岱立 R繁栄!IIT七日市字桜木度数岱61 終文

17 111のj二 f.(Il;巣IIIJ七日rIi字山の上57 縄文

18 匪!の内 l漁栄IllJ七日市字聞の内80 縄文 環状列石。

19 石倉岱 I~答巣 IIIJ七 [1 r11~字石倉岱;:l ] 純文

20 伊勢蛍fs !絞巣IIJ]七日[11字伊勢堂Li'l8-4 縄文
2] 里子1ft 鷹巣Is]七Rj!1~字野尻 8 -2 縄文

からむし岱 I l絞県IsJ脇村l字からむし11121 続縄文 遺物包含t迎。水田
2:3 からむし岱H !~\巣 IfJ]脇村l字からむし 1&9:3 続純文 造物包含地。牧草地

24 小ヶ問 l夜巣IfJTlJtH41字小ヶ回伊勢堂岱4-] 純文後期 旧分布図ではijlJ地点を表示。遺物包含地。林・水間
2t) 観?ま堂tlY !際巣IUj坊沢字観tf堂岱6-2:3 縄文仁1'1 . t愛知] 分布調査によって、広大な広がりを確認。米代川の河岸段丘!こに立j出する広大な

純文集落。山林.1.1日地

26 堀切石 !絞巣IfJ]大野尻堀切石6 縄文中期 造物包含地。墓地

27 同I森fE江 際巣IIIJ 縄文 1日分布悶の地点。平成8年度に!IIT教委じ分布調査実施。7]<.悶
28 大沢岱A 森吉111]米内沢大沢岱148-8 縄文後期 造物包含地。対ul也
29 大沢岱B 森吉町米内沢大沢岱202-:30 縄文後期 遊物包含l也。畑地
:30 金沢 合川町上杉字金沢226 縄文後期 造物包含士山。対!I地

:3l {戸:l'IJl'l 合川町八幡岱新郎字伊豆館10 縄文 遺物包含地。 UJ林
:32 午H、-4!こヨゐ 合川町八幡岱新田字林岱52 縄文後期 i宝物包含地。原野
:3:3 林岱 合打開IJ 縄文後期 大谷地遺跡、と間一台地上にあり、小沢を挟んで隣接する。遺物包含j位。 UJ林
:34 綴子館 l党巣IfJJ 仁ドi仕 空1駐:2条。連事1I式館。館主についしの伝7J，あり。山林
:35 坊沢i笥館 !絞巣Is]幼沢字i自鮪 中日1: 空堀2条。連事11式館。銘主についての伝承あり。製鉄関連の施設があるか。山林
:36 務沢銘 鷹巣I1JJ~黒沢字務沢自白 中世 司王;国関3段。
:37 館平館 !夜巣!fJJ栄字館 rlJ!股 単郭式館跡。館主につい Lの伝水あり。山林
:38 大t.mT館 [~\巣 IfJj 様子字下館ヶ沢 中j史 単車11式館跡。
:39 小勝国館 蹴梁田}脇桝J~字館野 中段 館跡。附蜘館。河岸段丘上のー闘に位置し、台地上を矧じ回し、刺lUに

幅広の腰郭を有す。自民主についての伝承あり。山H・畑地
40 目白神宮色 般巣IlIJl協有]J字タタフノ沢:31外 í5{~ .中11:1: 連郭式自自跡。館主についしの伝承あり。 平成8年度i-[j宗教委が発-1m:調査を実施。 LLJ林
41 小森自白 鷹巣IIIJ小森字小森 仁1"1立

42 検討Hl ftl~ 鷹巣I1J]七EIrl1宇宙館 仁1'11立 連郭式館跡。館についての伝耳元あり。山村;
4:3 岩脇館 !蕊巣IUJ七日rl1字:走行協坂の i二 仁I"t股 連郭式館跡。館につい Lの伝承あり。 ILI林
44 妹尾館 鷹巣111]七日市字長根沢 仁1"1社 平組問3段。館主についての伝74'¥あり。山林
45 前山館 鷹巣!fJJ前山学萩の岱 rl:ilf:l: 連事11式館。館主についしの伝承あり。山林
46 惚岱道上館 鷹巣111] 中世 館跡。台地上を幅約 5~6mの空取で区間。山林・畑地
47 伊勢堂岱 l億巣IsJ脇桃I字伊勢堂岱 5-1外 縄文後期 米代)11支流にのぞむ舌状台地突端に立地。平成7・8年度に県教委が発J屈調査を

古代 実施。環状列石等の発見により保存決定。国指定史跡。山林

48 )11日 巣IIJ] 縄文後期 !日分布図には川日立との問が続縄文の造物包含地とされている。原野・知!
49 からむし岱m i釘巣!日JI協t4J字からむし岱 古代 台地*端の広大な範聞を占める。古代の比較的大規模な集港。iJJ林・原野
50 からむし岱IV 鷹巣IfJTlJあ桝i字からむし岱 古代 集落跡。平成8年度に県教委が工事立ち会いじこi二坑と土器片を隙認。 111林
51 i~泉功沢口 1，g{Ç巣IßJIJあド1 1字法泉坊r}~49外 古代 小j安部川に i凶した舌:1犬台地に立地し、鉄ì~が多量にtl:'，土し ι おり、製鉄鍛冶等の

生産遺跡の可能性がある。山林

52 i去泉坊沢 I !際巣IIIJI協和11字法泉J:}j沢 古代 法泉坊沢立と沢をl隠し し同一台地 Uこ立地。平安時代の集滋跡。試憾により竪穴
遺構検出。 11J林原野

5:3 五右ェ門屋敷下 巣ilIJ 純文仁1"月! i治家川に面する河岸段丘!こlこ立地する。縄文時代の小集滞。山林原虫F
54 大野下台 鷹巣IfJ] 純文 造物包含地。山村

55 羽立岱 合川I1J] 純文仁IJJVl 舌:1犬台地縁辺部に立地。縄文集落。畑地・際里子
56 )11日II !41巣IIIJ 純文 台士山総辺部に立地。過去の耕作や整地の際に土認が多く出土。試掘調査でおi瓜断

H-出土。山林・ l京野

57 ':1:1谷士山 合川IIIJ 純文後~晩期 造物包含地。 ~1!1地
58 上ノ 111 合川IIIJ 縄文仁1:1・後期 阿仁川に張り出した台地先端部に立地。造物包含地。 雑木林
59 からむし岱V I伐栄IIIJ 縄文後期 からむし岱mと沢を隔 Lた一連の台地 tに立地。縄文・古代の集落跡。試miによ

古代 り古代の竪穴住}奇跡を検出。 UJ林・!京野
60 大谷地 合}IIIIIJ 純文 11" JVJ 縄文集滞。遺跡の四{f!lJは宅地化されている。 111林
61 j呂、司王 I !~を ~IIIT 続縄文 !日分布図では湯]Ii。造物包含地。分布調査H寺に場所特定じきず。畑地
62 渇J']III JJ怒巣IIIJ 純文後期 !日分布図の地点。造物包含j色。分布調査で場所の特定できず。対!I地
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第 2節歴史的環境

註1 第2国の遺跡の番号は、 1 "-'33は『秋田県遺跡地図(J泉北版)1) 11叉載の周知の遺跡、 34"-'46は『秋田県の中世城館』収

載の城館、 47"-'60は分布調査で新発見された遺跡、 61・62は『秋田県遺跡地図1) (1日分布関)に設載されていたが、『秋田県遺

跡地図(県北版)1)に収載されなかった遺跡である。

引用・参考文献

『法泉坊沢瓦遺跡

』秋田県文化財調査報告書第278集 1998 (平成10)年

『脇神館跡 県j草木戸石鷹巣線建設事業に係る 1 -~秋田県文化

1999 (平成11)年

に係る II -~秋田県

文化財調査報告書第293集 1999 (平成11)年

『胡桃館埋没建物発掘調査概報』 1968 (昭和43)

1976 (昭和51)年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(県北版) ~ 1991 (平成3)年

同大田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第85集 1981 (昭和56)年

秋 田 県『土地分類基本調査鷹巣~ 1985 (昭和60)

鷹巣町史編さん委員会『鷹巣町史』第一巻 1992 (平成4)

鷹巣町教育委員会鷹巣町埋蔵文化財‘調査報告書第5集伊勢堂岱遺跡 詳細分布報告書(2 ) 1999 (平成11)年

鷹巣町教育委員会 鷹巣町埋蔵文化財調査報告書第6集 伊勢堂岱遺跡 ( 3 ) 2000 (平成12)
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3 の

1節遺跡、の概観

からむし岱 I遺跡は、東西に流れる米代川左岸の河岸段丘に位置する O 南東側より小猿部J11が流れ、

遺跡二!と但IJを通り米代J11に合流する。 遺跡、は、南北に細長く、北側調査区(面積2，500rn)と

， 000rぜ)から成り立っている。遺跡の標高は、 40~42111で、あり、北側調査区は 111林で南側調査

!又は水田であっ

2節調査の方法

1. 

たつ 3図)。 の北側調査区2，500111と OOOnlの

5，500111にグリッド

区内

した 3級基準点基6と3級基準点基7より、南側調査

を原点として、原点を通る出家摩擦第X系の南北方向に

して、原点を通る線を東西基準線X軸とし、両基線を延長して当Y軸を設定した。これに

区内に4X 4111方眼のグリッドを組んだ。基準杭をIVIA50として、南から北へ4111ごとに... 47、

錦、 49、50、5L. . .と南北方向を示す数字と、東から西に、... MM、MN、MO、@

と東西方向を示すアルファベットの2文字を付した。各グリッドの呼称は、南北方向の杭を通るXI袖

と東西方向の杭を通るY軸の組み合わせで、 IVIA50、MB51、MC52、..、のように呼ぶこととし

た。

遺構は、北側調査区と南側調査区それぞれで種類別に略号を付し、検出}lIrg{に連番で遺構番号を付け

た。北側調査区と

して半裁または十字

た。

遺物は、グリッド単位に取り上げ、出土し

久性荷札を添付した。

を区別するために、北側調査区は101から始まっている。調査は、原則と

断固観察用のベルトを残して、 2分割法または4分割法による精貸住付つ

グリッド名また 月日 した耐

よびヱレベーション図はトータルステーションを使用し、

した。断面図は、原那として 1/20の縮尺で作成し、細部状況を表すため

成した。発掘調査における写真撮影は、遺構@遺物を対象とする地上撮影を行い、

1/10の拡大図も作

引き渡

しの前に、全景を撮影するためにヘリコプターによる空中撮影を行った。写真は、 35mmカメラを技用

し、フィルムはモノク口、カラーリバーサル(スライド用)、ネガカラーを使用した。

2. 室内整理

現場で作成した 1 とし、これをもとに平面図と の組み合わせた図を第

2/東関とした。第2原図は、トータルステーションのデータを遺跡管理システムで処理し、スキャナー

で取り込んだ断面図をパソコン上で組み合わせて作成した。 トレースはすべてプロッタで行った。

。。



し、

洗浄' る そ に 1 1 

図にはスケール

を行っある。また、

るにあ

ど

って を トレースし して

の作成を合わせて行い、これら

3節調査の経過

5月18日 からむし岱 I

5 )=J 23日 竪穴住居跡2軒、溝跡1

5月26日

5月29日

検出した。

6月1日 北秋田建設事務所所長伊藤氏他3名が来跡した。

を開始した。南側調査区より粗掘りをした。

1 :;思を検出した。

した。そ り込んでいる掘立柱建物跡も

し、北側調査区の斜面の粗掘りを開始し

船木高IJ所長、杉説IJ秋田北分室長が来跡した。

6月22日 北側調査|玄斜面より注目土器が出土した。

6月23日 北秋田建設事務所所長伊藤氏他14名が来跡した。南側調査区の概要を説明した。

6月14[ヨ り

7月3日 杉誤IJ秋田北分室長より事故防止についてのファックスが届いた。事故防止について、

に指示をした0

7月4日 午前中、鷹巣阿仁広域交流センターで作業員の健康診断を行った。午後、文化財保護室大

野副主幹、藤j翠学芸主事が来跡した。

7月 5日 芳賀所長、杉潟秋田北分室長が来跡した。

7月7日 ベルトコンベヤーを北側調査区に移動した。

7月10日 河田、盤若台遺跡発掘調査のため、からむし岱 I遺跡の発掘調査を中断した。代わりに杉

説IJ秋田北分室長が調査にあたった。

7月19自 北側調査区より完形の石刀が出土した。午後、

杉誤iJ秋田北分室長が遺跡の説明をした。

7月24日 鷹巣高等学校3年田中美佳子さんが 1日発掘作業体験をした0

7月25日 大館地域産業保健センターの底部による健康相談を行った。

7月28日 河田、からむし岱 I遺跡の発掘調査に復帰した。

8月8日 ヘリコプターによる空中写真撮影を行った。

8月10日 南側調査区の調査を終了した。検出した遺構は、

坑4基、火葬墓 1基、陥し穴2基、溝跡 1条、

が来跡した。

6軒、 つ
d 

ある。

8月11日 南側調査区の引き渡しを行った。出席者は、北秋

河田である。

8月29日 船木副所長が来跡した。

8月31日 発掘機材と 1)ース機材を整理し、からむし岱 I

検出した遺構は、掘立柱建物跡1棟、土坑3基であった。

伊藤技師、文化

を終了した。北側調査区で

9 
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3閤 グリッド設定図
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第4章調査の記録

第 1節

本遺跡は、北側調査区と

して利用されていた。

に分かれており、北側調査区は森林として南側調査区は水田と

五層が暗褐色土である。層厚は、 I層が10'"'-'30cm、立

がo'"'-'25cmであり、五屑は遺物包含層である。また、北側調査区北端は斜面となっており、斜面途中

からは急患となる。斜面には地滑りの跡が見られ、場所によっては地山がうねっている。斜面の基本

と層j望は、 I層が黒色土で約30cm、五層は黒褐色土で約15cm、軍層は黒色土で、約25cm、IV層

褐色土で約15cm、VJ曹は暗褐色土で約10cm、VI層は黄褐色土で約10cm、VII層は暗褐色土で、約30cm、V彊

は黒色土で約80cmあり、 V盟層が浮い。

I属が黒何十、 互関が黒褐街j十今である。層)事は、 1層が10'"'-'40cm、立

がo'"'-'30cmであり、 E層上位面が縄文時代から古代の生活固と考えられる。調査区の南側はほ場整備

の際に削平を受けており、地山面には重機の軌道跡が残っていた。

第2節 北側調査区検出遺構と出土遺物

1. 検出遺構の概要

遺構確認面はすべて地山商であった。検出遺構はすべて縄文時代の遺構であり、掘立柱建物跡1棟、

土坑3基である。

2. 検出遺構と出土遺物

( 1 )掘立柱建物跡

S B 102擁立柱建物跡(第6図、図版2)

《位 置)) MM92.旬、 MN92.93グリッドに位置する。

《確 認》 精査中に地山面で柱穴4基を確認した。

複》 なし。

《規 模)) 1間x1問の掘立柱建物跡であり、北西一南東2.98'"'-'3.08111、南西一北東2.54'"'-'

2.78111を測る。建物方位はN-3T … Wを示す。

《柱 穴》 平面形は、長軸28'"'-'44cm、短軸24'"'-'30cmの隅丸方形を呈し、深さは地山面より

O. 16'"'-'0.32111で、ある。

《出土遺物)) P 1より被熱痕のある数種類のl擦が出土した。

( 2 )土坑

S K 103土坑(第7図、図版2. 13) 

《位 霞)) M J 89・90グリッドに位霞する。

《確 認、》 確認誠査で検出した遺構であり、トレンチ跡を清掃中に確認した。

《重 複》なし。

1
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北側調査区基本土層

MK81 ML8 

40‘9m LII  ~Øill 良 本のlJil在 :u)11痕 一

一一一由一ー一一一一-_ rr~.~I 一一 一一 ~ 】--=--==-町、 I1 _.J 

MJ81 MI81 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

しまりやや強い 粘性やや強い

地山粒含む(1 ~ lOnlln 30 % ) 

(lOY R2/1) 

(lOY R~:V3) 

北側調査区基本土層

I 黒色土

II 11訓告色土

MF87 

」
北側調査Id斜菌の基本土層

MF86 

40. 2m ~ 

しまりやや強い 粘性やや弱い

しまりやや弱い 粘性やや弱い

地L1J粒含む(1 ~ 5111111 3 %) 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

地山ブロック含む (5~30mIll 10%) 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

J!hLlJブロック含む (5~20nlln 5 %) 
粘土ブロック含む

しまりやや強い 粘性やや強い

しまり強い *I~'I![強 II 粘二仁
しまりやや弱い ~'llî'l生やや強い
地LlI ブ口、ソク含む(lO~5011lln 20%) 

炭化物含む

しまりやや強い 結性やや弱い

地山ブロック含む (1~lOnlln 5 %) 

北側調査区斜面の基本土層

I 黒色ニi二 (lOY R l. 7/1) 

E 黒褐色土 (lOYR2/2) 

(lOY R l. 711) 

(lOY R3/4) 

(2.5Y R5/3) 

(lOY R313) 

(lOYR3/2) 
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J色黒
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しま

しま

南側調査区基本土居
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湾側調査軍基本土層

MB58 
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と 軸o. を呈し、 は地山面よ

り56cmである。

型 土)) 5層に分かれた。

記 援 》 急に立ち上がっている。

面》 平坦である。

《出土遺物》 埋土中より、深鉢形土器の胴部破片(第7図 1"'3)が出土した。 1にはLRの

斜行縄文を、 2にはRLの斜行縄文を、 3には撚糸文を施文している。

S K 108土坑(第?図、図版3)

《位 置)) M F78嚇 79グリッドに位罷する。

《確 認》 確認調査で検出した遺構であり、トレンチ

た。

複》 なし。

に半裁している遺構を確認し

《規模と平而形》 平面形は、長軸1.441TI、短朝10.8n1の楕円形で、深さは地山面より 16cmで、ある。

《埋 土》単一層である。

《 壁 》 急に立ち上がっている。

《底 部》 平坦で堅くしまっている。

《出土遺物》 なし。

S K 112土坑(第7図、図版3. 13) 

《位 置)) MH88、M 188グリッドに位置する。

《確 認、》 精査中に地山面で確認した。

複》 なし。

《規模と平面形》 平面形は、長軸1.02111、短軸0.60111の不整な楕円形を皇し、深さは地山面より64

cmで、ある。

《埋 土)) 4層に分かれた。

《 壁 》 全体的にやや袋状に掘り込まれており、立ち上がりは急である。

《底 部》 東側が一段高くなっており、問a側はやや球状である。

《出土遺物》 埋土中より、深鉢形土器の胴部破片(第7図4. 5)が出土したo 4にはO段多

条の斜行縄文を、 5にはRLの斜行縄文を施文している。

第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

1. 検出遺構の概要

検出遺構は、縄文時代の土坑I基、陥し穴2

建物跡2棟、土坑1基、溝跡1条、中世の火葬菜 i

2基である。

1菜、古代の竪穴住居跡6軒、掘立柱

近世の掘立柱建物跡 l棟、時代不明の土坑

に
U
1
2よ



第4章調査の記録

。
SIく103

A -)¥  
川 一日 hV 

A 39.8m 

C 一一一 39.7m

S K103 

1 黒褐色仁 (lOY R2/2) 

2 黒色土 (lOY R 1. 7/]) 

:3 1清褐色土 (10Y R:3I4) 

4 黒惜色土 (10YR2/3) 

黒褐色土 (lOY R2/2) 

SK1 12 

A 一一一

A 一一一 39.4m

7 

1 

。 可倍ゅ、，、匂 γ

一一一 B 
2 3 

地山ブ口ヲク 。

SK108 

…一-0 

A 一一一 一一一日

A 一一一 40.9m 一一一日

しまりやや弱い 粘性やや弱い(基本土層1I)

しまり弱い 粘性やや弱い

地山ブロック含む (5~401ll1ll 10%) 

しまりやや強い 粘性やや弱い

S K108 

地山ブロック含む (2011111110%)

しまり強い 粘性やや弱い

しまりやや強li *r1i性やや弱い

地山ブロック含む (1~201ll1ll 30%) 

B 

c:; 

1 IIf竹島色二 (lOY R:3/:3) 

B 
2 黒色土 (lOY R2/1) 

3 黒色土 (lOYRl.7/1) 

4 黒色土 (10Y R 1. 7/1) 

S K 1 S K 103 . 11 

16 

。

l 黒褐色土(10YR2/2) 

4 

しまりやや弱い 粘性弱い

地iJlブロック含む (5~:301111n 10%) 

j 
。

しまりやや強い 粘性やや弱い

しまりやや弱い 粘性弱い

r 
d 

地山ブロック含む (1~301ll1ll1O%) 

しまり強い 粘性やや弱い

地山ブロック含む (1~50m自120%)

しまり強い 粘性やや強い

地山ブロック含む (lOmm %) 

5cm 

2m 



第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

乙一2 

( 1 ) 

S K05土坑(第8図、図版3)

《位 置)) 1VIA52楊 53グリッドに位置する。

《確 認》 地山面で精査中に確認し

複》 なし。

《規模と平面形》 平面形は、長軸68cI11、短軸44cI11の楕円形を呈し、深さは地山面より60cI11である o

((1:里 士)>単一)習であるの

《 壁 》 ほぼ垂直に立ち上がっている。

記底

《出

( 2 )陥

S K T19臨し

《位

《確認》

くしまっ

物》 なし。

れ
ソ る。

8 、図版3)

LT54、MA54グリッド

ヰlに地山面で確認、した。

複》 なし。

《規模と平面形》 平面形は、長軸2. 短軸0.401TIの溝状を主し、深さは地山面より52cI11である。

((1:里 土>> 2層に分かれた。

《 壁 》 ほぼ垂直に立ち上がっている。

《底 面》 ほぼ平坦である。

《出土遺物》 なし。

SKγ26陥

《位

《確認、》

複》

《規模と平面形》

(第9図、図版 3. 8 . 13) 

MA49グリッドに位置する。

S 1 11幣穴件居跡を精査中に、床面南側で確認した。

に古代の S1 11竪穴住居跡が掘り込まれている。

平面形は、長軸3.46111、短軸O.101TIの溝状を呈し、深さ 五倍より64cI11

である。

《埋 土)) 3層に分かれた。

《 壁 》 ほぼ垂直に立ちょがっている。

《底 面》平坦で、ある。

《出土遺物》 埋土中より 1~ 5 (第9図)の遺物が出土した。やや外傾する深鉢形土器であり、

すべて河一個体である。山形の小突起を有し口縁部は折り返している。口縁に平行

3条の太い沈線と頚部下半に横走する 3条の太い平行沈線で区画し、

部文様帯を形成している。頚部文様帯は、横走する太い沈線による渦巻文または弧

状の曲線文である。地文はRLの斜行縄文である。 2には煤状炭化物が厚く付着し

ている。
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調査の記録第4章

一一一 B

SK05 

A一一

SIく05

1 黒色土(lOYR l. 7/1) 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

一一一日

SKγ19 

A一一一 41.3m

G
i
-
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E

一一寸
1
1
1
0

一一-8
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一一一日A-41.3m 

S KT19 

1 黒色土 (lOY R l. 7/1) しまりやや弱い 粘性やや強い

2 にぶい策褐色土(lOYR4/3) しまり弱い 粘性やや弱い 地山粒含む (1mm %) 

2m 。

S K05土坑及びSK T19陥

0
0
 

1
i
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と出土遺物第 3節

…一- 8 A - 41.7m 

SKγ26 

しまりやや弱い 粘性やや強い

池山粒含む (1011111096)

しまりやや弱い :f.li性やや弱い
地Li.J粒含む (111111l1 %) 

しまりやや弱い 1'.5性弱い

地山粒含む (lmlll1 %) 

しまりやや弱い 粘性強い

SKT2f:i A-B 

1 黒褐色(lOYlミ3/2)

(lOYR1.7/l) 

3 ゑ褐色j二(10YR2/2) 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

地山粒含む (1~5nJInl%)

しまりやや弱い 粘性やや弱い

池山粒含む (2~6 0101 196) 

黒渇色土 (lOY R3/1) しまりやや弱い 粘性やや強い

にぶい焚褐色土(lOYR5/4) しまりやや弱い 粘性やや弱い

褐灰色土 (lOY R4/11 しまり弱い 粘性やや強い

明裁褐色土(lOYR6/8) しまりやや強い 粘性やや弱い

褐灰色丈 (lOY R5/1) しまりやや弱い 粘性やや強い

黒褐色土 (lOYR3/2) しまりやや弱い 粘性やや強い

地山粒含む (1~4 I1JIn 796) 

一一一口

(lOY R3/l) 

εド
.
一
寸

1
1
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M凶

qリ
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ρ
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【
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2 ゑ色土

V 自一一一

4 黒褐色ニヒ

SKT26 C-D 

1 黒色土(lOYR 1. 7/1) 

(基本土問 1，こ対応)

2 黒褐色土 (lOYR2/2) 
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第4章調査の記録

( 3 ) 

SN 

《位

《確

(第10図、図版 3) 

1Vr F 52、MG52、MH52・53グリッド

した。

複)) S B22掘立柱建物跡のP9に掘り込まれている。

と平面形》 大きな4基の焼土塊から成り、不整形を呈する。

る

の焼土塊は、検出した大き

さで長組16.24111、短軸2.821TIである。

《埋 土)) 4層に分かれ、焼土の厚さは約 1cmで、ある。

《出土遺物》 深鉢形土器の胴部小破片が出土した。摩滅が著しく、縄文原体は不明である。

3. 古代の検出遺構と

( 1 ) 

S I01竪穴住居跡(第11~14図、図版 3 . 4 . 6 . 13 . 14栂 26)

《位 置)) MA46~48、 MB46~錦、 MC47 48グリッドに位置する。

《確 認》 確認調査で、竪穴住居跡北側の一部を検出しており、 E層上位国で方形のプランを

確認した。

《規模と .65111、

伴う SD02溝跡を埋めて、

.20111、

をj屈り込んでいる。

.10mのほぼ正方

形を呈する。建物方位は、 N-

4層に分かれたが、

》 高さは18~20cmで、ほぼ垂鹿

潜》 なし。

《床 面》 平坦で堅くしまっていた。住窟跡中央で、長軸95cIIl、短軸80Clll、深さが85cmの隅丸

方形を呈する土坑を検出した。

《カ マ ド》 南側壁の中央から西寄りに構築していた。袖部は確認できず燃焼部のみ検出した。

燃焼部の火床は高熱により堅くしまっていた。煙道はSD02の溝跡を掘り込んで、お

《埋 る。

上がっている。

り、長さは84cmである。カマド全体を鍋底状に掘り窪めていた。

《柱 穴》 検出した柱穴は15基である。平面形は、長軸20~45cm、短軸15~35cmの楕円形や

隅丸方形を呈し、深さは床面より 10~35cmである。

《出土遺物》 埋土および床面より土師器坪口縁から底部にかけての破片(第14図 1)、土師器

碗口縁部破片 (2)、警口縁部破片付~ 7 . 10) .腕部破片 (11) . H同部から底

部にかけての破片(9 ) .底部破片、土師器鉢胴部から底部にかけての破片 (3. 

8 )、器種は不明であるが土師器高台破片、須恵器壷胴部破片(12) が出土した。

また、埋土より金属破片、床面より石飯 (13)、カマドより石器剥片が出土した。

(第15~19図、 56.  S I 

《位

《確

MC56.57、MH56.57グリッドに位置する。

にj也山屈で長方形のプランを確認し、その後遺構西側に張り出し部分を確

ハUつω
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P1 

A一一四 41.3m

SN20 

SB22 

P10 

第 3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

調査区外

。 4111 

一一一日

C 41.3m 
3 

SN20 

1 紫色土 (lOYR1.7/1) 

黒褐色こ!こ (lOY R2/2) 

3 憾11資浩司白色こl二(5YR2/4) 
4 I情褐色土 (lOY R3/4) 

。 しまりやや強い i'l~性~~ll

しまりやや弱い 1'11;性弱い

しまり強い 粘性なし(焼土)

しまりやや弱い 粘性弱い地iJ.I粒含む。 2m 

第10図 S N20焼土遺構

1
3ムワω



第4章調査の記録

3I01 

3:: 

卜レンチ
。

。

。P6 SK 

Pll吋l

。
-8  

G 一一一 II 。Pア r-.~ í~スi 一一一 H 

z 0 
3107 

む
A - 41. 9m 一一-B 

凸 …-0  

S 101 B・C-D

I 黒色土 (lOYR1.7/1) 

l 黒色土 (lOY R2/1) 

黒色二仁 (lOY R 1.7/1) 

3 .~t?'l1!}色jニ(10Y R2/2) 
-'1色j二(lOYR 2/1) 

5 色土 (luYR2/1) 

G 灰裁褐色二1:(10Y R5/2) 

7 褐色仁 (lOYR4/4) 

8 11音?局色二仁 (lOYR3/3) 

しまりやや弱い 粘'11やや弱い(基本土層 1)
しまりやや強い 料;'1生やや弱い 地山ブロック含む (1~301Ilm 5%) 炭化物含む
しまりやや弱い 粘性弱い

しまり弱い 粘性やや弱い地I.Ü粒含む (l~ lOmm 1 %) 
しまりやや弱い 粘性やや弱い 地111ブロック含む(1 ~401Il11140%) 
しまりやや強い 粘性やや弱い j出LLiブロック含む(1 ~:3OJ1l111 5 %) 
しまりやや強い す，5'1生やや強い 炭化物含む (5~ 81I1111 2 %) 
しまりやや弱い:j'，I;性強い 地山ブロック含む (5~501Il11110%) 炭化物含む
しまりやや強い 1'，5'1'1:弱い 炭化物含む(粘土) 0 2m 

1国 S 101竪穴住居跡

つωつω



第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

S101 
区一-41. 6m m一一戸

S 101 

P8 

1 黒色j二

(lOYR1.7/L) 

しまり弱い

1むI!I:やや強し、
J白山ブロック含む

(:30へ~50mm 70%) 

P1:3 

1 黒褐色j二

(lOY R:312) 
しまり弱い

品川H~い
t白山牧む

(1 ~ 21l旧150%)

P14 P 9 P P 1 

l 黒 l 黒褐色j二 l 紫色土 i 筒灰色 1こ 2 二

(lOY R2/l) (lOY R2/2) (lOY E2/1) (lOY R4/l) (lOYR:3/j) 

しまりやや弱い しまり~~い しまりやや弱い しまり弱い しまりやや弱い

*，Ii七I:~~J い 1'，占七ï:~~い す台校 ~J司い 1'li性やや~JfJ い 1'，~'Ij:ややおい

地LL!ブロック含む 地111ブロック合む 地山ブロック含む I白山ブロック含む 地LLiブロック含む

( 1 ~30rnm 10%) ( ~20rnm %) (1 ~20JlIlIl1O%) (5 ~201l1l11 5 %) (51llm %) 

一一- H G - 41.om 

(101l1l1l50%) 

SK 

l 黒色二1:(lOY R2/1) 

しま{り)~強t虫i い 品料粘li'I!性l'
地|は山Liブ口ツク含む

(5 ~40rnIll1O%) 

炭化物合む

P 2 

1 白色二仁 (lOYR2/2) 

しまりやや弱い lo，'i'I!1:やや弱い
地山ブロック含む

(5 ~ 15rnIll20%) 

P 7 

1 黒褐色土(lOYR:3/l) 

地111ブロック含む

J 一一一 41.7m

P :3 P 12 P4  P 5 

i 黒色土 黒褐色土 l 黒褐色:仁 1 黒褐色土 i 灰黄褐色 2 黒褐色=1:

(lOY R21l) (lOYR2/2) (lOYR2/2) (lOYR2/2) (lOY R4/2) (lOYR2/2) 

しまり~~い しまり~~い しまり弱い しまりやや弱い しまり弱い しまり弱い

お~'i!1:弱い 高~'i!1:やや弱い ló，~'iH5Jい 高'i'l生やや弱い 粘性~JEJl ~ 1'，lî性~~J い

J白山フロック含む 地111ブロック含む I也山ブロック含む 地山ブロック含む tlliLLiブロック含む 地111ブロック含む

(101l1I1I 10%) (10mm 30%) ( 1 ~:30Ill rn 70%) (1 ~40mIll 40%) (1O~20mm 50%) (5 ~101ll1ll 50%) 

K 一一-41. 5m 一一し

M 41.5m 一-N

p - 41. 7m 一一一 0 

PlO 
1 黒色土(lOYR1.7/l)

しまり弱い 粘性ややい

j出111ブロック含む

(1O~201l1l11 70%) 

Pll 

1 ~.I~ 色土(lOYR2/1) 

しEまとりや〈やコ5弱ヨLいミ 1布判粘t干拍'il刊1性|
J地出山iは山Liフブ、口、ツソク含む

(l0~50mIll 50%) 0 2m 

第12図 S 101竪穴住居跡土層断菌
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第4章調査の記録

8101 カマド

。 。 。
A B 

C 

クリノ

/

0

1

4

 

0

/

γ

L

 

2

フ

む

む

y

m

む

川

出

始

柏

市

ム

佐

川

吋

…

掛

川

4

:

合

巧

1

ヤ

い

い

い

μ

l

-

ザ
パ

i

に

ひ

か

/

間

u
d

計

士

化

問

(

V

O

)

，z

l

二

U
ノ

E

H

8

J

E

-

-

j

l

y

財

政

l

y

じ

~

仁

オリ
h

斗

。

、

，

，

1

一

1
1

む

む

合

わ

け

パ

リ

1
L

合

ペ

リ

山

灰

5
h
ν

合

会

物

作

山

川

収

物

m

・

7

ト
L

ト

L

)

七
l

f

f

l

)

)

レ
U

2

)

)

。
パ

)

ト

ー

と

%

汀

m

m

m

m

%

町

川

口

け

)

問

問

問

、

川

/
A
E

パ
川
村
片

j

f

u

p

H

H

M

M

O

O

H

m

ペ

ノ

m

{

叩

7
/
0

1

1

4

F

1

1

0

0

0

0

7

7

話

0

1

0

2

。/

い

よ

っ

ω

1
ム

n

J

q

J

F

p

t

{

ー

つ

]

1

i

γ

P

A

n

u

-

)

)

)

側

)

×

~

~

×

m

)

服

)

3

~

)

m

~

y

s

m

%

%

%

5

%

0

5

0

0

A
山

%

ω

%

m

日

%

引

5

0

)

打

、

J

円

J

n

4

q

U

1

i

1

i

m

川

3

3

X

3

(

1

(

(

(

(

(

3

(

2

5

(

3

(

(

(

ν

 

~

酬

馴

馴

む

捌

む

む

む

む

む

馴

む

m

~

む

附

む

む

土

hK

1

1

1

1

含

l
九
日
九
百
合
合
合

1
合

5

2

九日

1

合

合

資

Y

(

ク

(

ク

ク

ク

ケ

ク

(

ク

(

(

ケ

(

ク

ク

粘

山

む

む

む

む

ツ

む

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

む

ツ

む

む

ツ

む

ツ

ツ

臼

(

含

含

含

合

口

合

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

含

ロ

含

合

凶

ロ

含

ロ

ロ

灰

土

粒

粒

り

粒

粒

フ

粒

ブ

ブ

ブ

ブ

ブ

粒

ブ

粒

牧

U
ブ

粒

ブ

ブ

の

色

山

山

K
山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

似

山

山

山

山

状

潟

地

地

的

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

池

山

地

地

地

地

粉

黒

通

過

、

、

泊

、

i

h

¥

4

h

通

、

品

、
4

、A
l

、a

ミ

ミ

ミ

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

L

L

L

L

L

L

L

L

強

弱

強

強

強

弱

弱

強

弱

強

強

強

弱

弱

弱

強

弱

強

や

や

い

や

や

い

や

や

や

や

や

や

い

や

や

や

い

や

や

い

や

や

や

や

や

弱

や

や

強

や

や

や

や

や

や

強

や

や

や

弱

や

や

弱

や

や

や

LKLK
ト
ヒ
ト

t
'
E
ι
t
ト
仁
ト
仁
ト
仁
小
主
ト
k
ト

E
L
t
ト

L
L
K
ト
工

Lt
ト
ζ

ト
仁

tLLK
ト

t
L
K

ル
l
止
l
μ
仁
や

L
4
8
止
!
μ
仁
μ
し

μ
仁
ル
l
J
l
ル
l
M
仁
止
j
'
f
J
ー
が
仁
μ
仁
一
f
J
l
小
!
?
↑
止
l

e
r
a
J
i
l
l
j
h
h
ト

j
h
卜

I
h
-
-
J
L
E
1
5
5
5
5
1
5
h
t
h
i
-
-ー
ト
ー

ポ
判
中
布
中
折

φ
柄
小
布
中
折
中
折
中
布
中
布
中
行
中
杭
中
杭
中
折
半
例
中
折
中
杭
中
杭
也
折
小
柄
中
布
中
折
中
折
中
杭

、

』

道

、

A

、a

l

、A
E

、!
S

3

¥

.

、
点
、
4

1

ミ

ミ

ミ

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

し

L

L

L

l

k

雨

、

上

前

ム

巾

向

巾

向

ふ

巾

A

P

吊
ム
九
的
、
久
市
A

川
向
'
品
目
出

F
J
口
向
巾
悶
ロ
悶

P
J
P悶

5

5

一

E

f

5

5

5

5

2

5

E

E

E

E

E

f

d

や

や

い

い

い

や

い

や

や

い

い

い

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

強

弱

弱

や

強

や

や

弱

強

務

、

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

門
リ
ハ
リ
ハ
リ
川
リ
ハ
リ
ハ
リ
川
リ
h

リ
h

リ
ハ
リ
川
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
門
リ
門
リ
円
リ
ハ
リ
n
リ
ハ
リ
パ
リ

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

i
レ
1
レ
I
U
I
レ
1
U
1
レ
1
U
!
レ
l
ν
!
レ
1
レ
l
u
l
u
-
u
l
u
l
u
-
レ

f

し

1
レ
!
レ
!
レ
l
u
y
し

ー

、J
J

6

，，，，d
 

一
、
ノ
、
、
ノ
、
ノ
、
/
、
ノ
、
}
，
、
yf

、)、
J
J

、
/
、
)
，
、
ノ
、
)
〆
、
ノ
、
ノ
ー
ノ
、
ノ
、
}
〆
、
EFtl
ノ、
)
'
F
D

、/

一
つ
吋

q
u
Q
u
q
u

つ
}
ワ
臼
斗
&
つ
d
q
J
1
A

つ
u

q

u

1
ょ
っ
け
つ
〕

q
u
o
o
1ふ

η
J
l
i

ワ〕

3
L

つ
}

、J
/

/

/

/

/

〆
/
/
/
'
/
'
ノ
/

/

f

/

/

/

6

ノ
ノ
ノ
/
/
/
ノ
ノ
/
/
/
/
ノ
/
ノ
ノ
ノ
/
/
y
/
t
τ
r
/
/

f
k

つ
ふ
つ
}

A

1

什

ο
っ
け
つ
】
つ
d

つ
リ
ワ
-
m
i

『
u
q
U
7
4
Q
リ
F
D
Q
J
V
ρ
り
円
J

つ
り
つ
』
円
。
ァ
1
8
4

R
h
k
R
R
R
P
A
R
R
R
L
R
R
L
R
R
R
n
K
R
P
-
R
R
V
R
 

B

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

R

Y

Y

R

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Q

Y

 

一

ω

ω

5

ω

m

m

m

ω

m

y

m

ω

y

m

m

m

m

m

m

ω

ω

土
問

、主〆
l

、
/
t
/
K
I
r
k
i
r
k
/
1
、/
¥
i
、、
/
l

ハリ〆{、
/
K

ハU
/
K
J
(
、
/
¥
/
L
i
/
1
/
-
、
i
k
/
t
、白」
/
K

Aム

1

i

z

i

白」

(

(

仁

ト

L

口

町

仁

二

二

ト

二

ド

土

土

土

土

土

土

上

土

土

土

土

土

何

回

土

色

土

土

土

作

所

(

色

マ

色

色

色

色

色

色

色

色

色

土

色

色

土

色

褐

色

褐

色

色

土

色

い

褐

カ
問
問
筒
褐
褐
筒
筒
褐
渇
渇
色
旧
阿
褐
片
山
い
褐
北
山
一
同
諮
問
問
褐
色
仰
向
ぶ
黄

国
市
型
…
赤
暗
黒
田
市
暗
暗
黒
黒
星
…
問
中
…
黒
崎
灰
陥
明
問
中
…
暗
黒
黒
に
灰

1

1

2

3

4

5

6

8

9

旧

日

ロ

沿

は

民

間

げ

間

山

山

川

J
1
2
3

S
 

SIOl E F 

黒褐色了i二 (10YR2/2) 
黒褐色土 (lOYR2/2) 

3 灰策褐色二仁 (lOYR4/2)

"1 紫色土 (10Y R 2/1) 

5 黒潟色土 (lOY R21:3) 

6 果、褐色土 (lOYR2/3) 

しまりやや弱い 1'[li'l生やや強い 地山絞含む (1m冊 196)
しまりやや弱い 粘性やや強い 地111粒含む(lmm 1 %)炭化物含む

しまりやや強い粘性やや強い焼土粒含む

しまりやや強い 粘性やや強い 地iJJブロック含む (fi~3011111130%) 

炭化物含む

しまりやや強い 粘性やや強い 地山ブロック含む (1~ 511111160%) 
しまり弱い 粘性やや強い j也山ブロック含む(1 ~ lOmlll 7096) 

。 2m 

第13図 S 101竪穴住属跡カマド
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第3節 南側調査区検出遺構と11=¥土遺物
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第14図 S 101竪穴住居跡出土遺物
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第4章調査の記録

した。

被)) P 7がSB22掘立柱建物跡のP7に掘り込まれている。

と平面形》 北側壁長5.70111、南側壁長5.75m、東側壁長3.85m、西側壁長4.00mの長方形を

る。西側に入り口と考えられる張り出しをもっ。建物方向は、 N-72
0 

- E 

を示す。

《埋 土)) 17躍に分かれた。

《 壁 》 高さは 8"'22cmで、ほぼ垂直に立ち上がっている。

溝》 カマド構築部分と入り口部分、南側壁南西部を除き一巡する。壁溝の中から羽目

を7箇所検出した。

《床 面》 住居跡北東側に若干の凹凸が見られるが、全体的にはほぼ平坦でしまっている。

住居跡中央で、長軸1.15111、短車rllO.951TIの楕円形を呈し、深さが床面より 15cmの土

坑を検出した。この土坑は、 P15に掘り込まれている。

《カ マ ド》 南側壁の西よりに構築していた。袖部は確認できず燃焼部のみ検出したの燃焼部

の火床は高熱により堅く焼きしまっており、煙道部はわずかに検出できただけであ

る。カマド全体を鍋底状に掘り窪めていた。

《柱 穴》 検出した柱穴は15基である。平面形は、長軸25'"'-'50cIl1、短軸20"'35cmの楕円形や

縞丸方形を呈し、深さは床面より20"'50CIllである。

《出土遺物)) t里土および床面より、土師器杯口縁部から体部にかけての破片(第19図1) .口

縁部破片、土師器碗口縁部から底部にかけての破片 (2)、土師器褒口縁部破片@

日縁部から胴部にかけての破片 (3'"'-' 6) .腕部から底部にかけての破片 (7) 

服部破片 (8)、須恵器嚢胴部破片(9 )、埋土より石器剥片が出土した。

S 107竪穴住居跡(第20"'23図、図版6. 7 . 15) 

《位 置)) L T45・46、lVIA44"'47、lVIB45 . 46グリッドに位置する。

《確 認》 確認調査で竪穴住居跡南側の一部を検出しており、 I層下部町で方形のプランを

確認した。

《重 複》 近世の遺構である SB10掘立柱建物跡が住居跡ほぼ中央に建てられているが、

穴は竪穴住居跡の床面には達していない。

《規模と平面形》 北側壁長6.20111、南側壁長6.50111、東側壁長6.80111、西側壁長6.60111のほぼ正方

形を呈する。建物方位は、 N… 26
0

- Eである。本遺構北側から調査区の西側斜

面に向かつてSD02溝跡が延びる。この溝跡は本住居跡に伴うもので、排水溝

えられる。

《埋 土)) 2麗に分かれた。

《 壁 》 高さは28'"'-'36cmで、ほぼ垂直に立ち上がっている。

溝》 北側壁中央部と西側壁北側より 2/3を除き一巡する。羽目板痕は確認できなか

った。

《床 面》 平坦で竪くしまっている。住居跡北東側で底面にP17を伴う長軸95cm、短軸65cIll、

深さが床面より20cmの土坑を検出した。また、住居跡西側には、長軸3.561TI、短軸

ρ
りつ]



第 3節

刊

臼 γ 

一一一 N 

自一一一

iく一一一

一-J

。… I~ 
0 

粘性やや弱い 地JJJ粒含む(1 ~ 1011111125%)焼土粒含む
粘性やや弱い 地山粒含む (11111115 %) 

粘性弱い 地山ブロック含む (5~501ll 111 30%)焼土含む炭化物含む

粘性やや弱い 地UIブロック含む(l0~201ll 111 3 %) 

名'j性弱い 焼二日立含む・炭化物含む (粘土)

粘性~~い (粘土)

fl5性やや弱い
粘性弱い 'i.î!~土ブロック含む (粘jこ)

中占ttやや弱い 地111ブ口、ソク含む (5~20mm 30%) 
粘性やや弱い池山含む (11111111 %) 

粘性弱い 焼土ブロック含む (粘土)

粘性やや弱い 地111ブロック含む(5 ~301l1l11 30%) 

粘性やや弱い 池山粒含む (1~3111111 1O%) 0 

S 1 m A-B 
1 黒褐色土 (lOY R2/2) しまりやや弱い

2 黒褐色土 (lOYR2/3) しまり弱い

3 黒褐色二仁 (lOYR2/3) しまりやや弱い

4 黒色土 (10YR2/1) しまりやや強い

5 にぶい策燈色:1(10 Y R 6/3) しまり強い
6 D(白色 (lOYR7/1) しまり ~mい

7 ~黒褐色jこ (lOYR3/2) しまりやや強い

8 にぶい黄鐙色土(lOYR7/4) しまりやや強い

9 黒褐色土 (10YR2/3) しまり強い

10 黒褐色土 (lOY R21お しまり~~い

11 にぶい裁鐙色二仁(lOYR6/4) しまり強しミ

12 黒筒色ニl二 (10Y R2/2) しまりやや強い

目黒色土 (10YR2/1) しまり弱い

とlilニ仁遺物

--F 

し

2m 

第15図 S 103竪穴性居跡
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第4章調査の記録

S 103 C 

l 然渇色=1: (lOY R2/2) 

2 紫色(10YR2/l) 

3 泉褐o=l: (lOYR2/3) 
4 黒色土 (lOY R 1.7/1) 

5 11長褐色ニi二 (lOYR3/4) 
6 続褐色土 (lOY R3/4) 

7 黒褐色土 (lOYR2/2) 

8 11音褐色土 (lOYR3/4) 

9 黒褐色土 (lOY R2/3) 

10 黒色土 (lOY R2/l) 

11 黒褐色土 (lOY R2/3) 

12 黒色土 (lOYR2/1) 

13 泉褐色土 (lOYR2/3) 

14 黒色土 (lOYR1.7/1) 

15 黒色土 (lOYR2/1) 

16 黒褐色土 (lOYR2/2) 

17 紫色土 (lOYR  1.7/1) 
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S 103 E -F 
1 黒色土 (lOY R2/1) 

黒色ニiニ (10YR1.7/1) 
黒褐色二仁 (lOYR2/1) 

4 暗褐色土 (lOYR3/3) 

5 黒褐色jこ (lOY R3/1) 

6 黒褐色土 (lOYR2/2) 

7 黒褐色二仁 (lOY R31l) 

1-41.3m 

しまり弱い 粘性弱い (表土・磁土)

しまりやや弱い粘性弱い 部II砂 10/程度合む(基本土隠1)

しまりやや弱い 粘性やや弱い

しまりやや弱い I台伎やや強い 俸小の粉状 3庖から 8 への漸移隠

しまり弱い 粘性弱い 地111ブロック含む (5~20mm 15%) 

しまり弱い 粘{笠弱い 地Ll Iブロック含む (5~ lOmIl1 5%)

しまり弱い 粘性やや弱い地LUブロック含む (5~10問問 7 %) 

一一一 J 

S 103 

P 1 P 14 

i 黒色二七(lOYR2/1) 1 ~褐色土 (lOYR2/2)

しまりやや強い粘性弱い しまり弱い粘性弱い

地111ブロック含む 地山の粒含む

(1 ~40田町120%) ( 1 ~30mm 10%) 

K - 41.3m 

P6 

1 黒色土 (lOYR1.7/1)

しまりやや強い 粘性弱い

地山ブロック含む

(5 ~20mm 10%) 

一一一し

P 2 

1 黒褐色土 (lOYR2/2)

しまり強い 粘性弱い

地IJIブロック含む

(5 ~20mm 50%) 

炭化物含む

fVI -… 41.3m 

P3  Pll 

P 5 

1 黒色土 (10YR2/1) 

しまり強い *1~ 'i'1t~~ い

地L1Jブロック含む

(5 ~20mm 7096) 

一一一 N 

P :3・P11

1 黒色土(lOYR2/2) 

しまり弱い 粘'I!J:~~し当

地山粒含む

(lmm 1 %) 

P 13 

1 黒褐色土 (lOYR2/2)

しまり弱い 粘性やや弱い

地111ブロック含む

(1O~20mm 5096) 

P4 

果、色土(lOYR1.7/1) 

しまり弱い 1告↑H~い

地11(:1'立合む

(1 ~ 51111111%) 。 2m 

第16悶 S 103緊穴住居跡土層断面

28 -



。 41.3陥

Q - 41. 3m 

P14 

S 一一一 41.3m

P8  

G 一一-41.1m SK  

D 

一一一丁

P9  

H 

第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

一一 P

P 7 

1 黒褐色土 (lOYR2/2) 

しまりやや強い 粘性やや強い

J:lIJLLrブロック含む
(5 ~30mm :3(]%) 

PlO 

1 黒筒色土(lOYR2/2) 

しまりやや強い 'l'，'i性やや強い

地山粒含む

(l ~5111日， 30%)

一一-R 

P 8 

1 黒色:ヒ(lOYR1.7/j)

しまり弱い 粘性弱い

j白山ブロック含む

(20~!101ll'" 70%) 

S 103 SK 

P 9 

1 然色土(lOY1ミ1.7/1)

しまりやや強い 粘性~J~l'} 
地111ブロック含む

(10"，日， 50%)

I 黒褐色土 (lOYR2/2) しまりやや強い 粘性やや強い

地LLiブロック含む(1 ~501llm 60%) 

粘土含む 焼土ブ口ック含む

11前日j色j二 (lOY R3/4) しまり強い 1'，'i'l生やや弱い
地山ブロック含む (5~ ノ10自1m 80%) 

焼土フ♂ロック含む

。 2m 

SI03 カマド

問

工

。 2m 

11 

第17図 S 103竪穴住属跡土j欝断面・力マド
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第4章調査の記録

A 41.3m 
地山プロヲク 一一-B 

S 

1 {二ぶい11t褐色ニt(lOY R5/4) しまり強い ねi性弱い 焼土粒含む(1 ~ 3 mm 1 %) 
2 黒色土 (lOY R2/l) しまりやや強い *~j'~Eやや弱い 地LLi:!'立合む(1 mm 3 %) 
3 lIiH，f;¥色土 (lOY R:3/4) しまりやや弱い 粘性やや弱い 地Jlj粒含む(1 mm 1 %) 
4 黒筒色土 (lOYR4/2) しまりやや弱い粘1t弱い よ也LUブロック含む (5~ 7 mm 10%)炭化物含む粘土台む
5 褐色土 (lOY R4/4) しまり強い 粘性弱い 地山ブロック含む(l5mm50%)焼土フ、ロック含む
6 にぶいすf褐色仁(lOYR4/3) しまり強い 粘性弱い 焼こi二ブロック含む (5mm 5 %) 
7 11資褐色仁 (10Y R3/4) しまり強い 粘性弱い 燐土含む炭化物含む
8 黒沼色土 (lOYR3/2) しまりやや~J~ い 粘性やや弱い 焼土粒含む炭化物含む
9 日月黄褐色土(lOYRfj/8) しまり強い 粘性弱い 焼二仁粒含む炭化物含む
10 8Jj赤褐色ゴニ (5YR5/8) しまり強い 粘性弱い (焼土)
11 紫色土 (lOYR1.7!l) しまりやや強い 粘性やや弱い 炭化物会む
12 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) しまり強い 粘性弱い 焼土ブロック含む粘土ブロック含む
13 ，~~，褐色土 (lOY R2/2) しまりやや強い 粘性やや弱い 地Jljブロック含む(lOmm30%) 
14 黒褐色ニ!こ (IOYR3/2) しまりやや弱い 粘性やや弱い
15 黒褐色二仁 (lOYr~2/2) しまりやや強い 粘性弱い 地Jlj粒含む(1冊目11%) 淡化物含む
16 黒色土 (lOY R 1. 7/1) しまりやや強い 粘性やや弱い 炭化物含む
17 にぶい裁褐色二仁(lOYR5/4) しまり弱い 粘性弱い 焼土ブロック含む

黒褐色土 (lOYR2/2) しまり強い 粘性弱い 地l幻粒含む(1 mm 1 %) 
黒色土 (lOY R 1. 7/1) しまりやや強い 粘性やや弱い 地山絞含む(1 mm 1 %)焼土ブロッケ含む
階褐色土 (lOYR3/4) しまり強い 粘性弱い 焼土ブ‘ロック含む
4 泉、色jこ (lOYR2/1) しまり弱い 粘性やや弱い地山粒含む (1111l113 %) 
5 紫色土 (lOY R2/1l しまり弱い 粘性弱い 地山ブロック含む (5mmlO%)
6 にぶい茶褐色土(lOYR5/4) しまり強い 粘性弱い 焼土ブ‘ロック含む炭化物含む
7 にぶい策褐色土(lOYR4/3) しまり強い 粘性弱い 焼土ブロック多く含む
8 黒色土 (lOY R 1. 7/1) しまりやや強い粘性弱い 地111粒含む(ln旧13%)
9 黒褐色二!こ (lOYR2/2) しまりやや強い粘性弱い 地はi粒含む(1 即時11 %) 炭化物含む
10 黒色土 (lOY R 1.7/1) しまりやや弱い粘性やや弱い 地LLJ粒含む(1 mm 3 %) 
11 にぶい黄褐色土(lOYR6/4) しまりやや弱い 粘性弱い (粘土)
黒褐色土 (10YR2/3) しまり弱い 粘性弱い 地山粒含む (1~3mm40%)
13 黒褐色土 (lOYR2/2) しまりやや強い 粘性やや弱い 地山ブロック含む (5~lOm冊 20%) 炭化物含む

E - 41.3m 炭化物庖 7 一一-F 

S 103 カマド 丘一 F

黒色ニ!こ (lOY R 1. 7/1) しまりやや強い 粘性やや弱い 炭化物含む
泉筒色土 (lOYR2/2) しまり強い 粘性弱い 池山ブロック含む (3~1011111130%) 
3 11彦渇色土 (lOYR3/4) しまり強い 粘性弱い 焼土ブロック含む
4 にぶい裁燈色土(10YR7/2) しまり強い 粘性弱い (粘土)
5 11音筒色土 (lOYR:3/3) しまり強い 粘性弱い 地JlJ:i'立含む (lmm1 %)炭化物多く含む
6 黒色土 (lOYR1.7/1) しまりやや弱い粘性弱い 炭化物含む
7 にぶい裁褐色土(lOYR5/4) しまり強い 粘性弱い 焼土ブロック含む
8 明赤褐色土 (5YR5/8) しまり強い 粘性弱い (焼土)
9 虫色土 (10Y R 1. 7/1) しまり弱い 粘性弱い 地LUブロック含む(l0~20mIll 30%)
10 褐色土 (lOY R4/4) しまりやや弱い粘性弱い 地山ブロック含む (5~lOm聞 50%) 炭化物含む焼土台む
11 黒色土 (lOYR2/1) しまりやや弱い粘性弱い 地山ブロック含む(10n田120%)
12 IlFj赤褐色土 (5YR5/6) しまり強い 粘性弱い (焼土)
13 黒褐色土 (lOYR3/3) しまり弱い 粘性弱い 焼土粒含む

S 103 焼土 G-H 
1 然褐色土 (lOYR2/2) しまり5!Ilい 粘性弱い 焼土ブロック含む (3~ 5日間110%)

G -41.~m問山ブ口 v弘之で-h H 2 黒褐色土 (lOY R2/2) しまりやや強い 粘性弱い 炭化物含む
3 11音褐色こl二 (lOY 1~:V:3) しまりやや強い 粘性弱い 地111ブロック含む (3mm30%) 
4 黒褐色土 (10Y R2/:3) しまりやや強い 粘性弱い 炭化物含む
5 赤ト目白土 (5 YR4/6) しまりやや強い 粘性弱い (焼こ仁の厨)
G 黒色土 (lOYR1.7/1) しまりやや強い 粘性弱い
7 .~をj色土 (lOY R4/4) しまりやや強い 粘性弱い 池山ブロック含む(1~ 3mlll :3 %) 
8 にぶい筑後色ニ仁(lOYR4/:3) しまりやや弱い 粘性弱い 地LLJ粒含む (lmm1 %) 
9 I1青褐色土 (10Y R3/:3) しまりやや弱い 粘性やや弱い 地Jlj粒含む(ln旧1:3%) 。 2m 

第18図 S 103緊穴住居跡カマド土層断面
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第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

第19図 S 103竪穴住居跡出土遺物
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第4章調査の記録
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可

A 一一-41. (m 一一一日

i 黒色二1: (lOYR1.7/1) しまりやや弱い 粘性やや~~J しミ (主はり二関I)

2 黒渇色j二 (lOY R:..'/2) しまりやや強い *，lj'/11:ややまjい 池山ブロック含む(1 ~5()mm 1 %)炭化物会む

一一一 D

S 107 C-D 

l 黒色二 (lOY R 1.7/1) しまりやや弱い おIj性やや弱い (基本土居 1)

，手Ul?J色二仁 (lOY R2/2) しまりやや強い 粘↑11:やや弱い 池山ブロッケ含む (1~6()m日110%) 絞化物含む

。 2m 

第20摺 S 107竪穴住麗跡
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第 3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

8I07 

E 一一一 F 

S 107 

P6 iコ8 lコ9 iコ21 lコII

1 色土 l 県住j色土 1 ;立問色j二 1 む色土 1 黒尚色土 l 楽院j色j二

(lOYミ2/1) (lOY R:3/2) (lOYミ2/:3) (lOγiミ3/2) (IOY R:3/2) (lOYR2/2) 

しまり弱い しまり弱い しまりい しまり弱い しまり弱い しまりやや弱い

あli七回奇い f.li性 枯れtゃヘコiJiIlしゐ {}i性 Wi'I生ややい 主任111:やや弱い

IlliLiIブロック含む I山LJブロック含む IlliLLJフロック含む 地LLJブロック含む 地tJlブロック含む 地LLJブロック合む

(5 <iOlllm :30%) ( 1 ~:301l1l1120%) (1~抑制 70%) (1 ~L()lIIm:3C1%) (1 ~60日間180%) (1 ~1O日111110%)

G -ー-41. 7m 一-H

J一一-41. 8m 

Pl6 lコ20 P18. P 19 Pl 

l 黒色土 I 黒柱j白二l二 1 色土 日fg色士 l 黒色:1二(lOYR2/1) 1 黒色土

(lOY R2/l) (IOYR2/2) (lOYR 1.7/]) (lOY R2/2) しまり弱い (lOYR211) 

しまりやや弱い しまり弱い しまり弱い しま IJiî~} い î'，~性 ~~J い しまりい

粘性弱い W，Wl:やや弱い lé， lî'l1:やや ~rrtL i 粘tl~ïî い 鳩山ブロック含む 粘i生やや強い

地山ブロック含む 地Lllブロック含む 地111粒含む 他山ブロック含む (L~日()mlll lO%) J:lliLLJブロック台む

(5 ~ 1011101 10%) (1 ~:301l1l1140%) (1 m01 5 %) ( 1 ~201llO1 60%) ( 1 ~201ll 111 10%) 

炭化物含む

K 一一一 41.7m 一一一 L

P2 

1 黒色土 (10YR1.7/1)

しまりやや強い

i'~î性やや強い

池山ブロック含む

(1 ~30Illm60%) 

P3 

1 黒褐色土 (10YR2/2)

しまり強い

もli'!1:やや強(:)

j白山ブロック含む

( 1 ~ 100111130%) 

被it;l色二|二(lOYR5/o) 
しまり強い

粘性やや強し〉

J白山粒含む

P4 

1 黒色仁(lOYR2/1) 

しまり強い

粘性強い

地IlJブ、ロッケ含む

( 1 ~20mIll 80%) 

P 5 

1 日色上 (lOYR2/1)

しまりやや強い

*，1;'1'1:やや怖い

地山ブロック含む

(5 ~401叩1140%)

M - 41.5m 一-N

P-41.7m 一一 0

P 12 P 1:3 P 1ど1 P 15 

1 黒色土(lOYR 1.7/1) 1 黒褐色土(lOYR3/2) 1 県潟色土(lOYR2/3) 1 黒色土(lOYR2/1)

しまりやや弱い粘|生やや弱い しまり弱い粘性ややい しまり弱い Wi'l1J:やや弱い しまり弱いおli'I'I:弱い

地111ブロック含む 池山ブロック含む 地IlJ'l笠含む 地LLJブロック含む

(501Ill5096) ( ~印刷 5096) (1 ~ 51llIllLO%) (5 ~401111ll 40%) 

。 2111 

第21国 S 107竪穴住居跡土j欝断簡
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第4章調査の記録

8 I 07 SK -P 1ア

Q 41.5m R 

S 107 S K . P 17 

A 

1 黒色ニ仁 (lOYR2/1)

しまり強い 粘性弱い

地111ブロック含む (5~/IOmm 10%) 

炭化物含む

SO 

一一 〉

SD 

l 黒褐色土 (lOYR2/3)

しまりやや弱い 粘性弱い

I也山ブrロック (5~lOmm 10%) 

炭化物含む

8I07 焼土

B 

8I07 P26 

S - 41.4m …ー γ

S 107 P26 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 

しまりやや弱い 粘性弱い

地山ブロック含む (1~40mm 80%) 

。

S 107 焼土 A-B 
1 暗褐色土 (lOY R3/3) 

2 黒褐色土 (lOY R2/2) 

3 黒褐色土 (lOY R3/2) 

4 黒褐色土 (lOYR2/2) 

5 黒褐色土 (lOY R2/2) 

6 赤褐色土 (5 Y R4/8) 

7 fI音赤褐色土 (5YR3/6) 

8 fI音褐色土 (lOY R3/4) 

9 黒褐色土 (10YR3/2) 

。

2m 

しまりやや弱い 粘性弱い

焼土粒含む 炭化物含む

しまりやや強い 粘性弱い

炭化物含む

しまりやや強い 粘性やや弱い

地山ブロック含む (5~20mm 80%) 

しまりやや強い 粘性やや強い

池山ブロック含む (5~40mm 80%) 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

地山ブロック含む(1 ~ 10mm 10%) 

焼土粒含む

しまりやや強い 粘性弱い(焼土)

しまり強い 粘性弱い(焼土)

しまり弱い 粘性やや強い

地山ブロック含む (5mmlO%)

炭化物含む 粘土含む

しまりやや弱い 粘性やや弱い

地山ブロック含む (5~20mm 80%) 

第22国 S 107竪穴住居跡内土坑縛柱穴 ω;藷跡園力マド
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第 3節 南側調査院検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録

0.48n1、深さが床面より 10cmの溝状の遺構を検出した。

《カ マ ド》 南側壁の西寄りに構築していたと考えられるが、確認調査の際 によるトレ

ンチ調査で削平されておりカマド範囲ははっきりしなかった。検出した燃焼部の火

床は高熱により堅く焼きしまっており、全体的に鍋底状に掘り寝めていた。

併主 穴》 検出した柱穴は26基である。平面形は、長軸15~45cm、短軸10~40cmの楕円形や

隅丸方形を呈し、深さは床面より 15~45cmである。

《出土遺物》 埋土および床面より、土師器杯口縁部から底部にかけての破片(第23図1) ・口

縁部破片・体部から底部にかけての破片 (2) ・体部破片、土師器碗口縁部破片

( 3)、土師器鉢口縁部から底部にかけての破片 (4)、土師器饗口縁部破片

( 5・6) ・服部から底部にかけての破片@服部破片、鉄浮が出土した。

S 1 11 竪穴住居跡(第24~27図、図版 6 ・ 8 ・ 9 ・ 15)

《位 置)) L T49 . 50、MA49， 50、MB49.50グリッドに位置する。

《確 認》 地山詣で北東側の竪穴住居跡の一部を確認し、その後E閣下部で、長方形のブロラン

を確認した。

《重 模》 南側床面に縄文時代のSKT26陥し穴があり、その上に本遺構を構築している。

西側部分は増築されている。

《規模と平面形》 増築前の規模は、:!と側壁長4.25111、南側壁長3.90n1、東側壁長3.80m、西側壁長

3.90mのほぼ正方形を呈し、増築後の規模は、北側壁長5.60n1、南側壁長5.60n1、

西側壁長3.90mの長方形を呈する。建物方位は、 N-78
0 

- Eである。

《埋

《壁

《壁

土)) 16麗に分かれた。

》 高さは10~18cmで、ほぼ垂直に立ち上がっている。

溝》 カマド構築部分を除き一巡する。羽田板痕は西側壁溝を中心に11箇所検出した。

《床 面》 全体的にやや軟弱であり、増築したと考えられる底面には地山ブロックが多量に

混入していた。

《カ マ ド》 南側壁のほぼ中央に構築しており、両袖部と燃焼部、煙道部を確認した。両袖部

には自然石を芯材に使用し、粘質土等を貼り付けていた。燃焼部の火床は高熱によ

り堅く焼きしまっており、検出した煙道部の長さは26cmであった。全体的に鍋底状

に掘り窪めていた。

《柱 穴》 検出した柱穴は20基である。平面形は、長軸20~35cm、短軸10~30cll1の楕円形や

隅丸方形を主し、深さは床面より 10~50cmで、ある。

《出土遺物)) :l:A土および床面より、土師器杯口縁部破片、土師器禁口縁部破片(第27図1. 2 

. 5 . 6) .胴部から底部にかけての破片(3 ) .服部破片 (4) .底部破片、金

属製品が出土した。

S 1 17竪穴住居跡(第28~30図、図版 6 . 9 . 10 . 15) 

《位 置)) lVI B 53 . 54、MC53.54グリッドに位置する。

《確 認》 確認調査で竪穴住居跡のやや南側床面を検出しており、 I層下部面で長方形のプ

ランを確認した。

円。
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と出土遺物第 3節
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地山ブロック含む(l0~30111l11 10%) 

地iJJブロック含む(lOlllm50%) 

地i幻ブロック含む(51111111O?6) 

粘性やや弱い

粘性やや強1~ミ

粘性やや5~い

粘性やや強い

もli性やや弱い

しまりやや強い

しまりやや弱い

しまりやや弱い

しまりやや弱い

しまり-?'や ~il い

(lOY R2/l) 

(10Y R2/3) 

(10Y R3/:3l 

(lOY R2/2) 

(lOYR:3/2) 

SIll A-B 

I 黒色土

2 果、褐色土

:3 11音褐色土

4 黒渇色土

5 黒褐色二仁

21TI 。

S 1 11竪穴住居跡
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第4章調査の記掠

S 111 C D 

1 ~!~色 l二 (10YR2/l) しまりやや弱い 1\li性 ~J5J い j自1.11ブ仁lックむ (S~ 10111111 10%) 

~，\\ 1n色1: (lOY R2/:り しまりやや弱い Wi'l1I:やや強い j山ILJ7日 yケ合む (101llIllSD%)
:i 11tH白色(lOYR:.V:>，) しまりやや弱い 杉山iやや強い よ出LLJブロック白む( IlIIlIlO%) 
4 ~五倍色ニ仁 (lOY R21Zl しまりやや強い {，Iγ1'1:やや強い
:;¥¥耗(lOYR:1Iわ しまりやや5]~J い*，li -l' l:やや \J~)v】

6 F.!~ffl 色二l二 (lOY [<3!三) しまりやや~YjL ¥ i'，li'IHe)v 1 J白山結合む (1111m:3 %)焼 iニ粒含む 炭化物含む
7 黒i&色j二 (JOYR之12) しまりやや強い {'.Ii'I'UJ~) い j也山牧含む (1111111 %)淡フロッケ台む 炭化物合む
8 紫色土 (IOY R21l) しまりやや~J\)l ¥ Wj'11:やや ~}sj い j出LLJブロックむの01111111 f[，!;J) 
9 泉純色 1: (LOYIミ2/:3) しまりやや5dll;1 1¥lj'1 '[:やや弱い 粘土の居合む
lωo 黒干翠尚砧色土 (1ωI沢ミじ:乃111υ) し2亥ヒ lり〕やや強い 1，<世，1川l

]ハi 黒i筒昂色j土二 (lωりYRミ21:川1吟) しま lり)やや強い 1粘l占b叩七位性1:一やや司弱dい t俄f先L土フd口ツクE合Eむ ( 1側鵬m服Ilω0%与誌(，)
iロ2 [明狗主策H筒'foH色土j上二 (ωlOY R7/()ω) し2まとり労強iい 1為粘'，1占Ij引iパ山川'1'刊'1生[:やや ~J~J1; 1 JJ'~土佐含む 炭化物12む
13 位色土 (S YR61め しまり強い i'litl:弱い (JJ'~ 二J:)
14 lIi1'潟色土 (IOYR3/3) しまりやや強い *，Ij性やや~J5J い i白山校合む (l日間11%)炭化物合む
15 にふくい績給色…仁(lOYRG/:3) しまりやや強い f占性事jL、 (給二i二)
lo lぷ色土 (lOYR2/1) しまりやや強い j:，lí'I'I:やや ~m~^} 池山i'，'[含む (1~ 511111150%) 

正一一一 41.7m P6P5  P4  P3  P1  P19  一一戸

S 1 J1 

P 6 

1 黒色土(10YR1.7/j)

しまりやや弱~ 1 

:名|品1世右や制li仕li'l刊'1性|

i地也山|け山i打11粒i也t合む
(llllm 1 %) 

G - 41. 7m 

P4 

1 上日色二|二 (jOYR1.71l) 

しまりやや IJ~il) 

1'，li'['1:やや強い

j自111ブロック含む

(1 ~511111110%) 

P 3 P 1 P J9 

i 万三色二i二(jOY R2/11 
しまりやや拐しゐ

1 黒色土 (10YR21J) 

しまり eやふや~~!しミ

1 褐色二l二(1りYR2/2) 

しまりい

*，Iitl:やや強い

地LLJブロック含む

(5 ~301l1l11 50%) 

粘位ややiJrriい

地LLJブ口、ソク含む

( ~5011111120%) 

P20 

P20 P 18 

1'，5悦司君しミ
地山ブロック r!lむ

(1 ~ 11111110%) 

P18  一一一 H 

1 IIt1'褐色土 (lOYR:3/3) 1 黒色二1:(10Y [<2/1) 
しまり弱い{'，li'l'l:やや強い しまり強い紡'1'1:やや政い

地山粒含む (1~3111111 3 %) 地1.11ブロック含む(抑制110%)

l 一一一 41.7m P7  P 1 A 一一一 J 

P 7 

1 黒褐色j二(lOYR2/2) 

しまり弱い 1'，5'1'[:やや強1;1
士山山フ臼ック含む(1 ~3011111150%) 

代一一-41.7m P8  

P8 

1 黒褐色土(10YR2/2) 

しまり弱いおli'i'l:強い

j出111ブロック含む (201llnI2096) 

M 一一… 41.7m P5  

P11  

P 9 

1 渇色土(lOYR212)

しまり弱い 粘性弱い

地山フNロック含む (20日間11 f防J)

P 16 

1 芸能i色二l二(lOYR2/2l 

P9  

しまり弱い 粘性やや強い

地LLJ粒含む (11111111 %) 

P14 

P17 

P17 

1 黒色 1:(lOY R2/1) 
しまり強い もIj'I'E弱い

一一ーし

地111ブロック含む (5~4()1II1II 4()%) 

N 

。
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第3節

田 S 1 11 カマド

〈主

C 一一一~1. 8m 一一一 D 
E 一一-~1. 8m - F 

由

〈主

S 111 カマド A-B 
1 黒褐色土 (10YR2/3) しまり弱い 粘性弱い 焼j二粒含む

2 黒褐色こ仁 (10YR2/2) しまりやや強い 粘性やや弱い
3 黒褐色jこ (lOY R2/2) しまりやや強い 品1;性やや弱い 地山ブロック含む (10岡田 10%) 炭化物含む
4 褐色土 (lOYR4/4) しまり強い 粘性弱い 焼土フ手ロック含む炭化物含む
5 黒褐色土 (10Y R2/:3) しまりやや強い 粘性やや弱い 焼土ブロック含む
6 黒褐色ニ仁 (lOYR3/2) しまりやや強い粘性弱い 炭化物含む
7 11音褐色土 (10YR3/3) しまりやや強い 粘性弱い 焼二七ブ、ロック含む

8 にぶい裁褐色土(lOYR4/3) しまりやや強い粘性弱い 炭化物含む
9 11寄褐色土 (lOY R3/4) しまりやや弱い 粘性やや弱い 地III粒含む (1mm 3 %)炭化物含む
101清褐色土 (lOYR3/3) しまりやや強t) ~'，~'I生弱い 地111粒含む(lmm 1 %)炭化物含む
11 黒褐色土 (lOY R2/3) しまりやや強い粘性弱い 炭化物含む粘土の粧台む
12 黒褐色ニ!こ (10Y R3/2) しまりやや弱い 粘性やや弱い 地山粒含む (1~7 I11m 1%)炭化物含む
13 黒色土 (lOYRl.7/1) しまりやや弱い 粘性やや強い
14 11音燭色土 (lOYIミ3/4) しまりやや強い 粘性やや弱い 地山粒含む (1~ 511111120%) 
15 黒色土 (10YR2/1) しまりやや強い粘性弱い 地111粒含む(2日間13%)
16 にぶい裁褐色土(10YR4/3) しまりやや強い 粘性弱い 焼土ブロック含む
17 赤褐色土 (5 YR4/8) しまり強い 粘性弱い 炭化物含む(焼丈)
18 黒褐色 (LOYR2/2) しまりやや弱い *，5伎やや弱い 地山粒含む (1~ ::ililm ::i %) 
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l 黒褐Ed (lOYR2/31 
2 黒褐色土 (lOYR2/2) 

3 色土 (10Y R2/1) 

しまり弱い 粘性弱い 焼士*i[含む
しまりやや強い 粘性やや85Jい
しまりやや弱い 粘性やや~~い 池山粒含む(l~ 5mm 3 %) 。 2n1 
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第4章調査の記録
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G 一一一
包一一一

A -41.7m 

S 117 

1 黒色土 (lOY R 1.7/1) しまりやや弱い

2 黒褐色土 (10YR2/2) しまりやや弱い

3 黒褐色土 (lOY R2/2) しまりやや弱い

4 黒褐色土 (lOY R2/3) しまりやや弱い

5 黒色土 (lOY R 1. 7/1) しまりやや弱い

6 黒色土 (lOYR1.7/1) しまりやや弱い

7 灰黄褐色土 (10YR5/2) しまりやや強い

8 黒褐色j二 (10YR2/3) しまりやや弱い

9 黒褐色土 (lOYR2/:=l) しまり強い

10 黒褐色土 (lOYR2/2) しまり弱い

II 黒色土 (lOYR1.7/1) しまりやや弱い

12 黒褐色土 ClOYR21お しまり強い

13 にぶい策筒色土(lOYR4/:3) しまりやや弱い

14 黒色土 (lOY R 1. 7/1) しまりやや強い

15 黒褐色土 (lOYR2/2) しまりやや強い

16 にふミい1気筒色二!こ(lOYR4/3) しまり強iい
17 附赤褐色土 (5YR3/6) しまりやや強い

18 惚11奇赤褐色土( YR2/4) しまりやや強い

19 黒褐色ここ (lOYR2I2) しまり強い

20 ，こぶしは定住i色丈(lOYR4/:3) しまりやや強い
21 灰裁褐色二仁 (10YR5/2) しまり強い

22 黒色土 (lOYR1.7/l) しまりやや強い

2:3 1府褐色土 (lOY R3/4) しまり ~~J い

24 にぶい策褐色土(10YR5/3) しまりやや弱い

25 黒褐色土 (lOY R2/2) しまり弱い

26 黒色ニ仁 (lOYR2/1) しまりやや強い

第3節 と出土遺物

8117 

一一一 J 

P2 

P 10¥.0) 

一O
P9 

一一-H 

一-¥7'

P8  

Pア

一一一 F 
庄一一

一一-B 

本，5性やや弱い 地山ブロック含む (1~1001O1 10%) 

高1;性やや強い地111粒含む (1~ 501m 5 %) 

粘性やや弱い 地山ブロック含む(lOm0150%) 

粘性やや弱い 地山粒含む (1~ 3 m01 40%) 

粘性やや弱い 地山校合む (1mm 1 %)炭化物含む 灰黄信I色土の粘土ブロック含む

粘性やや弱い 灰裁褐色土の粘土含む

お1;性やや強い 焼土粒含む

粘性やや強い 炭化物含む

*，5性やや弱い FR.黄褐色土の粘土含む
粘性やや強い 炭化物含む

1'，占性やや弱い 決策褐色土の宇，1;土含む 炭化物含む

粘性やや弱い 焼土中古含む

粘性やや強い 地111粒含む (1111015 %) 

1'，5'i'1:やや弱い 粘土粒含む (111101:3 %) 
粘性やや弱い 粘土粒含む (1日間13%)

粘性やや弱い焼土粒含む炭化物含む

粘性やや弱い 焼ニi二粒含む 炭化物含む
粘性やや~J~J い炭化物含む
粘性弱い 地山粒含む (101m1 %) 粘土粒含む

粘性弱い がL土含む炭化物含む

粘性弱い がL土粒含む炭化物含む
:1制生やや~~い 士山LL!粒含む (1~ 511111110%) 

*，5'1'1:やや弱い 地山粒含む (1~lOmll1 印 %J
粘性やや強い 1ft:!二粒含む 粘土フーロック含む
粘性やや弱い 焼二!こ粒含む粘土含む

粘性やや弱い 池山ブ、ロック含む (20mm %) 
2m 。
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第4章調査の記録

811ア

E
 
41.7m 一一一戸

S 1 17 

P5 P6 

l 黒色土(lOYR 1.7/1) 1 色土(lOYR1.7/j)
しまりやや弱い 111性やや必い しまり弱し込粘性iJ!llい
地111ブロック含む 地山ブロック含む

(1 ~201l1m 10%) (1 ~lOll1m 5 %) 

P 7 

1 色t(lOYR1.7/l) 
しまり弱い 1'Ii'1'l:強い
池山:j'¥I:含む

(101111 1 %) 

G 一一一 41.7m 一一一 H 

P3 

1 黒色土(10YRJ.7/1) 

しまり弱い 粘性やや強い

j白山粒含む

(101m 3 %) 

P 13 

i 黒色土(lOYR2/l) 

しまり弱い 粘性強lvi

P 9 

1 黒色j二(10YR1.7/1)

しまり弱い 粘性弱い

池山フ‘ロック含む (1~20mlll 3%) 

1-41.7m 一一一 J 
P 1 1 1I 

iコ1

1 黒色土(lOYR2/l) 

しまりやや強い 粘性弱い

地1"粒含む (1~5 I11m lO%)

Pll 

1 黒色土 (10YR2Il) 

しまり強い 粘性強い

地IJIブロック含む (1~lOmm 10%) 

K 一一一 41.7m
P1 P2 

一一ーし
P3  P4 P5  

1"2 

1 男、褐色土 (lOYR2/3)

しまり強い 粘性やや強い

池山粒含む (1mm 1 %) 

1"4 
1 黒色:仁(1OYR1.71l)

しまりやや弱い 粘性弱い

地山粒含む(1 mm 1 %) 

M 一一四 41.7m 一一-N 

o - 41. 7m 一一一 P 

1"10 

1 黒褐色j二 (lOYR2/3)

しまりやや弱い 粘性やや強い

地山粒含む (1~5nlln20%)

P8 

1 黒褐色土 (lOYR2/2)

しまりやや強い 粘性強い

地ilJ~立合む (1111111 1 %) 。 2m 

第29図 S I 17竪穴住居跡土層断面
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第4章調査の記録

複》 なし。

《規模と平面形》 北側壁長5.00m、南側壁長5.30m(推定)、東側壁長3.20m(推定)、西側壁長

3.20mの長方形を呈する。建物方位は、 N… 60
0

… Eである。

((i虫 土)) 2層に分けられた。

《 控 》 高さは18"'-'20cmで、緩やかに外傾しながら立ちとがっている。

溝》 なし。

《床 面》 地山国まで掘り込まれておらず、平坦であるが軟弱である。

《カ マ ド》 南側壁の東寄りに構築していたと考えられるが、確認調査の際に重機によるトレ

ンチ調査で削平されており、燃焼部が半分確認できただけである。燃焼部の火床面

は高熱により竪く焼きしまっていた。

《柱 穴》 検出した柱穴は14基である。平面形は、長軸22"'-'35cm、短軸17"'-'25cmの楕円形や

隅丸方形を呈し、深さは床面より 5"'-'35cmである。

《出土遺物》 埋土および、床面より土師器坪体部破片、土師器棄口縁部破片(第30図1~3)

胴部破片付・ 5) ・底部破片、須恵器護服部破片 (6) ・腕部から底部にかけて

の破片(7 )、須恵器壷服部破片 (8)が出土した。

S 1 18竪穴住居跡(第31図、図版10. 16) 

《位 置)) M C41 .42、MD42グリッドに位置する。

《確 認》 精査中に地山面で東側のプランを確認した。

《重 複》なし。

《規模と平面形》 西側が崩落しており残存する規模は、北側壁長1.75n1、南側壁長1.60m、東側壁

長3.10mの長方形を呈する。建物方位は、 N 73
0 

- Eである。

《埋 土)) 4層に分けられたが、第2"'-'4層が本住居跡の埋土である。

《 壁 》 高さは16"'-'28cmで、ほぼ垂直に立ち上がっている。

《壁 溝》なし。

《床 面》 平坦で堅くしまっている。

《カ マ ド》 検出できなかった。

《柱 穴》 検出した柱穴は4基である。平面形は、長軸30cm、短軸20cmの楕円形を呈し、深

さは床面より 15"'-'25cmである。

《出土遺物》 埋土および床面より、土師器護口縁部破片(第31図1) .臼縁部から胴部にかけ

ての破片@胴部破片、埋土より剥片石器が出土した。

(2 )掘立柱建物跡

S B22掘立柱建物跡(第32図、図版11)

(({立 誼)) M F55・56、:t'v1G55~57、 MH55~57グリッドに位置する。

《確 認》 精査中に地山間でP1"'-'4を確認しSA柱列としたが、その後P5 "'-'ぬまでの柱

穴を確認し、掘立柱建物跡と判断した。

《重 複)) S 1 03竪穴住民跡の北側床面と P7を掘り込んでおり、 P10がSK14に掘り込ま

れている。
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崩落

白一一一

しまりやや弱~) 粘性やや弱い

(基本土躍り

黒褐色土 (10Y R2/3) しまり弱い 粘性弱い

地山ブロック含む (1~50ml1l 20%) 炭化物含む

暗褐色土 (lOY R3/4) しまりやや強い 粘性弱い

地山ブロック含む (5~70mlll 70%) 

黒褐色土 (lOY R2/2) しまりやや~~ ~ l ;h~ 'i~:弱い

地山粒含む (1~ 5ml1l 10%) 炭化物含む

S 118 A-B 

1 黒色土 (lOYR1.7/l) 

つ
ω 

3 

1 

しまりやや弱い 粘性やや弱い

(基本土層I)

黒褐色土 (lOYR2/3) しまり弱い 粘性弱い

地111ブロック含む(1 ~50mm 5 %) 炭化物含む

黒褐色土 (10Y R2/3) しまりやや弱い 粘性やや弱い

地山粒含む(l~:3 mm 5 %)炭化物含む

にぶい黄褐白土(lOYR5/3) しまりやや強い 粘性やや弱い

地iJJブロック含む (5~lOmm 1 %) 炭化物含む(粘土)

4 

S 118 C D 

1 黒色土 (lOY R 1，7/1) 

3 

つ

4 

lOcm 。
2m 。

S 1 18竪穴住居跡及び出土遺物
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第4章調査の記録

S B22 

P 1 1 黒褐色土(lOYR2/2) 

P 2 1 黒色土(lOYR 1.7/1) 

2 黒褐色土(lOYR2/2) 

P 3 1 黒褐色土 (lOYR2/3)
2 黒褐色土(10YR2/2) 

P 4 1 黒褐色土(lOYR2/2) 

2 fI音褐色土(lOYR3/4) 

P 5 1 黒褐色土 (lOYR2/3)
P 6 1 黒色土 (lOY R2/1) 
S B22P 7・S1 03P 7 
1 黒褐色土 (lOYR2/2)
2 n部品色土 (lOYR3/3)
3 黒褐色土(lOYR2n) 

P 8 1 黒褐色土 (lOYR2/2)
P 9 1 黒色土 (lOYR1.7/1)
PlO 1 黒色土 (lOYR2/1) 

S822 

。一一一 出G'l t一一一 O 
ヤd9d Sd 

Q 。
iム LL 
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0.. 

P5 
P4-

寸O 
0.. 
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3. 36 

(fJ 3103 
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勺
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勺
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2.56 

P2 
ひ4

0.. 

2. ~O 

勺

ω

P9 

A 一一一

凶

P 1 

一一一日3. 12 3.00 
単位(m) 

工 エ U 

P9 
Pl0 P 1 

一一-B A 一一一

しまりやや弱い

しまりやや強い

しまりやや弱い

しまりやや弱い

しまり弱い

しまりやや強い

しまりやや弱い

しまり弱い

しまりやや弱い

粘性やや弱い

粘性やや強い

粘性やや弱い

粘性やや弱い

粘性やや弱い

粘性やや強い

粘性やや弱い

粘性弱い

粘性やや弱い

地山ブロック含む (10丹1m5 %)炭化物含む

地山ブロック含む (5mm 1 %) 
地山ブロック含む (5mm30%)

地山粒含む (2~ 5即時110%)

地山ブロック含む(l5mm1 %) 

地山ブロック含む (1~30mm 7 %) 

地山ブロック含む (2~20mm 10%) 
地山ブロック含む(lO~60mm 60%) 

地山粒微量含む

しまり弱い 粘{生弱い

しまり強い 粘性弱v~ 
しまりやや強い 粘性やや強い

しまりやや強い 粘性やや強い

しまり弱い 粘性弱い

しまりやや強い 粘性やや強い

地iJJブロック含む (5mmlO%)焼土粒含む

地山ブロック含む (5~30mm 80%) 
地山ブロック含む (5~30mm 30%) 
地山ブロック含む (3~20mm 20%)焼土粒含む

地LLiブロック含む(lOmm10%) 

地山ブロック含む(lOmm5 %) 。 4m 

第32臨 S B22掘立柱建物跡
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第 3節 南側調査区検出遺構と出土j毒物

《規 桁行31首× 2間の掘立柱建物跡で、桁行7.3611.1、 .1611.1を測る。建物方

位:は、 N-20
0

一羽7である。

穴》 検出した柱穴の平田形は、長軸28~44cm、短軸32~44cmの楕円形や隅丸方形を

し、深さは地山面より 12~24cmで、ある。

《出土遺物》 なし。

S B27掘立柱建物跡(第33・34図、図版7) 

《位 置)) L T45・46、MA44・46・47、IvIB44~46グリッドに位置する。

《確 認》 精査中に H 層上位面でP1~7 の柱穴を確認し、その後地山面で P 8 ~10までの

柱穴を確認した。

複》 なし。

《規 模》 桁行3間×梁行2間の掘立柱建物跡で、桁行6.70~7 .301TI、梁行7.00~7.35mを

測る。建物方位は、 N-25
0 -wである。

《柱 穴》 検出した柱穴の平田形は、長軸25~60cm、短軸20~55cmの楕円形や隅丸方形

し、深さは E 層上位面より 15~32cmである。

《出土遺物》 なし。

( 3)土坑

S K04土坑(第35図、図版11)

《位 置)) M F 55・56、MG55・56グリッドに位置する。

《確 認》 土坑北側の一部を地山田で確認し、土坑南側はE層上位面で確認した。

《重 複》なし。

《規模と平面形》 平面形は、長軸1.72n1、短軸0.801TIの隅丸方形を呈し、深さは地山間より10cmで

ある。

《埋 土》単一層である。

《 壁 》 ほぼ垂直に立ち上がっている。

《底 面》 平坦で堅くしまっている。

《出土遺物》 なし。

(4)溝跡

S D02溝跡(第36~、図版11 . 16) 

《位 置)) MA46、MB46、MC46、MD46、ME46グリッドに位置する。

《確 認》 精査中に地山面で確認した。

複)) S 1 01竪穴住居跡と S107竪穴住居跡北側を掘り込み調査区西側の沢に向かつて

延びている。

《規模と平面形)) S 1 07竪穴住居跡北壁より北側に2.0n1延び¥そこからほぼ直角に曲がり西側斜

聞に延びる。検出した長さは15.21TI、!協はo. 44"-'0 . 481TI、深さは地山面より 24~26

cmである。

《埋 土)) 2層に分かれた。

《出土遺物》 埋土中より土師器郎日縁部破片、土師器褒口縁部破片。胴部破片@底部破片、手IJ

門

iAt
 



第4章調査の記録
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第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

S827 

P3  

A 一一一41.8m
P2 P1 

s 
P 3 

1 黒色土(lOYR2/1) 

しまりやや強い

粘性やや弱い

2 黒褐色土(lOYR2/2) 

しまりやや弱い

粘性やや弱い

P 

i 黒色土

(lOY R2/1) 

しまりやや強い

1'llj性やや弱い

地LLi粒含む (201m1 %) 

2 渇位土

(10Y R4/4) 

しまりやや弱い

粘性やや強い

3 にぶい褐色土

(lOY R3/4) 

しまりやや強い

1'llj性やや強い

4 黒同部土

(lOY R2/3) 
黒褐色一仁

(10YR2/2) 

しまりやや弱い

粘性やや弱い

地山粒含む (11110110%)

しまりやや弱い

粘性やや弱い

P 1 

l 黒色土(10YR2/1) 

しまりやや強い

粘性やや弱い

地山粒含む (2111013 %) 

2 黒i島色士(lOYR2/2) 
しまりやや弱い

粘性やや弱い

地LLi粒含む( ~ l()mm 10%) 

P4  

c - 41.8m 
5
 
P
 

P6 Pア

。

P4 

1 黒褐色土(1OYR2/2) 

しまりやや強い

粘性やや弱い

地LLi粒含む (2~1Omm 10%) 

炭化物含む

S62ア

P5 

1 黒褐色土 2 黒褐色土

(lOY R2/2) (lOY R2/3) 
しまりやや強い しまりやや強い

粘性弱い 粘性弱い

地LLi粒含む (31110110%) 地山粒含む (5I11m5%)
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3 褐色土

(lOY R4/4) 

しまりやや強い

粘性やや弱い

S610 

(lOY R2/3) 

P 7 

1 黒褐色土

(lOY R2/2) 

しまりやや強い

粘性やや弱い

2 黒褐色土

しまりやや強い

粘性やや弱い

地LLi粒含む (3111m5 %) 
1.85 

単位(m) 

。 2m 

第34~ヨ S B27掘立柱建物跡土層断菌
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第4章調査の記録

S810 

P6  P3  P1  P4  

一一一 日 D 一一一 C 

P4  P5  P6  P6 

E - 41.8m 
1 色二仁 (lOY R2/1) 

一一-F しまりやや弱い

:j!.lj'l生~~い

rH侶色こ仁(10YR2/:3) 
しまりやや弱い

ねi性弱い

tI:1N 
BlO 3 黒色土(10YR 1. 711) 
1"4 P 5 しまりヨヨい

1 (lOY R2/]) l 黒色土 (10YR2/1) *，占 '11~J\J い
しまりやや弱い しまりへ当ベコ~~い 4 黒褐色土 (lOYR2/3)
*，Ij性8~J い おlj'l生 ~KJ い しまりやや弱い

2 黒褐色j二(lOYR2/3) 2 は褐色j二(jOYR2/:3) ~'，5'1生 ~Jiil い
しまりやや弱い しまりキコ ?~~Jt，、 地111ブロック含む (301m5 %) 
粘性弱い 粘性弱い 5 品色土(10YR2/:3) 

ね:痕 柱痕 しまりやや弱い

3 黒色::l:: (lOYR  1.7/1) 3 黒色土(lOYR1.7/1) あ1;性~~い

しまりやや弱し迫 しまりへ当へう~]~しミ

粍jtUJiilGミ *~î'ltiJiil い
4 S 107の滋土 4 S 107の認=1こ しまり~~い

1'，占性弱い
P3  士山ilJ粒含む(101m40%) 

G -41.8  
P2  P1  

1" 3 P2 1" 1 

l 黒色土(lOYR2/1) 1 黒色土(lOYR2/1) I 黒褐色土(lOYR2/3) 

しまりやや弱い しまりやや弱い しまりやや弱い

粘性弱い 粘性弱い 粘性~!gい

2 黒褐色土(lOYR2/3) 2 窯渇色土(lOYR2/:3) 2 黒色土(lOYR1.7/l)

しまりへ=へþ~~ い しまりやや弱い しまりやや弱い

1'，ljtl:弱い 粘性~5J しミ 料i性弱い

住痕 柱痕 校痕

3 黒色土(lOYR 1.7/1) 3 ぷ色土(lOYR 1. 7/1) 3 黒色ニ!こ(lOYR211) 

しまりややまjい しまりやや弱い しまりやや弱い

粘性弱い 利下|生弱い *，5性弱い

4 S 107の夜土 4 S 07の覆土 4 黒褐色土(lOYR2/2)

しまり弱い

粘性やや弱い

SK04 

A一一一 B 

A H一一一.8

SK04 

1 黒i?ll色土(lOYR2/3) しまりやや強い もlj性やや ~iil い

地山粒含む(1 ~2001m 10%) 

炭化物含む

。 2m 

第35図 S B 10擁立柱建物跡土層断箇及びSK04土坑
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第3節 南側調査区検出遺構と出土遺物

S002 

A 一一一 41.2m 一一一日

c - 41.5m 一一一 D 

l 

SD02 

1 黒色土 (lOYR1.7/1)

しまりやや強い 粘性弱い

地山粒含む(1mm 5 %) 
2 黒褐色土(lOYR2/2) 

しまりやや強い 粘性やや強い

地山ブロック含む(1O~20Illm 10%) 

炭化物含む

3 黒褐忽ニt(lOY R2/3) 
しまりやや弱い 粘性やや強い

地{JJ粒含む(1 mm 3 %) 

。 4111 

2 

o 5cm 

C 

SI01 

8827 o 
。/

8I07 

4111 

第36関 S D02溝跡及び出土遺物
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第4章調査の記録

片石器が出土した。

4. 中世の検出遺構と出土遺物

( 1 ) 

S K 14火葬墓(第37図、図版11)

《位 置)) M C55グリッドに位農する。

《確 認》 精査中にE層上位面で確認した。

複)) S B22掘立柱建物跡のP10を掘り込んでいる。

《規模と平田形》 平面形は、長軸2.30m、短軸0.76mのやや不整な楕円形を呈し、深さはH層下位

面より 8cmで、ある。主軸方位はほぼ北を示す。また、長軸

rl福0.361ll、深さが地山面より 8cmの溝が取り付けられている。

《埋 土)) 21層に分かれた。

《 壁 》 急、な立ち上がりである。

《底 面》 平坦でしまっている。

《出土遺物》 なし。

して長さ1.96m、

5. 近世の検出遺構と出土遺物

( 1 )掘立柱建物跡

S B 10掘立柱建物跡(第33. 35図、図版7・12)

《位 置)) MA45・46グリッドに位置する。

《確 認)) S I 07竪穴住居跡のフランを確認中に検出した。

複)) S I 07竪穴住居跡の上に建てている。

《規 模》 桁行2間×梁行 1問の掘立柱建物跡で、桁行3.50"-'3.60n1、梁行1.80，，-，1. 85n1を

測る。建物方位はN… 0
0

-Eで北を示す。

《柱 穴》 検出した柱穴の平面形は、長軸35"-'85cm、短軸35"-'58cmの楕円形を呈する O 深さ

は立膚上位面より 13~33cmで、あるが、 S I07の床面には達していない。すべての柱

穴で柱痕を確認した。柱痕の直径は径16，，-，30cl11である。

《出土遺物)) P 5 j虫土より陶磁器小破片が出土した。

6. 時代不明の検出遺構

( 1 )土坑

S K23土坑(第38図、図版12)

《位 置)) L S 36グリッド南側に位置する。

《確 認》 精査中に地山面で確認した。

《重 複》なし。

《規模と平面形》 平面形は、径1.48mの円形を呈し、深さは地山商より26cmである。

《埋 土 である。

52 



第3節

SK14 

A 一一 一一 B

i
i
u
 

S1三14

1 黒色土 (lOY R l. 7/1) しまり強い 粘性~~J しミ 焼土粒含む

11音赤褐色土 (5YR3/6) しまり強い 粘性なし (焼土麿)

3 黒褐色土 (10YR2/2) しまり強い 粘性弱い 地山粒含む (0.1011111 %)炭化物含む

4 黒褐色土 (lOY R3/2) しまりやや強い 粘性なし 地山粒含む (0.2111011 %) 

5 黒掲色土 (lOY R3/3) しまりやや強い 粘性弱い

6 黒褐色土 (lOY R3/3) しまり強い 粘性弱い 炭化物含む

7 褐色土 (lOYR4/6) しまり強い 粘性弱い

8 黒褐色土 (lOY R3/1) しまりやや強い 粘性弱い

9 黒色土 (lOY R2/1) しまり強い 粘性弱い 地山ブロック含む (101111111個)

10 黒褐色土 (lOY R2/2) しまりやや強い 粘性弱い 地Ill~生含む(1 ~2111111 3 %) 

11 黒褐色土 (10YR2/3) しまりやや強い 粘性やや弱い 地山ブロック含む (5010110%)

12 黒褐色土 (lOYR2/2) しまりやや強い 粘性弱い 地山ブロック含む (5~lOO101 1 %) 

13 黒褐色土 (lOY R2/3) しまりやや強い 粘性弱い 地山ブロック含む (3~lOI1I01 3 %) 

14 黒褐色土 (10Y R2/2) しまりやや弱い 粘性やや弱い 地LLi粒含む (2111011 %) 炭化物含む

目黒色土 (lOY R2/1) しまりやや強い 粘性弱い

16 11音褐色土 (lOY R3/3) しまりやや強い 粘性やや弱い 地山粒含む (11111113%)

17 黒褐色土 (lOY R2/3) しまりやや弱い 粘性弱い

18 にぶい黄褐色土(lOYR5/4) しまりやや弱い 粘性弱い

19 黒褐色土 (lOY R2/3) しまりやや強い 粘性弱い 地山ブロック含む (5111013 %) 

20 黒褐色上 (lOY R2/2) しまりやや強い 粘性やや弱い地ill粒含む (11111113 %) 
21 黒色土 (10YR1.7/1) しまりやや強い 粘性やや強い 地山ブロック含む (1001015 %) (S B22PIO) 

22 暗褐色土 (lOY R3/4) しまりやや弱い 粘性やや弱い 地山粒含む (1111111:3 %) 

。

と出土遺物

2m 
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第4章調査の記録

《 控 》 ほぼ垂直に立ち上がっている。

《底 面》 平坦で堅くしまっている。

4出土遺物》 なし。

S K24土坑(第38図、図版12)

α立 置)) L R35グリッド南間側に位置する。

《確 認》 精査中に地山面で確認した。

援》 なし。

《規模と平面形》

《埋土》

《壁》

平面形は、径48cmの円形

である。

し、深さは地山面より 8cmで、ある。

ほぼ垂直に立ち上がっている。

《底 面》 平坦で堅くしまっている。

《出土遺物》 なし。

SK23 

A -一一 一一 B

S K2:3 

1 黒色土 (lOY R l. 7/1) しまり強い 粘性弱い

地山ブロック含む

(l0~30mm 20%) 

第38闘 S K23 . 24土坑

-54-

SK24 

A-O-B 
A…一-41. 9m 一一-B

SK24 

1 黒褐色土 (lOYR2/2)

しまり強い 粘性弱い

地山粒含む(l~2mm 3 %) 

。 2m 



第4節 北側調査区遺構外出土遺物

出土した遺物は、縄文土器、 ある。遺物については、 を掲載しているので、

ここでは大まかな特徴を述べる。

1. 縄文土器

{第 I群土器}後期深鉢形土器群(第39図1~18) 

l類:沈線文主体の土器(第39図 1~11) 

1~3 は、小形の山形突起を有し、日縁部を平行沈線で区闘し区岡内に沈線による三角文や四角文

を施した土器である。 1と2は同一個体である。 4・5は緩やかな波状口縁部破片であり、 6は大形

の山形突起の破片である。突起中央部には、棒状工呉による円形料突文を配している。 7~10には胴

部に曲線の沈線文を配しており、 11は沈線により四角に区画している。

2類:降帯の貼付文主体の土器(第39図12)

沈静〈で文様帯を区画し、そのとに太い隆帯を貼り付けている胴部破片である。

3 類:純白状撚糸文を施文している土器(第39図13~18) 

すべて網目状撚糸文を施文した土器であり、 13と14は口縁部破片、その他は服部破片である。

{第 H群土器]晩期深鉢形土器群(第39図19~第41図28、図版16 ・ 17)

1類: を有し、口縁部が外反する (第39図19・20)

19は口容部に浅い刻み自が巡り、口縁部下端に 2条の平行沈線を配している。 20は口容部の刻み目

により小波状口縁を呈している。

2類:口縁部まで、真っ直ぐ立ち上がる砲弾状の土器で、ロ縁部が内湾する土器(第40図21~26) 

21は口唇部に縮かい刺突文が巡り、口縁部下端に 3 条の平行沈線を配している。 22~24は、口

の刻み目により小波状口縁を呈しており、 22.23は口縁部下端に数条の沈線を配している。 25・26は

口唇部を面取りしている。

3類:口縁部まで、真っ直ぐ立ち上がる砲弾状の土器で、[]縁部が直立する土器(第41図27. 28) 

27は平縁の土器である。 28は刻み目により小波状口縁を呈しており、口縁部下端に 3条の沈線を配

している。

{第函群土器]鉢形土器群(第41図29~第43図71、図版16 ・ 17)

1 類:頚部を有し、口縁部が外反する土器(第41図29~第42図46)

口唇内側または口唇部に沈線を配する土器が多く、口唇部の刻み目による口縁部文様帯を表出して

いる土器 (29.30・35・38)、刻み目により小波状口縁を呈する土器 (31・33.34・36. 37 . 39~43) 、

A字状突起またはB字状突起を有する土器 (29. 30 . 38)など口縁部に装飾を施している。 29.30は

に数条の平行沈線を配し、刺突文が巡る。胸部には、磨治による雲形文が展開する。 33. 39 . 42 

は、頚部に縦位のB宇状の貼り癒を有する。 46は口唇部を面取りしている。

2 類:口縁部まで真っ直ぐ立ち上がり、口縁部が内湾する土器(第42図47~58)

刻み自による小波状口縁を呈し、口縁部に数条の沈線を配する土器 (48. 50~56) が多い。 57は刻

み目による口縁部文様帯を表出している。 51は、上・下端に 2条ずつの沈線で口縁部文様帯を区画し、

区画内に沈線による雲形文が展開する。 58は器面全体に曲線による多条沈線文を配している。
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3類:口縁部まで真っ直ぐ立ち上がり、口縁部が直立する

刻み自による小波状口縁を呈し、日縁部に数条の沈線を配する土器 (59"--'63・66"--'69. 71)が多い。

{第N群土器]深鉢形土器または鉢形土器口縁部破片 e 服部破片(第43図72"--'82)

刻み目による小波状口縁を呈する土器 (72・74.76・79・80)が多い。 72は、上・下端に 2条ずつ

の沈線で日縁部文様帯を区画し、区画内に沈線による雲形文が展開する。 75は緩やかな波状口

しており、 77は面取りをしている。 81・82には撚糸文を施文している。

[第V群土器}浅鉢形土器(第43図83、図版17)

口縁部と網部下端の 3条ずつの沈線で胴部文様帯を区画し、区画内に磨消による雲形文が展開する。

底部は沈線により円形に区画している。

{第VI群土器〕皿形土器群(第44図84"--'第49図158、図版17"--'19) 

1類:明瞭な肩部を有さず、口縁部が内湾あるい る土器(第44図84"--'第48図136)

口唇部の刻み自により口縁部の文様帯を表出している土器 (87"--'89. 97 . 99鎗 100. 105)、ロ

や口縁部に刺突文や刻み自が巡る土器 (86・90.92"--'96・102"--'104・106"--'109・113"--'127・130"--'132. 

134"--' 136)、A字状突起やB字状突起を有する土器 (84. 85・87"-'89・91"--'95・97・98・112・136)

など口縁部に装飾を施している。胴部下端に数条の沈線を配し文様帯を区闘し、区間内には磨消や沈

線による雲形文が展開する。また、内面につまみ出しによる降線を施し、縄文を充填する土器 (87"-' 

89・99. 100)や内面に段を有する土器 (85) もある。内外面に赤色顔料を塗和している土器が多い。

84は1侶のA字状突起と 2個のB字状突起で突起部を構成している。

2類:明瞭な肩部を有する土器(第48図137)

口唇部に刻み目が巡り、口縁部には2条の沈線を配している。沈線聞には刺突文が巡る。

3類:胴部破片(第48図138"-'第49図158)

胴部下端に 1から数条の沈線で区画し、区画内には磨消や沈線による雲形文が展開する。

[第羽群土器〕台付土器群(第49図159"--'第50図170、図版19・20)

台部が「ハJの字に広がる土器群である。台部の端部が肥厚する土器(161"-'165)や、端部に縄文

を充填する土器 (161. 162 . 165・167)、端部に刻み目を巡らせる土器 (168)がある。 169は、台部

を施している。 170は台付牽形土器で、台部が剥離している。 159は、口唇部の刻み自による

小波状口縁を皇し、口縁部には 3条の沈線を配する深鉢形台付土器である。 160"-'162は鉢形台付土器

であり、 160. 162は口唇内側に沈線を配し、口唇部の刻み目による小波状口縁を呈している。 161は、

口唇内側に沈線を配し、口縁部の刻み自による文様帯を表出している。 4個のA字状突起と 4闘のB

字状突起を等間隔に貼り付けている。

{第湘群土器〕壷形土器群(第50図171"--'第51図186、図版20)

l類:胴部が球状またはそれに近い形態で、明瞭な肩部を有する土器(第50図171"--'174)

17卜 172は、口唇内側に沈線を配し、頚部下端に 2条の平行沈線とB字状の:癒を貼り付けている。

171の胴部には、補修のため割れ口にアスフアルトを塗布している。 173は肩部に 2条の沈線を配し、

B字状の癌を貼り付けている。薄手の無文の土器で焼成がよい。 174は小形の壷形土器で、ある。

2類:胴部が球状またはそれに近い形態で、明瞭な肩部を有しない土器(第51図175"-'179) 

177の胴部には、補修のため割れ仁|にアスフアルトを塗布している。 178.179は口謄内側に沈線を配
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する小形の意形土器で、あり、 179は口唇 1/3に刻み日が巡る。

3類:口縁部・肩部破片(第51図180'"'-'186) 

180は口唇内側に沈線を配している。 181は日程部に沈線を配し、刻み目が巡る。 182'"'-'186に

による雲形文が展開する。

{第IX群土器]片口付土器群(第51図187・188、図版20)

187は、口唇部に刻み目を巡らせ、 5個のB字状突起を貼り付けている。口縁部には3条の沈線を配

する。注ぎ口部分は短く、指で口縁部を押して作り出している。 188の注ぎ口も短く、指で口縁部を押

して作り出している。どちらにも内外面に煤状炭化物が付着する。

[第X群土器]注口土器群(第52図189'"'-'第55図223、図版12・21・22)

1翻:緩やかな底部から明瞭な肩部・胴部をもって頭部につながり、内向する

曲する口縁部をもっ土器(第52図189'"'-'第53図193)

ら外方向に屈

189'"'-'192は、口唇部の刻み自による口縁部文様帯を表出しており、 189'"'-'191にはA字状突起やB

状突起を貼り付けている。頚部には数条の沈線を配し、磨消による雲形文が展開する。扉部には、注

口部分を除き刻み目が巡る。 190'"'-'193の肩部にはA字状またはB宇状の癒を貼り付けている。注口部

は、沈線または隆線の貼付により区画され、注ぎ口には隆線の貼付やA字状またはB字状の癌を貼り

付ける土器もある。 190'"'-'193は注ぎ口が欠損している。胴部は磨消による雲形文が展開する。 189・

193の服部には4単位の雲形文が、 190'"'-'192の胴部には2単位ずつの雲形文が展開する。底部は数条の

沈線により円形に区画している。

2類:口縁部・肩部・服部破片(第53図194'"'-'第55図223)

口唇部の刻み目による口縁部文様帯を表出しており、 A字状突起またはB字状突起を貼り付けてい

る土器が多い。肩部には数条の沈線を配し、刻み目が巡る。注ぎ口には陰線を鮎り付けし、 A宇状ま

たはB字状の貼り癌や刻み目を施す。頚部と胴部は磨消による雲形文が展開する。 223は口縁部から注

口部にかけての破片であるが、胴部はほとんど丸みを帯びない形態の土器である。

{第XI群土器}環状土器(第55図224 図版12・22)

服部には上下に l条ずつの沈線を配し文様帯を区画している。区間内には渦巻状や弧状に沈線文が

展開する。胴部内部は空洞である。欠損しているが注ぎ口が付くと考えられる。全体に赤色顔料を塗

布している。

宜群土器}ミニチュア土器群(第55図225'"'-'231、図版22)

225~229は鉢形の230 . 231は壷形のミニチュア土器である。 231は長胴童形の土器である。

I群土器は縄文時代後期の深鉢形土器であり十腰l村1式土器に比定される。第五群~第xrr

器は、ほとんどが縄文時代晩期中葉の大潟Cl式土器である。

深鉢形土器@鉢形土器共に、)育部を有さず、口縁が内湾する器形の土器が多い。口容部または口縁

部には装飾を施すが、胴部は縄文のみ施文している。鉢形土器の明瞭な清部を有する土器は、日

や口縁部だけではなく、胴部上半に平行沈線文や刺突文、沈線による雲形文などを施す精製土器であ

る。台付土器の169は、台部 を施しており大洞A式土器と考えられる。選形土器は平縁の土器

がほとんどである。頚部に平行沈線とB字状の貼り癌を施すものがあるが、全体として装飾は少ない。

血形土器は平底で買部を有さない器形の土器がほとんどである。口唇部にA字状突起やB字状突起の
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貼付をしたり、刻み目による文様帯を している。底部は平底が多く、服部には大洞C1式土器の

典型的な文様である雲形文が展開する。赤色顔料を塗布している土器も多い。片口付土器は2点出土

した。内外面には煤状炭化物が付着する。煮沸に使用しており、明らかに在日土器の使用方法とは異

なることがわかる。注口土器は、 223の土器を除き、緩やかな底部から明瞭な肩部・腕部をもって頚部

につながり、内向する頚部から外方向に屈曲する口縁部をもっ器形の土器である。日程部と肩部に刻

み目による文様帯を表出しており、 A字状突起やB字状突起の貼付を施す土器もある。注口部分を沈

線や降線で区間し、注ぎ口には降線の貼付やA字状またはB字状の貼り癒を施す。頚部並びに服部に

は磨消による雲形文が展開する。典型的な大洞C!式土器である。環状土器は 1 した。注ぎ口

部分が欠損しているが、

だろうか。

2 

石鍛(第56図232~第57図250、図版23)

白坂遺跡で出土した人面付環状注口土器のように人面が付いていたの

石鍛は19点 i古土した。 232は平基無茎鍛、 233~248は 249は円基鍛である。 250は基部が

折損している。 236・237・247・248の基部と238の器体中央部にはアスフアルトが付着する。

石槍(第57図251. 252、図版23)

石槍は2点出土し、どちらも木葉形である。

石錐(第57図253・254、図版23)

石錐は2点出土した。 254はつまみ状の頭部と長い錐部をもっ。

石匙(第57図255~第58図266、図版23)

石匙は12点出土した。 255は縦型石匙であり、それ以外は横型石匙である。 255. 257 ~ 259のつまみ

部分にはアスファんトが付着する。

お箆(第59図267~273、図版24)

石箆は 7 点出土した。 267'"'--'269は頭部が尖り刃部に向けて大きく開くもの、 270~272は頭部に幅の

あるものである。 273の頭部は折損している。

磨製石斧(第59図274、図版23)

定角式磨製石斧が 1点出土した。刃部がわずかに折損している。

スクレイパー(第60図275~286、図版24)

スクレイパーは12点図示した。 275~280 . 283 285は荷面に調整を加えて刃部を作り出しており、

その他は片面のみの調整により刃部を作り出している。

石血(第61図287・288、図版24)

石血は2点出土した。 287は折損しており全体の 1/4桂しか残存していない。使用面の縁辺がほぼ

に立ち上がり、明確に縁取りしている。 288は使用面が浅い皿状にくぼんでいるが、縁取りはされ

ていない。

(第61図289~291、図版25)

機材の屈に蔽打によるくぼみを有する石器である。

3. 石製品

(第62図292~295、図版12 . 25) 

。。
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は4 した。 292は、 をなし、 をなしている完形品である。

293"-'295は:tJT損しているが、 293には沈刻線を施している。

石剣(第62図296、図版25)

石剣は 1点出土した。折損しているが、身は石刀に比べてi幅広である。

岩版(第62図297、図版25)

岩版は 1 した。折損しているが、両面に渦巻状の沈刻線を施している。

第 5節 南側調査区遺構外出土遺物

した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、石器である0

1. 縄文土器

{第X盟群土器]深鉢形土器群(第63図298"-'307、図版25)

1 類:不整撚糸文を施文した土器(第63図298~303)

298は、口縁部には横位に、胸部には縦位に不整撚糸文を施文している。 299は口縁部破片であり横

位に、 300~303は服部破片であり縦位に不整撚糸文を施文している。

2類:胎土に繊維を含む土器(第63図304"-'307) 

304は、口縁部破片であり撚糸圧痕を施している。 305~307は腕部破片であり、 305には羽状縄文を

施文している。

[第XN群土器]鉢形土器口縁部破片・深鉢形土器胴部破片(第63図308~312、悶版25)

308は鉢形の口縁部破片であり、口唇部を面取りしている。 309~312には沈線文を施している。

{第XV群土器]深鉢形土器破片(第63図313・314、図版25)

313は小形の山形突起を有し、 1条の沈線により口縁部を区間している。区画内は磨消が施される。

314は無節の斜行縄文を施文した土器片である。

{第XVI群土器}鉢形土器破片(第63図315~317)

鉢形土器の口縁部破片である。 316・317は口唇部の刻み目による小波状口縁を呈する。

{第X四群土器]注口土器破片(第63図318、図版25)

注口土器の口縁部破片である。口唇部に刻み目が巡り、頚部には磨消による雲形文が展開する。

{第XV毘群土器}土師器破片(第63図319~第64図335、図版26)

319は底部に回転糸切り痕のある坪底部破片であり、 320~328は嚢口縁部破片、 329~334は護服部破

片である。 335は器形不明の底部破片である。

{第X1X群土器]須恵器破片(第65図336~342、図版26)

336~338は嚢網部破片であり、外面に叩き目、内面にアテ呉痕が残る。 339~342は壷扉部破片であ

り、内外面にロクロ目が残る。

南側調査医で出土した遺構外の遺物は、北側調査区に比べ極端に少ない。第xm群土器は、縄文時

代前期の土器である。 1類は不整撚糸文を施文した土器で、縄文時代前期中葉の円筒下層 a式土器で

あろう。 2類は胎土に繊維を含む土器で、縄文時代前期後葉の円筒下層d式土器に比定されよう。第

XIV群土器は縄文時代中期末葉の土器で、第xv群土器は縄文時代後期の十綾内 1式土器に比定され
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る。第XVI群土器は縄文時代晩期の大潟CJ ある。第XVII群土器は古代の土銅器である。妻子

は少なく奮が多い。ほとんどが非口クロ成形の土器である。全体的に胎土が粗く焼成も不良である。

第XVIII群は須恵器破片であり、出土量は少ない0

2. お器

石鍛(第66図343、図版26)

平基無茎jiß~が 1 点出土した。

石匙(第66図344"'346、図版26)

3点出土し、全て縦型石匙である。

スクレイパー(第66図347. 348、図版26)

347は両面調整により、 348は片面調整により刃部を作り出している。

-60 -
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第4節 北側調査!三遺構外出土遺物

87 

o 5CIll 

第45図 北側識変jg遺構外出土遺物(7 ) 

門

ipo 



。コ
00 

宅、;
(
∞
〉

o 

混

虫、! 宏、J

c
c
 

組
h

伊
冊

叫
道
断

8
間
賠



主~C尽」一i 

でポ

" '" 1 t 1:，."."耳_.，
思

軍H凶1盟E 

'l 句 夕刊 1

九百
σ亡。コ

1/...1 

o 

I~ 
¥¥ :3 

ザベ

ニピ舟¥

九
11 

I~ ，、、、、

へ室 下ミヨ

。。 A52 Fミミ室
T
H
H
 

{出

υ山

〈

的

〉



、ヱ。的
J
[

Cコ
℃、.

(
O
F
)

察
側
刑
判
召
求
嬢
摺
凶
桝
罷
憲
#
図
∞
寸
掠

∞的
E
{

れい

ヨ

凡さ
ねー

れ
パ
i

門自

パ川一川

山
沼
市
川
(
も
桝
羅
心
情
三
紙



ノ出
P
J
M
 

グ

j J 

第11fti'j 

〆

A 

4宍jお

ノ

dグ

~三フク

/川

/ 

グ

157 

160 

o 5cm 

第49図 北側調査区遺構外出土遺物 (11) 

1
1ム

門

i



-ZL 

(Z: ~) 

llIJ9 0 
SL1 

691 
891 L91 991 

ミ
991 

1791 

ヒ f

替21lω甚佐{~事 17 5ç器



--._J 
bコ

ぺ戸刀げU
刀

uu
nパ
バ
ザ

tx;c三二ミコ

一
以
前
ふ
一
山
一
叫



第4章調査の記録

74 -

1
-
4
1
J
 

g

υ

ω

C

 

〆'町、

寸
で山

¥司J

泰
明
付
認
式
根
酬
明
凶
桝
思
惑
科

図
~
凶
器



部
品
虫

盟
副
仰
向
山
副
議
宇

E
H
w融
ぎ

「で

?宣言
ιニ=ュ

s〆勾j

5A£ 

号、、!
tszd 

さむこ3つ

日
(
リ
呂

器
切
ω
図

さf

Cコ

持
{
W
凶
器
械
限
協
議
山
手

E
H副
議
会
印
)

---J 
CJl 



c..o 
℃、咽

〈

ωF〉

¥日

手、=

~ てミド

ヤ，__、、'-... 0~ 

-!鯛}
(j撒瞬間

ii 

「ハ
旬、¥え'-... ぴコ
'-..'¥ ~→ 

""-"'-- 0J 

み=

ヘ=

〈日

! 
ヘ言

人語
〆

~~ 誌
ω 
汗

y 

D~~ 

ザ
(
)
N

ミ
i"- c.o 

~、お

F議犠

的

C
N

思
m
M
G
桝
E
M

斜
ハ
マ
付
制



~ク
219 

第4節

/ ノ220 

222 

221 

凡五ク
ジτ;
o 5cm 

229 

230 

日
227 

¥一一仁二/。
224 トワ 。 5cm 

228 

第55図 北側調査区遺構外出土遺物 (17)

門

i
ウ
t
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ー11-:10 1IIK9:! [1紋m: 口区内沈澱 i二l版部沈仰 をIjみlヨによる文1o11 突起

|医下みる間三端耐沈形沈一才1線文腕定一:3に一刺fよ君"

!FY1i'_jによる二三日文 LR縄文

，11ぺ11 ~I F8i 主{ LI帝京nr; 口悩|勺r主総 支IJみ1:1による立;係 'トげた初、

'H-:l2 ~I L9:J []紋日1; A'j~;lk突!~

沈沈実よKF3A文7る2来昌)'1司:l大4線形約b文刺貼3i:線突旬筒文制に
，II-:J:l ~I ESCi H [1午 支IJみ1'1による小l伐材; LR縄文

11-:，，1 ~I E8(う u紋自1: 却lみ による小液状 による:ぷ!作文 しR縄文

41ぺ ~I (;~Il j下 仁 部P+[II:よる文様 (1:お h'L縄文

41-;-)(; 五IF8i 1]1，まm; 人]沈段、 対み11による小ìl~lk は又iLニtヰ・l に! ご

I1一日7 ~I 109(1 主主 u紋自1: LI'Efl人l沈絞 u将日比 却!み 11による小ìl~1 hnmi'仁科:1 判祭文
11-:::¥o 1111えりJ 主主 [1主主m: 自1:沈絞却jみ 1] によるl3 'j-;II;'1~起 JiJfmil仁紋」 怨み11

11-:，¥1 !lIJぼう J] 絞日 与uによる'1、ilJi;1J、 1円~，;ヲ以二 ;の和111E11 Rしがu文

11-，1(1 1111二t-;~ 主主 IJ杉liiI:対本11による小iltll; )p|z綿F11iI突立 1'1 しR純文

1IぺI1 三 主ド 紋m: 内1'1:斜! 剣みHによる小jl!l状 1;仁科!l iそし純文

l¥11-IH'1 I]，y宮古1: I~JI!:il勺じ仁科! 却JHIJによる小波状 状の制!日;111にM RL純文

!I ぺ 1~1 ~I F8~ 主J; u紋fil; 1 :1".言内 iì~.!ît じZチ 111ア上る '1 、i1tlk 科[1 l:t，型 l Rし純文

11ザ 14 l¥1 F87 uキまm: RL縄文;

11-:1;' l¥IM8¥1 I日出11: !こJli1f!'1沈静 1 |出1日 1!!I!i文

:!2-4G l¥IF8オ 11紋 仁i 長~!詞IF，IJ ;J~状京社文

l¥I F89 RL 縄文

!こ!日 l¥ID87 1:1紋iil: 仁人]沈 [1ft_i:i百:I:t総 'i，1)ノペiによる'1、;I!il!; の相¥!l!j(、)?1に lミし縄文

~Ii 189 u寺金河; [I1i:-iII;Ji'むな 11村i'ljii主将 1 '1;1)'史文 l:t線コ [，MU'x 

寸() l¥IE8Ij uぬド Il '1'1 1人i沈銭前L7J.I:IIC_" :::，/1、lflj:lf コ RL純文:

ム“日i l¥IH)O 主1為 u紋奇1; をiJ:与 iニ|による小;伐材~ .1二 I、消コ 比五取によるゴ三文 :l'Il郎日文 内外riI1l思状L主化物

111 F~lI 、 [:[1"ま 女IJみ自による小え1); It，';[:3 Rし縄文 内外1m!張状よlUヒ物

，1コ三:， I IlIG以) 付、 1:1紋m:

I 王却却切1)料l!卜tみよ九叫叫井呼!ド三11にごゴ写」よ以i上こ ξる守引〉ド汁IサhiJ~、河寸悦吋判I甘波か叫!佐ルU凶E正U;I石石京I
11リ J総:之: 内外ii!iWAI、炭化物

五1(;州!主k 絞m: I{ L縦又; |人l 外郎I~AlUð~化物

¥1 J目白 主1 LI主主m: 支iJみLIによる小i!!ilk It総:， RL縄文 l勺タ~ii'lî t\';II;iた化物

'-1(;8¥) 11主主nr: 仁l将i人 '¥1)み七|による小波状 沈ま L 1<縄文

，1コリ7 j:J、 111，まi官; '，11みl二lによる文総乙t線コ L 縄文

仁l主主m; 1i1t11仰L縄によ文るj川民主仁科:文; ，I!I，f;文

り 17-(i(j ¥11 i:¥R 主主 支11みIcll::よる小波状 it可申3

正) 17句。。 ，IFm 主ド 部iみHによる小波状 i定料、2 I<しお目立;

4~- (i 1 Ilト(世) ~I FfXI 主1; を1)みEIによる小波状化似:i Rし純文 I!;I外而il¥llた炭化物

命日7 1IIWll 
3五ド1 | 畑側を対1]料ii 立ヨ! トλ " 、"怖i作り!i;l叫J( i'tij.¥t::i 

択し縄文

'I~-():l 17一日行 ~I(;S，J Rし縄文
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ιlD89 1111 じi絞m; タぅ[J i尤お 1 討による文 L 縄文

4HφI:J日 ~I E87 11Il u絞在日 |部!み[1 ネ状突起沈絞 1 沈総!文 hv消 LR縄文

48-1:17 MI~8~ 1111 i二l主主m;|勿!与1'1 沈絞 中11'Je文 沈銭!文 IfSii'j L R縄文

48ぺ:部 ME絞i 1111 lII，iH官i ド球li'，t線2 L F~ 縄文

48-1:子) 主!とを日 1111 111<'1:¥1: ード立品it1しお 1 L jミ縄文

48-1，1什 ML~J:i 1111 IIl"lrm !f幻自 Rし純文

48-141 MG87 Illl 1I1"1fi1: Il'\ìl~ による主主形文 LR純文

ど18-142 ~I F87 1II1 111祁 討し絞による実JEi文 しR純文

49ャ14;3 ~I 1"87 1111 liI"I:¥I: 般消による主主Jr~文 LR純文

49-144 主IG91 1111 111，日Jfm !祭治による丈一形文 LR純文

tl~)-14;) 五IG87 1!I1 lII，ilm: ねによる文 LR縄文

4日-14fj 対 E校t 1111 1IIf，lm: 際的による笠!作文 RL縄文

49ョ147 M巳87 IIIl 1I1'lm; 下iミ立純高I文主総 i'，t線による雲形文 し

4¥ト148 M J91 JII1 111'11部 Jlv1ftiによる杉文 しR純文

4¥)-14日 MFa 1111 腕1m 沈総i文熊il~ R L純文

49-15イj ~IG87 1lI1 IIl"liil: 
下RE下4諸純端8唱文沈説支:鉛稼23 沈線に上る形文 L 

49-151 MK92 1I11 例:¥1:
単による L

ノj9-lfi~ MK9~ 1lI1 制m: !容干潟による形文 L 1<純文 rbケ¥，{汀七1

49-1S:i ME88 1111 !問自1: 沈線文 llI'ili j， L純文

4日ー15，1 主IF89 !肱 !附fH: i容il'l LR純文

49-155 五1188 1111 昨'1m: I~縄古川文 州川る山 L
49-150 I¥[ FB7 1111 1II'lm: ド封I，lit線 LR縄文

49-1:17 MK81 Il!l 1I1'IsI: 下)Iflii沈線3

49吟158 MII90 !よj京}}ffh1 {、j 1II'lfm l盟RL縄主文 |竺芝生山氏
'19-'159 19-82 MG日7 主1Iみ I~I により小波状沈古

49-lfi() I¥IC在日 日台f.1 仁IfailJヲ沈線 刻み目による小波状 11紋2 RL縄文

日()-[(jl 19-H:j I¥I E87 i:j;1日台付 3日宅経起1 
支1Iみ による文Fll 4仰の八ネ起 l fl，l， 1 の B'-;':1)~

lhd仁i総i部i l 村はiRi1:11縄t1部G1!1f文充!総1燃111 4 I人liml!，'::!);炭化物

5()-1(j~ lfHj.j hII三8b 鉢!日台{、j ubl人10仁線 刻jみ 11 による小波 II~ は;線三 RL縄文 択J1 しjt3J|E肌文光

日()-I[j:l I¥H)(J I¥IF8¥1 台f;1 !|lH!日i1j1!ν1:荘1人、i品ケ問ズ1¥ 

日)-16;j 19-R8 I¥IF87 合f;J 合部 台Yihtm~'犯

京)-165 19-89 MW12 台f;1 tiss 台沈古Rl総i総ilfEE1文光iご端2IL f出i 

5()-l(j(j 19-86 hJ F日{】 台i'l LR縄文

50-](i7 MG90 台{、j tifm 古IRA川N縄端I文1…光ド端立4 

50-16R 19-87 ~I E符号 tii、I 1川JhZム:線l鴇ヨ l ド立やi品j 

，，1ト16fl lvI L9~ 千if、I おm: 台又'1¥1¥ 工字

50ω170 ~O 引:l ~III91 資lfifrf;J Rし縄文 台fHl手1I総

日)-171 2()-91 illcm 仁l尽内「主総 十~宇下Hケ寸状端枇犬tfdzt且碑線h占 柑FH 3 3 RL 縄文 lilPlr11ト1日ーブア

50-172 20-¥)2 主IG91 主2主げじア []~'il勺d仁科! RL縄文

初ー17:3
2200ω 

1¥1 E~出 1往一 二~Im}it線~ B ~-;~:状の!!，Ijl)出版文 手でUu&がよい

50-17'1 幻C8G ノトJFii!;1 RL縄文

ひ1-175 九1F88 1…息愛 RLおE文

51-176 20-94 I¥IH91 Rし純文:

51-177 I¥IF89 Rし純文 1JJL14卜1日にアスファ

り)-1710 2CHJ8 I¥II三日号 小1f;¥l，1 iご11ヲ IJ~ i'A仁紛! RL純文

η1-179 20-9G 五!E8~1 小 1-1凶|勾 1 こ"，11五!三l RL布日夕、

51必180 五IE88 仁i主主ffI; 1]経内it淑

51令181 λIE89 r1ff'ま長1¥ 仁IIt'ifil:i:t紋ヤlみlヨ

長IE矧7 JJi"liil; /Himによる窓際立 L 1ミ級文

51-IH:l 1¥1 J 91 開。iJi'il: l形l二仰文Lに1ま4縄市文l似 附

I¥I F段4 -耳目 111司nr: FNMi':t総3 照的による笠形文 LR縄文

I¥IE8li 一舎iでf 11ji;J(iI: によるラ文 LR純文

ひ)-186

ど(1一日)

I¥IF制) !;‘ ;{ !日'JsG m，lWiによる主主If;文 RL縄文

。1-187 "IH91 1¥-11f、j 却lみlヨ 5似のおこ;'''IJょ突起 IJ，ざ[1)立い J5じi'I'ししいる f主総!:l liIWHL しR縄文 内外i師i甲状炭化物

51ゃ188 五1J ¥)0 片1-lf，1 Iln'士郎 IJぎ1:1 光欠い i日ピJ'I'Lcいる LR縄文 |人]外回f晶状i~ 化物

Ii内ニ立によt線る 文 宇位h部るf区状のf分Z画の雲上を端形!令占司き法文り:線刻痛tみUI2 周目にR阿隆符部F日端杭組府比枕前口貌部Aに沈1よヨP線状る狩にと4よ口B 叩22-104 I¥IEドS 1:1:1] 
そリみEIによる口紋 やや大さめの入字状突起

hみ白J文こ守t部川的Eよ上るこ場医のよ宇画貼る1線状り4の註筒判2貼ぎ¥'({i先G円り主Y位制口にZ隆部JFi向線文分聞を日除部2i!降制己制N波縄剣ω 部52'190 21-!O(J ，10:->9 よu:r をII;IAi'1による11紋古1;文総 B '~i::状 :~!lb 11|二'j繍にjよ左中る止宗2形1文 に1こよL~Iり

日:ヲ 1~)I ヱ1-1111 五1108¥1 IJ民内沈線支'Iみによる1:1紋部文:絞八千:'11;突起 1il可二端に沈よ線る 耐沈十静|可β二 11 

コ 21-1112 tdl-191 討I1 LlIt'ilJi]it料、 を'1み [1 による [-J~ 5: m~ 文核 yiiH:端上t~る日 j|T左l前!Ii3!lにこよ

|突るl二M主文)作文 '1よ1I 5:3-19:1 21' !O:l I¥IDN9 正HI

1
iム
ハ
げ



“パ 会 11[1 まnr; []ft:1 [J'l i't~}î-! 担による u~士郎 おとr:1k';~JI i1i15:消に化よ紛るゴ1ミ形1文

G:1-19日 ，1 K竹之 1 11絞rifj 知iみIJによる1I主主 1う突起

ii:3-19b Fi:¥ii i111 LLtui:fm 1:iI，W、仁線部!み11による 1I 絞文版事1j':7~文 I j-消沈総2

り7 ユIJおり LI寺ま白日
部11jみ↑勾ljにt:，よるタrJl主J主バτEiに文段よる[-1~ま m; X: f~5:1-1~応 l¥11と'J 行 u

1:1 絞絞
U;hitt紋

ら:十 J9~1 ιII絞t (E!I !日づi夕、 部iみ11による11料品目ヌ:絞 沈総 、IlIj赤色

ぷうど(x) 五IJ 日紋rw宅IJみれによる絞，11;χ絞 tii1J 1:1 芯に事Iよ主2計る立

¥1 1トろ

什|仁託j手:11:

III{長1}'Jcl:線部!み11 に縄よJる文 之

日fどo日 ~I 1長ォ n.1I [11がi人j沈線知jみ11による11絞 内外i(uノぷキ↓

1¥ID臼:1 IEII il:llfil; 拾註状lRl!縄部の貼消文防にり総館よ る。単広初込位》山f「37コF状ω2例のの帖Hラ

ek2()'1 ~1117討 ぎJJ 1夜線 上ドに剣み1:1

日 19] J主LI 日i立にぎ!Iγ 主、絞の民ごi縦j:LI二 fこ 日立

iilφ~[)日 ¥llJi:iO iH:i ヨiI日1:

I'!一1;:にKfm部Uよ日jるr白ソ主f書形τ掘文端削沈-説拠K品ヨ縄併剣文みみ11 l金子

I ，1 ESfj hfHE ド]

つけ自 1111おう IITI "iill¥ ;ι 
j二七)[5l州を又す;みEl )(一れによる日川文しf1ミ!総

山 "-11以 hii'部 1i i 1よl1 il tる支宗i:ijJみ形lfi川文 よし日る文FE;端係文 完Jfijjみに

日1-210 ~I J約 il:ll liiiili 1;ド円川1陪hμ附川1バ山淵jれ汗苅m2百剖I1記消iド内i此'jiに二よる川:宗:雲形{β手記斜線文 し苅州叩山i代4詳総み訓叫柑E文E目三| 閉脈，iJ

ME8Ij ι1:11 lr:j"f甘;

仁i部よ上稿5kZMるlnzTLi巳民ョ抑剣).:み日 肝梢ζ による民fi'l-:!12 1¥1 1 RH alJ 

I¥lE8，1 11:[1 五-lfm 部1;)お川iliにみよ文 lにL山E純文保

1¥1 F8i Itll 
1 1ffif手Jijみ文 ーR 純…え

、l坊rはiじ

主1J 8，1 f!-{ff!i lドF円円一f線h川山刷川打ω山i討刈山隙{宍?幻11'消l'内'jにJよ二之る災形!杉予文 しI代己泌文
φ 

l¥IE担当 h-fftE |凶よる器沈ヨミ線形文 民し縄文
ffv1ltj:ご

I 1¥[ J 86 )j-Yrm Iiim;-I二jJrlII沈抗日 在日みLI LR縄文:

日iコlお 五IK9:2 iJ令11 Ji.Ì nf~ [円川川収山附川川の;郊似似!貼日砧部似制q“4制枇iり汁オf丹1舵胞古出之 [し4総文 内外llijifr;色

日】 219 1¥1 J 8;' li:U lJI，iJi1I; !宿泊しよる三訂作文 In~ 縄文

5己220 tli 1 S9 i.Iザ11 111，Jm; If号iiiによるゴシ)f5文 Rし縄文
1¥1 J ¥!(l 11:11 II!'I認; !日記iによる;三形文 RL縄文

111おH¥ なによるゴ二1[;文 R仁詩li文 1で12ibl山IIPf0に総

rbU"1 凸fιi含I'lヘ1

口-、 :22-lIJlj 1¥111)1月 iHI I上n日1: |観a日ぎi¥航t口文よt眼Jるl区科む画を耐山B字切み1のkの貼N ミ1;ド

仙1たどI主力!のなli1id1fいY-ilLllt2にしで{みま3あととを2んるも2 

;同【 つ】り】斗ノ1 ココ宇JO:i ~lK91 状 |仇人I1市i!'1川1こ:沈主主文 t品与丈 !;匂いL…部る11がj分Eが可人附能叫がl住lもtフ注てあい

υ汀F一ひ向)ー}】。ワv】ω口t り一
17叩iO 1¥1 E8b 1II'Jil川総 文 ミーチュ

1¥1 E8H F立j'MI、ケスリ .l1l~文 ミニチュ1'-1二;苦;

日7 
ど2-[10 五[J1)9 針、 忠による田巻文 終文 ミーチュ ?L+:i
17-7:l ~IK91 然文 ミ二千ュアト

SS-~~9 吟107 IlI J ，10 ケス:') !!!¥立; ミニチュアニ1:Nfi
Si) -~;iO 22-[09 ~[ E98 終|主文 Rし縄文 ミーチコア二l二日

2:1-l()8 三ミw ι 民E文 lu胸元
日ち) コシ 、広 仁まril¥ tfftfù=不 '!~Z1吠糸文 託不糸文

三日一178 I¥[D52 月ド iこ胸Hま部白1; fj，¥f.セ不1i'iJ然糸立;
(j~3 -~3()() ユ110υ() i主主i、 話[(，j:;F'l主糸立;
{二i:3-:301 IlI[コ 、 市4自1; 村rIi)>F'!l'H'事糸文

t6j;:3ト:1ゎ023 
I¥[C41 i'~~Jit: 

!制附i古部1; 
縦{占不糸文

IlIC5'1 深封、 縦{立;f二糸文

fi:l-:1C)cJ 25-1i日 五110忌2 IJ絞m:技:糸痕 !治 iに繊維をむ
(対ω涼)日 ~S-18:3 MC52 

iィ、A 
1司m; 訴状Mli文 IJ白，tl二私告示11:を合む

Ii:l-:'αi MG54 Ilr~ 長1> R[縄文 治|二lこ総絡を含む
6:]-;307 IlIG52 {;~jti: !IPI許1; LR詳ιぇ 1I台仁に維を合む
(う:，<3D日 ~5-1以) 表採 | 主主 [1主主古1; [JftJi副社zl) 京文 択し縄文

6:トヨ)日 IlI1'5り i'1~主主 胴1m 太い r，tî~;! 文 Rし純文

五ミj:jf i?t~ 主主 昨，Jm; 太い沈結!文 R し純文:

:!S-IR! I¥[ 1'5(1 {京 111，1在日 必jJ.のに文 択し縄文

日:3-:112 1-1 [<'50 ィ京鉢 III'JI百: ヰ!立 HL*ill文
li:ナ:31:， 25-]81 ilIJ 官XI' i二胴l括主自tlliE IlJlfci突起 i' 仁̂科.~ 何)!\~tm斜回(f~~!\文63<1I:1 IllD:14 i架主主

IlI C54 主主 IJ主主主1; 刻み目による波状 ií<<7Î~ :.2 LR縄文 内外ffrf問、llUえ化物
品1C4G 主主 IJ紋在日 者11み|三!による小iltlJ; i主総I2 Rし純文

(i:1-:117 I¥IC4:1 仁川議自1; t)Jみl'1による小波状沈線2 RL縄文:

日:ト:318 l二まiIll刻lみfel rA:キ~~ 1 又山叩f-;
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4 

持図番号 図版番号出土地区 器1蚤 口径(mm)底筏(mm)総高(mm) 外面調整 内菌調整 底部調整 備考

14-1 1:f!llir，i;Jf 117 :18 Hitナデ 散す子

♂2 1 S 1 111 r:t:llir.ii6完 県庁) (~}.1) LI一機ナデ 十1/，すデ

1"ω:1 14-:C:O 101 I:i:llir，詰主主 m 1!lillzlJ 
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第5章 自然科学的分析

1節テフラ検出向 び軽石の火山ガラス屈折率測定

(パレオ@ラボ)

1. はじめに

今回の分析地点である秋田県からむし岱 I遺跡でのテフラ分析の日的は、鍵層となる指標テフラを

遺跡内の堆積物より検出し、堆積物編年のための資料とすることである。この目的においてからむし

岱I遺跡におけるテフラ分析結果から検討、考察をおこなう。

2. 試料と分析方法

からむし岱 I遺跡斜面トレンチから採取された堆積物試料2点 (3上、 3下)を用いて以下の分析

をおこなった。また、軽石試料1点 (SK14)については、粉末状にした後に、付着した汚れを超音

波洗浄により除去し、屈折率測定をおこなった。

( 1 )テフラ鉱物組成分析

①各試料について自然含水状態で約30g

求めた。

し、乾燥器中で乾燥した後、 して含水比を

1φ(0.5111111 : 30メッシュ)、 2φ(0.25mm : 60メッシュ)、 3φ(0 . 125IllIll : 120メッシュ)、 4

φ (0 • 063mm : 250メッシュ)、の4枚のふるいを重ね、流水下で電磁式フルイ振とう機を用いて、

るい分けをおこなった。苔ふるいの残濯について、それぞれを乾燥 e 秤量して粒度組成とし

てあらわし、試料の乾燥重量ヰ!における粒待4φ以上の砂粒分の重量%を含砂率とした。

(粒径0.25.~0. については、 (テトラブロモヱタン、 .96)を用いて

(有色鉱物)と較鉱物(無色鉱物)に分離した。

した重鉱物、軽鉱物それぞれについて封入剤レークサイトセメントを用いてブロレパラートを

作成した。それらを偏光顕微鏡下で鉱物粒子を同定、計数し、重鉱物、軽鉱物組成を求めた。

物はカンラン

1983) 

イディシグサイト(カンラシ石が水の影響をうけて変質した鉱物:町田ほか、

にしそ輝石)、単斜輝石(主に普通輝石)、角関石(ホルンブレンド)、磁

鉄鉱(チタン鉄鉱も 、不透明鉱物(その他の不透明粒子を含む)に分類した。軽鉱物は火山

ガラスと長イゴラ/亡i英に分類し ローム粒子や風花粒子につい

ては試料の洗浄のしかたによって含有率が異なる ら除いた。ま

軽鉱物中の火山ガラスの形態については、fHJR二1.新井 (1992) に従い形態分類をおこなっ

(第。

( 2 ) 

については、補1[1ほか (1986) の方法に淀って、火山ガラスの

を用い (n) を測定し、その結果を範囲 (J・であらわした。

~ 



第 1節 テフラ検出再定及び軽石の火山ガラス屈折率制定
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第67図 火山ガラスの形態分類(町田幽新井，1992)

第5 堆積物の鉱物分析結果一覧

砂粒分の粒度組成 -軽鉱物組成

試料番号 (重量%) (重量%)

1φ 2φ 3φ 4φ 重鉱物 軽鉱物

3上 70.0 13.0 22.8 29.8 28.5 18.9 12.3 87.7 

3下 67.5 13.0 20.1 31.5 29.7 18.8 8.8 91.2 

重鉱物組成(粒数)

軽鉱物組成(粒数) 火山ガラス

「
円
U
Q
U
 

(粒数)



第5章 自然科学的分析

3. 

からむし岱 I遺跡において鉱物組成分析、屈折率測定をおこなった結果を以下に述べる。

( 1 )テフラ組成分析(第5表@第68図)

合水比は棄物の水分量をあらわし、値が大きいほど水分が多く、一般的に細粒な堆穣物ほと、含水

比が高い傾向にある。結果を見ると70.0% (3上)、 67.5%(3下)となり、 2試料開に大き

見られない。

堆積物中の砂粒分の割合(含砂率)は、 2試料とも13.0%と同様な値となる。

砂粒分の粒度組成においても、 2試料問での差はほとんどなく、 3φ残j査が約30%ともっとも高い

{直を

姻軽鉱物比については、軽鉱物が約90%以上を占める。

重鉱物は、斜方輝石、磁鉄鉱、単斜輝石、角関石を主体とする組成である。斜方輝石は2試料とも

35.0%以上ともっとも 。磁鉄鉱は27.6%(3上)、 25.2%(3下) し寸直

五%(3上)、 22.8%(3下) ある。 .3%(31二)、 lI，2%

(3下)の値を示す。 カンラン石やイヂィングサイトはごく少量しか確認されなかった。

軽鉱物は、半分以上が火山ガラスであり、若干ではあるが、 3上試料の方が火山ガラスを多く

でいる。

火山ガラスの形態は、スポンジ状の軽石型が多く見られ、全体の半分近くを占める。また、繊維状

と破砕型が次い

( 2 )屈折率測定(第6

られる。

@第69図)

S K14の屈折率は範回1.4958-1.5032、平均1.4987を示すのに対し、 3上の屈折率は範囲1.5028-

1.5070、平均1.5046、3下の屈折率は範間1.5035-1.5070、平均1.5049と同様な値を示す。

4. 堆積物中の指標テフラ

今回の分析から、からむし岱 I遺跡において見られた堆積物から検出されたテフラについて、その

特徴とi噴出起源及び年代について述べる。

ωa:十和田 a火山灰)

S K14の軽石は、その屈折率の値から十和田 a火山灰 (Towada-a: To凶乱;大池 1972) と考えられ

る。軽石の火山ガラスを用いた屈折率測定結果は範閏1.496四1.503、平均1.499となり、従来の十和田

a火山灰の値(範囲1.496-1. 504 ;町田 e新井，1992) と重なることから、 To-aに同定される。

To叫ま東北の十和田カルデラを噴出源とし、東北地方のほぼ全域に分布している。また、噴出時代

は、古文書から西暦915年(平安時代前期)であると考えられている(町田ほか，1981)。

S K14 

3 

3下

火山ガラス屈折率測定結果

範関 I 平均 (mean)

1.4958ω1.5032 

1.5028“1.5070 

1.5035“1.5070 

一部

1.4987 

1.5046 

1.5049 
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第 1節 テフラ検出向定及び軽石の火山ガラス屈折率測定

含砂率

重量的

67 67.5 68 68.5 69 69.5 70 705 0 25 50 75 的

重/軽鉱物比

(重量%)

重鉱物組成

(粒数%)

砂粒分粒度組成

(重;母%)

25 50 75 100 

軽鉱物組成

(粒数喝)

~ ~ n ~ ~ 引渦 75% l(X漏 り先 25活 50覧 75% 1O~ 

火山ガラスの形態

(粒数%)

bl b2 pl p2 cO 

第68図 堆積物中の鉱物組成
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第 5章 自然科学的分析

(To~H ;ト和田八戸火山灰〕

3上、 3下に認められる軽石型(スポンジ状・繊維状)を中心とした火山ガラスは、その形態的特

屈折率の値、角閃石が存在することから十和田 山灰 (Towada-Hachinohe: To-討;)を起源と

するものと考えられる。

町田@新井 (1992) によるとTo-Hは、火山ガラスの形態が軽石型であり、また重鉱物中には角

まれることが特徴である。ここで見られる火山ガラスの多くが軽石型であり、重鉱物中に角閃石

を含むことと、両試料における火山ガラスの屈折率測定結果は範囲1.503 -1. 507、平均1.505となり、

従来の値(範囲1.503'"'-' 1. 508 ;町田@新井， 1992) と重なることから、 To-H~ご向定@対-tとされる。

To在は東北の十和田カルデ、ラを噴出源とし、東北地方に分布している。また、噴出年代はテフラ中

の有機物を用いたl'lC年代測定から約12，000'"'-'13，000年前という年代が得られている (Hayakawa，1985 

ほか)。

5. まとめ

からむし岱 I遺跡におけるテフラ分析をおこなった結果、指標テフラとして、 To-a(ト和田 a火山

灰)とTo-H(十和田八戸火山灰)が認められた。これによりそれぞれの試料の層準が西暦915年(平

安時代前期)と約12，000'"'-'13，000年前であることが明らかになった。

引用文献

Hayakawa， Y.， (1985) Pyroclastic geology of Towada volcano. Bul1. Earthq. Res. Inst. 60， 507-592. 

町田洋・新井房夫 (1992) i火山灰アトラスJ.東京大学出版会， 277p. 

町田洋・新生iニ房夫・森脇広 (1981)日本海を渡ってきたテブラ.科学， 51， 562“569. 

町田洋・村上雅博・斎藤幸治 (1983)南関東の火山灰中の変質鉱物庁イディングサイト司について.第四紀研

究， 22， 69-76. 

(1972)十和田火山東麓における完新世テフラの編年。第四紀研究、 11、228-235.

横山卓雄・棲原徹・山下透 (1986)温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測定。第四紀研究、25、

21-30. 
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第 l節 テブラ検出向定及び軽石の火山ガラス

7i長火山ガラス シート (SK14) 

本** Original Data Sheet *** 
Series Name : Kara 
Sarnple Name : SK14 
Analist : Kuro 
Material : glas 
lrnmcrsion Oi1 : No. 3. 5 (Nd=1. 51179♂0.000382・t)

Tot.l 

Count mln. maX. ran芭c mean st. dev. skew 
30 'ï~4958 1. 5032 0.-0074 1. 4987 0.0018 0.6724 Tota1 

シート (3上)8表火山ガラス

*** Original Data Sheet *** 
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Series Namc 
Samp1e Namc : 3Upper 
Analist : Kuro 
Matcrial : glass(pm) 
1mmcrsion Oil : No. 4 (Ndコ1.52064-0. 000377・0

9表火山ガラス屈折率データシート (3下)
*** Original Data Sheet *** 
Series Name : Karamushi-Tai 
Samp1e Name : 3Lower 
Analist : Kuro 
Material : glass (pm) 
Immersion Oil : No. 4 (Nd=1. 52064-0. 000377・t)

ny 
AQ命

w
w
F同
v

e
4
 

bA 
q
u
n
v
 

v
B
 

e
n
u
 

A
u
n
u
 

-nυ 

L

-

S
ハUnwd 

Aq 

n
n
u
 

a
「

o

nu

・

m

l

 

Fhu 

e
n
J
 

pb
ハU
n
o
 

a
-

r
4
n
v
 

nv 

行

i
-
n
u
 

yA
戸

hu

a
 
n
I
 

ro 
n《
u
nυ 

口

氏
υ

、
1m

I

 

4t nu u
 

O
ハ
υ

pし

qυl
 
a
 
t
 
o
 

m
B亀

ハ
UFO
 

nυ Fhu 
nυ A笠ハ

uqu 
ハ
Uq白nu 

l
 

l
 

一一
ネ

ハU

や
中ホ中小m

 
a
 
r
 
ob o
 

+
b
 
ou 
a
1
 
1
 
1
 

中
小中*
 

ホ*不 Histograrn キネネ * 1 ネ**His togram *氷水 ホ=1
0 10 20 30 40 50 60 10 20 30 40 50 60 

Count rnin. max. range mean st. dev. skcw 
30 1. 5028 1. 5070 0.0042 1. 5046 0.0011 0.7879 

n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
'
i
d
・
0
0
円

i
η
4
9
d
A守
ハ
υ
T
i
n
v
n
v
n
υ
n
u
n
υ
n
u
A
U
Q
U
ハり

n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
n
u
n
υ
n
v
n
u
ハ
v
n
u
n
u
n
v
n
v
n
v
n
u
nり

'
i
ワ
h
q
d
d
a
m
b
c
U
ウ

t
Q
u
q
u
n
u
-
i
q
b
q
υ
A
e
に
υ
円

b
η
t
Q
U
n
u
n
u
-
-
つ
u
q
d
A
-
F
b
6
n
t
ロ
o
q
d
ハリ

1i
り
ん

q
u
A
A
に
υ
丙

U
n
t
o
o
q
u
nり

Q
d
Q
d
n
u
Q
d
n
u
n
w
d
Q
d
Q
d
q
d
ハυ
n
u
n
υ
n
u
o
u
ハu
n
u
n
u
n
υ
n
υ
1
&
1
a
s
-
-
A
I
A
T
-
-
i
'
i
1
i
・
e
-
つ
白
ワ
μ

り
白
ワ
ム
ヮ
“
つ
白
ワ
U
9白
ワ
ω
り白

qiり

A
A
A
a
A
a
A
q
Aせ

A
&
A
-
A
・
4企
戸

h
U
F
b
c
υ
w
b
炉

b
F
b
“b
に
υ
伊b
m
b
v
u
pり
に

u
pり
に

υ
F
b
m
b
R
υ
F
b
r
o
Fむ
に

o
r
D
F
b
k
U
F
O
に
υ
にひ

F
U
F
O
F
b

d

-

-

-

.

.

 

‘
 

•••. 

0

・

・

・

・

・

・

・

e

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

-

-

-

-

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

く

く

く

く

〈

〈

く

く

〈

g
n
u
-
d
A
U
A
u
s
d
，d
，d
A
U
A
M
-
d
A
u
，d
A
u
，d
A
U
A
U
A
U
J
u
，
d
t
α
，
G
I
G
-
d
J
U
J
u
-
d
A
U
A
U
A
U
A
U
，
G
A
u
，
G
A
U
A
U
A
u
，
G
，d
A
u
，
α
 

M
m
M
N
n
M
n
M刊

M
m
M
m
M
N
H
M円

M代

M
n
M
m
M刊

M
n
M
N
M刊

M
N
M
N
H
M門

M
N
H
M
n
M刊

M持
制
円

M
N
M
n
M
N
M刊

M円

M
ω
H
M
m
M
W
M
n
M
N
M刊

M
M
M
n
M
N
H
M
N
H
M山口

M
W

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

ぐ

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

叩一一一一一一一一一一一-一一一一一一同一…一{-一一一一一
ω

一
一
也
之
之
之
町
一
之
江
ω

一
一
}
一
一
一
一
一
一
ヱ
一
向
叩
一
一
一
之
一
一
一
一
一
一
町
一
一
一
2

何一

ハ
υ
1
A
q
r
u
q
u
Aゐ
w
b
氏

U

ヶ，
n
u
Q
d
の
υ
1
4
q
L
q
d
d
&
m
b
a
u
m
t
Q
U
Q
d
n
u
-
-
っh
q
d
4
a
に
υ
n
h
U
7
φ
O
O
Q
d
n
u
I
A
ワ
ω
q
J
Aゐ

F
b
n
O
ヴ

t
Q
u
n
y

q
d
Q
d
n
u
Q
u
n
w
d
n
u
Q
M
G
J
Q
M
Q
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
υ
n
u
n
u
n
υ
n
u
n
u
1
A
I
t
-ム
I
a
t
-
-
4
3
2
1
A
'
A
1ょ
っ
ω
ワ
ム
ワ
ω
ワ
白
ワ
ゐ

ηム
η
A
η
ゐ
ワ
ω
ワむ

A
q
A
a
Aゐ
A性

A
a
4ゐ
Aせ

4
・
4
A
A企
F
h
υ
F
O
K
U
民
υ
炉

b
m
b
F
b
c
u
に
υ
F
b
伊b
p
b
に
U
に
U
F
O
に
υ
w
b
w
b
v
b
戸

b
F
b
p
b
【

b
v
b
k
υ
伊
匂
に

υ
F
b
F
O
F
b

•••••••••• 

，
 

•• 

E

町

.

.

.

.

 

i

l

i

l

i

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

n
v
n
u
n
u
n
u
ハ
u
n
v
n
u
n
υ

ハ
u
n
u
n
υ
o
u
n
u
q
u
A
A
1
4
1
a
2
1
n
υ
n
υ

ハ
u
n
u
n
u
o
u
n
υ
n
v
n
u
n
v
n
v
n
u
n
u
n
υ
n
υ
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

1

1

 

1ι

ヮ“

q
d
Aせ
「

U
F
U
ワ
S
Q
U
Q
u
n
U
2
i
ワ
Q
q
υ
A
A
F
h
υ
F
U
円

t
Q
O
Q
u
n
u
'
i
qゐ

q
d
A
a
F
o
c
u
n
t
a
u
q
d
n
U
1
A
Rワム

q
J
A
4
伊

b
p
o
w
i
u
o
n
u
A
υ

n
u
q
d
n
u
q
d
n
u
Q
d
Q
U
Q
d
q
u
n
u
n
u
n
υ
n
v
n
v
n
u
n
u
n
u
ハυ
ハU
1
A
1
4
1
i
1
A
T
A
-
-
1
4
1
A
-
i
-
i
ワ
ω
ヮ“

q白
ηρ

ヮ
“
ヮ
“
り
μ

ワ
ゐ
ワ
白

q
L
q
u

d
‘

A
・
4。
A
‘

4
・
4
a
d
A
A
A
A
a
F
b
F
b
m
b
H
b
R
υ
に
U
P
U
F
b
F
O
に
υ
に
υ
F
b
M
b
m
b
F
b
"
b
伊
む
伊

b
何

b
k
u
R
d
ζ
υ
に
U
F
O
Fり
に

d
R
U
に
o
v
b
R
U
5

i

i

毛

.

.

 

‘
 

•• 

-
.
-
.
-
，

.
e
.
町

-

1
l
i
L
l
1
L
L
1
1
A
1
i
A
1
l
1
lム

1
l
1
lふ

i
l
l
1
l
l
1
l企

1
l
1
I
i
1
1
I
l
1
l
i
1
]
l
1
1
A
1
1
4
1
1
l
1
l
1
l
i
1
l
&
1
l
1
li 

〈

〈

く

〈

〈

〈

〈

〈

〈

く

〈

く

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

く

〈

〈

〈

〈

〈

¥

く

く

〈

〈

〈

〈

〈

く

'AAdu'Aパdu
句
Aパdu'Aパdu-AnGM'Aバdu
唱

α
'パdu'AAdu
句
Aパdu'G'd'AAdu
曾
AAduTAパGu'パd
u
A
U
A
U
2
d
A
u
t
G
A
u
z
G
t
G
A
u
，
U
A
u
，
G
A
M
A
u
e
d
A
u
t
o
，
u

・d
A
u
，
O
A
U
A
U
A
U

M

m

M

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

H

N

N

N

N

N

H

N

N

 

〈

〈

〈

〈

〈

〈

〈

く

く

〈

〈

〈

〈

く

く

〈

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

〈

〈

〈

〈

〈

え

く

く

く

く

く

く

〈

〈

一一時一一一昨一一
ω

=

=

ご山一

-m

一一一一一一一一一
ω

一一一一一一
2

2

2

一一一町一一一}一一一
ω

一一一一一一日一一一一エ一ヤ

ω一一一一一一一一一

日

1

2

3

4

5

6

7

日

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Q
d
o
d
n
u
Q
d
Oび

Q
M
Q
d
Q
U
Q
d
Q
u
n
U
A
v
n
v
n
u
n
u
n
v
n
u
n
υ

ハu
n
υ
T
A
-
-
1
・
1
A
T
i
t
i
-
-
'
i
t
i
-
-
ワ
]
門
ゐ
ワ
臼
つ
ム
り
ゐ
ワ
ム
ワ
ム
M
勺
ム
ワ
ム
ワ
ム

A
A
A
A
4
・
4
4
A
a
4
6
A
a
A
H
A
A
a
A
-
に
υ
H
b
k
d
p
b
r
o
w
b
R
b
"
b
rむ
に

υ
w
b
w
b
v
b
伊h
d
p
b
p
b
F
b
H
b
n
b
F
b
r
b
C
U
R
b
伊b
m
b
F
b
v
b
円

U
F
b
5

B

-

-

-

-

-

-

o

o

-

-

e

-

-

e

-

-

a

・

4

・

1

1

1

1

1

‘

1

1

1

I

l

l

i

t

-

-

-

-

i

l

l

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ι

1

1

1

1

1

1

l

i

-

-

Q
U
 

Q
d
 



第5章 自然科学的分析

2節粘土 @縄文土器の胎土材料

藤根久@ (パレオ@ラボ)

1. はじめに

粘土と砂粒などの混和材から構成されるが、その様子は肉f:lR観察によりある

されるものの、粘土の種類やミクロ的な構成物は顕微鏡観察によらなければならない。最近では、胎

どの記載により、粘土の種類について知ることができ、混和材

も砂粒のほか火山灰や灰質物などが混入されていることが分かつてきた(車I!J奇ほか、 1996)。

こうした土器胎土の材料を調べることは、土器の形態や文様とともに土器の構成要素とし

柄と考えられ、土器材料の種類そのもののほか材料から見た製作技法や土器の製作地の情報などにつ

いても知ることができる。

からむし岱 I遺跡は、北秋田郡鷹巣町脇神字カラム

トレンチや ~Iと信i涼~I.面あるい ら採取し

る遺跡である。ここで

ら出土した土柿器、北側斜面

ら出土した縄文土器について、その粘土および、砂粒の特徴につい

2. 方法と

ここでは、粘土@土器の薄片を作成し偏光顕微鏡による観察による方法を行った。試料は、粘土4

試料、土師器3試料、縄文土器3試料である(第10表)。粘土および土器は、次の手)11震に従って偏光

の静片(プレパラート)を作成した。なお、試料は、面積約6cm:2程度 (2X 3 cm) を

使用した。なお、粘土試料は、予め電気炉内で750
0

C、6時間で焼成した。

( 1 )試料は、始めに岩石カッターなどで整形し、

キシ系樹脂を含浸させ匝化処理を行った。これをスライドグラス

を用いて平面を作成し、同様にしてその平面の固化処理を行った。

した。 にエポ

した後、

( 2 )さらに、研磨機およびガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。

( 3)その後、精密宕石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ0.02mm前後

を作成した。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢嬉し、コーテイング剤を塗布した。

偏光顕微鏡下300倍で分類群ごとに同定。計数する。同定@計数は、 100lLl11格子日

いて{iこ震の仲置における約50μm(0.05mm)以上の鉱物や複合鉱物類(岩石片)あるいは微化石類

前後)を対象とし、微化石類と石英@長石類以外の粒子が約100個以上になるまで行った。ま

た、この計数とは別に薄片全面について、微化石類(珪藻化石、骨針化石、胞子化石)や大型粒子な

どの特徴についても観察@記載した。

3. 分類群の記載

縮機~砂サイズ以下の粒子を偏光顕微鏡により同定する場合、粒子が細粒であるため同定が困難で

ある場合が多い。特に、岩石片については、岩石片中に含まれる鉱物数がきわめて少ないため、

を決定することが事実上不可能である場合が多い。ここでは岩石名を付けず、岩石片を構成する鉱

物や構造的な特徴に基づいて分類した(菱田ほか、 1993)。なお、胎土の特徴を抽出するために、鉱

物や岩石片以外の生物起源の粒子(微化石類)も同時に言十数した。ここで採用した各分類群の記載と

その特徴などは以下の通りである。なお、各鉱物の光学的性質についてはその記述を省略する。
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海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針;[丈などを呈する。

海綿動物は、多くは海産であるが、淡水産としても日本においてお穂ほどが知られ、搬や池あるいは

川の水底に横たわる木や貝殻などに付著して生育する。

をもっ微小な藻類で、その大きさ

ら淡水域に広く分布し、個々

ある。 珪藻はj毎水i或か

をもっ。最近では、小杉

され、具体的な環境復原が行われている。ここでは、種あるい

(海水種ト珪藻化石(汽水種ト珪藻化石(淡水種)と

(1990) によっ

きるものについ

し、 ( ? )とした。なお、 中の珪藻化石の詳細については、

外の特徴とともに記載し

[植物珪酸体化石]植物の細胞組織を充填する

なり、主に約10~50!Lm前後で、ある。一般的にプラント@

り、大きさは種類によっても

ルとも呼ばれ、イネ科草本、スゲ、シ

ダ、 トクサ、コケ類などに存在することが知られている。ブア

が、ここでは大型のファン型と棒状を対象とし

[胞子化石]

これらは、

あるいは棒状などがある

小型の無色透明の球状粒子である。

つ。

うち

と区別するのが国難である場合が多く

される石英また

きく斜-長石とカ J)長石に分類される。斜長石は、双品(主とし

る

して扱

る。

すものと累帯構造(同心円状の縞)を示すものに細分される(これらの縞は組成の違いを反映してい

る)。カリ長石は、細かい葉片状の結晶を含むもの(パーサイト構造)と

ものに分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連品(微文象構造という)

である。累帯構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶(斑品)の斜長石にみられることが多い。

イト構造を示すカリ長石はカコウ岩などの%の多い深成岩や低温ででき

どに産する。ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が固結する過程の晩期に生じると考えられている。

これら以外の斜長石は、火成岩、 1'(穣岩、変成岩に普通に産する。

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から自告になる。形は板状で、

へき開(規則正しい割れ目)にそって板状には剥がれ易い。 に見える

の変成岩および堆積岩にも多い。カコウ岩など、のSi02%の多い火成岩に普遍的に産し、

まれる。なお、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類とした。

として斜方輝石と単斜輝石とがある。 斜方輝石(主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビールび

んのような淡褐色および淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。 SiO~ %が少ない深成岩、 SiO~%

が中間あるいは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。

に普通輝石)は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主として%が中間から少な

い火山岩によく見られ、 Si02%の最も少ない火成岩や変成岩中にも含まれる。

[角閃石類]主として普通角関石であり、色は黒色から黒総色で、薄片上では黄色から緑褐色などで

ある。形は細長く平たい長柱状である。閃緑岩のようなSiO~% が中間的な深成岩をはじめ火成岩や変

成岩などに産する。

寸
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[ガラス・軽石型ガラス]透明の非結品の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス

(バブルーウオール型)や小さな泡をたくさんもつガラス(軽石型ガラス)などがある。主に火山の

噴火により噴出された噴出物と考える。

状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭

きるもの、

これら

ほとんどが結品からなり

として

源とする可能性が高い。

られないか、ごくわずかのものをいう。

ヂイサイト、流紋岩などの火山岩類を起

ガラスや鉱物、火山岩片などの火山砕屑物などから され、

ザイック となる火山により鉱物組成は変わる。

[複合鉱物類]構成する鉱物が石英あるい を{半う

を伴う を複合鉱物類 を伴う

物類(角 とした。

している粒子で、基質(マトリックス)の部分をもたないもの

である。個々 ら締粒まで様々である。ここでは、便宜的に個々

の粒径が約O.Olmm未満のものを微細、 0.01~0.05mmのものを小型、 0.05~0.lmmのものを中型、 O.lml11

以上のものを大型と分類した。また、等粒で、小型の長百あるいは石英が捜合した粒子は、

として分類した。この複合石英類(等粒)は、ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える。

し、それらの関に基質の部分をもつもの

で、含まれる粒子の大きさが約0.06mm以上のものを砂岩震とし、約0.06mm未満のものを泥岩質とする。

[不透明@不明]下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱

物あるいは岩石片として同定不可能な粒子を不明とする。

4. 各胎土の特徴および計数の結果

日台土中の粒子組成は、任意の位置での粒子を分類群別に計数した(第11表)。また、計数されない

微化石類や鉱物@岩石片を記載するために、プレパラート全面を精査@観察した。以下では、粒度分

布やO.lmm前後以上の鉱物@岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示す。なお、

し、二重不等号は極端に多い場合を示す。

No. : 80~300μm以下が多い(最大粒径600μ111) 。石英@長石類)ガラス) (微細)、斜長

(海水種Actinoι 属、沼沢湿地

付着生指標種群Cyn1bella ehrenbergii、S臼uronelS

granulal夜、陸域指標種群日nnulauβ borealis、淡水種Pi]]nularia

Eunotiβ属、不明種多産)、胞子化石、植物珪酸体化石

NO.2 : 200~800μmが多い .5mm)。ガラス質ー(軽石裂も含む))) 

英類(微細)、斜長石(累帯)、

NO.3 : 110~350μmが多い

(パーサイト)、ガラス

粒径600μ111)。

凝灰岩質、

良、 CoscInodiscus Thal assiosira 淡水種目;nnulan'β

骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

102-

(陸域指標種群PIn刀ulariβ boreβ1is、

斜長石(双品)、カリ

(海水種Denticu10psis属、 Actinocyc1us

Cyn1bella属、 Eunotia属、不明種)、
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時0.4: 70~400μ111が多い

(微細)、斑品質

.4m殴)。ガラス質(軽石型多い))) 

ジルコン、雲母類、珪諜化石(淡水種目:l1l1ulan"β属、不明種多い)、

骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

時0.5: 120~900μmが多い

(微細)、

No.6 : 120f_[111~ 1. 4mm以上が多い

(小型)、

.6mm)。石英・ 、1r
/

、、‘，，ノ
f!
 

万一一、、
-
S
E
E
E
J
 

，rf 
/，
E

¥

 

(双品)、複合鉱物類 ジルコン、

[ガラス質]、植物産酸体化石

No. 7 : 60~900fLm前後が多い

ス質(軽石型)、複合石英類(小型)、

物珪酸体化石、植物遺体

No.8 : 150μ111~1.1mm前後が多い(最大粒径1.8mm) 。

砂岩質、ガラス質(軽石型)、斜長石(双品)、

ガラ

い、胞子化石、

単斜輝石、

(微細)、

(海水種

CoscIl1odiscus居VThalβSSlOSllCl属、淡水種Pil1nulaJ担属、陸域指標種群Pinnulariaboreβlis、不明種

多い)、骨針化石、 H包子化石、植物珪酸体化石

No.9 : 140/1m~ 1.2mmが多い(最大粒径2.2mm)。石英@ (微細)) 斜長

(砂粒付、ガラス質、凝灰岩質、ジルコン、完品質、複合鉱物類

着珪藻化石Epithel刀iβ tLl1gidul日、不明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

部0.10: 90f_[m~ 1.1mm前後が多い(最大粒径3.5mm)。石英@長在[類〉斑品質〉斜長石

(微細)、砂岩質、凝灰岩質、角閃石類、ガラス質、単斜輝石、斜方輝石、

(淡水種Pinnulan'a属、不明種)、胞子化石、植物珪酸体化石

5. 化石による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その薄片全面の観察から、放散虫化石や珪藻化石あるいは骨針化石などが検

出された。これら微化石類の大きさは、珪藻化石が10~数100μm される珪藻化石は大きい

もので150μ111程度)、放散虫化石が数百川、脅か針化石が10~ 100J[11l前後である(植物珪酸体化石が10~

50μ111前後)。一方、砕屑性堆積物の粒度は、粘土が約3.9fLl1l以下、シルトが約3.9~62. 、砂が62.5

μ11l~2IllIllである(地学団体研究会@地学事典編集委員会編、 1981) 。このことから、植物珪酸体化石

を除いた微化石類は輪胎土の材料となる粘土中に含まれるものと考えられ、その粘土の起源を知るの

に脊効な指標になると考える。なお、植物珪酸体化石は、積物中に含まれていること、製作場では

灰質が多く混入する可能性が高いなど、他の微化石類のように粘土の起源を指標する可能性は低いと

思われる。

ここで検討した土器胎土は、微化石類により、 1 )淡水成粘土を利用した胎士、 2)水成粘土を利

用した胎土、 3)その他粘土を利用した胎土、であることが推定された。なお、粘土は、淡水成粘土

とその他粘土に分類された(第12表)。

1 )淡水成粘土を利用した粘土および、土器 (2胎土)

これらの胎土中には、淡水種珪藻化石の月.nl1ul出1a属やCYll1bella属あるいはEUl10tIa属などが含ま

れていた。

Q
U
 
ハV1i
 



第 5主主 自然科学的分析

こうしたことから、沼沢地などで堆積した粘土を土器材料として利用したことが推定される。

No.1の粘土中には、沼沢湿地付着生指標種群のS臼Llroneisphoenicentero刀や匂クnbellaehrenbelgji 

などが含まれていることから、沼沢湿地で堆積した粘土である。なお、百0.1やNo.3の粘土あるいはNo.

8の縄文土器胎土中には、後背地の海成層から再堆積したと忠われる海水種珪藻化石が含まれていた。

また、封o.3の試料は、ガラスを特徴的に多く

れる。

2 )水成粘土を利用した胎土(1 n台土)

このH台土中には、 7Jく成域で、生育する

などは破片であるため不明である。

3)その他粘土を利用した胎土 (3胎土)

ことから、沼沢地など したテフラ層と推定さ

まれていた。ただし、こ

これらの胎土中には、珪藻化石や骨針化石などは含まれていなかった。一般的に河岸段丘堆積物中

では、水成環境で堆積したと思われるが、詮藻化石あるいは花粉化石は含まれていないことが多い。

なお、土器胎土材料として水成粘土以外の粘土として、断層破砕帯に形成される断層粘土(一般的に

ウジと呼ばれる粘土と破片粒子との混合物)を利用している もあるが、これらの胎土は破

られないから、段丘成粘土である可能性が高い。

なお、 No.2の粘土は、軽石型などのガラスが多く含まれることから、テフラ層そのものと考えられ

る。このガラス中には、陸域指標種群の珪葎化石が含まれることから、風成環境で堆積したテフラ

である0

6. 砂粒組成による分類

ここで設定した複合鉱物類は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を

特徴づける源岩とは直接対比できない。このため、各胎土中の鉱物、岩石粒子の岩在学的特徴は、地

質学的状況に一義的に対応しない。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った(第13表)。岩石の推定は、

(微細)や砂岩質あるい や複合鉱物類

ラ(火山噴出物)である。さらに、第3

ガラスがテフ

1出現群および第2出現群の組み合わ

せにより分類を行なった。

粘土試料は、いずれもガラス質を特徴的に含むテフラを主体として堆積岩類や凝灰岩類を含む組成

(F c群)である。土師器は、 を主体として深成岩類や火山岩類から構成される

Ce群である。

火山岩類を主体として堆積岩類やテフラあるいは凝灰岩類からなるDc

を主体として火山岩類や凝灰岩類あるいはテフラなど、から構成される Cd群である。

なお、 Dc群とCcl群は、

いとは考えられない。

7. 

に違いがあるものの構成する ることから、大き

ここでは、遺跡内から採取された粘土質試料、土銅器あるいは縄文土器の胎土について粘土あるい

は砂粒物の特徴について、微化石類、鉱物あるいは岩石片について記載した。
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粘土質試料のうち、 No.2の北側斜面トレンチから採取された試料とNO.4のSI03から検出された

料は、いずれも火山ガラスが特徴的に多いことから、テフラ層的な試料であった。これ以外の試料に

いては、 No.2やNO.4ほどガラスは多くないものの、これらに類似した砂粒組成を示している。

NO.2のテフラ層的な試料以外は、淡水種珪藻化石が含まれることから、沼沢地などで堆積し

堆積物と考えられる。一方、土部器胎土では、珪藻化石など堆積環境を指標する まれな

いため、如何なる した粘土を利用しているかは不明であるが、いずれの土師器胎土中にお

いても堆積岩類や凝灰岩類を主体として火山岩類あるいは深成岩類を

れら土師器飴土中で、は、不透明の黒色粒子が特徴的に多く含まれている。

を示す。また、 こ

縄文土器では、淡水成粘土あるい を利用した胎土である。 砂粒物は、火

とし どからなる砂粒組成を示す。土師器の粘土材料は、 ま

ないことから、少なくとも遺跡内から採取した粘土質試料とは異なる。

淡水成粘土や水成粘土を利用していることから、 NO.1や封0.3の粘土試料を利用している可能性はある。

なお、淡水成粘土などは、 NO.lなどの粘土質試料のように砂粒物がノj¥さく

ら、いずれの土器においても肉眼的に確認される大型砂粒は混和材と言える。

縄文土器給土!こ1::1の砂粒組成は、土師器胎土中のそれに比べ火山岩類が多いこと、

まないことから、製作地における

には、砂粒表面には、付着珪諜化石が特徴的

、、寸
》
わ
V- される。なお、百0.9の縄文土器胎土中

られることから、当時の河川砂などが混入している

ことが推定される o

No. 3の粘土質試料やNO.8の縄文土器胎土中には、淡水成粘土で、あるものの海水種珪藻化石が含まれ

ている。これらの珪藻化石は、基盤の海成層から再堆積して混入したものと推定される。この地域に

は、新第三紀中新世後期-鮮新世前期の船川層、鮮新ttt後期の天徳寺)語、更新世前期の笹悶層、

世中期中沢層などの海成層が分布している(大沢ほか、 1984)0 NO.8とNO.3は、海水種珪藻化石

むという点で類似した特徴を示している。

少なくとも縄文土器胎土の粘土材料は淡水成粘土を利用していることから、更新世中期以降の段丘

を利用していると言える。こうした点に注目して現地の粘土質堆積物の分布などを調

ることにより、土器作りに使用した粘土層について検討できるものと考える。当然、

の砂粒組成を同時に調べることにより、よりその実体が明確になるものと考える。

引用文献

(1990) 

地学団体研究会・

よ 東北地理， 42，2，73-88. 

平凡社 1612p

く胎土分析について 弥生時代後期の土

34司35
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大沢穣@池辺穣・平山次郎 a
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第3節金属遺物の分析

藤根久(パレオ@ラボ)

1. はじめ

からむし岱 I遺跡からは、 した。ここでは、 による

と化学組成の検討を行なっ

2. 試料と方法

試料は、 3 る。試料は、予め

を行なった。

各試料は、断面部の観察を行うために、

した後、3000番研磨剤を用いて断面の研壊とパ

と表面クリーニング後の状態につい

ッターを用いて切断し、一部をヱポキシ樹脂で包埋

を行った。さらに、組織を同定するために、2.5%

硝酸を含むエチルアルコール溶液(ナイタル液)でエッチングし、マイク口スコープを用いて金属組

した。

また、金属部の化学組成を調べるために蛍光X線分析を行った。蛍光X線分析は、七イコ

(株)製のエネルギ X線分析装置SEA司2001Lを用いた。測定条件は、RlrX線管、50KV、

3mll1径、 2川、 300秒、 した。なお、定量分析は、ファンダメンタルパラメータ法

により、元素の合計が100%になるよう った(第14表)。ただし、試料1や試料2は、

腐食化した部分を伴うことから、純鉄の組成ではない。

3. 結果およ

[試料 1J 

この金属漬物は、出率の大きく、丸い断面 る百益性の強い ある。断面では、

るが、金属相は不定の楕円である。 x ある。なお、内部にも腐食部

られた(図版28 4、No.1 )。

エッチング断面では、自 と白色虫食 に並ぶ、 る。白色塊状部は、

ブ工ライト α鉄または純鉄)からなるが、虫食い状部の境界部は、パーライト (Pearlite;フエ

ライトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された届状組織;大津など)からなると忠

われる。

この断面の蛍光X線分析では、鉄けからなる 2本のピークが大きく検出され、他にアルミニウ

ム (Al)、ケイ素 (Si)、リン (p) 、イオウ (S)、カルシウム (Ca)、マンガン (Mn) 、銅 (Cu)

のピークも低率ながら検出された(第71図、試料1)。なお、 Rh(ロジウム)は、 X線管球に由来す

る元素であり試料とは関係がない。鉄含宥量は、 97.12%と高く、チタン (Ti)は、ピークとして検出

されるほど含まれていない。

試料3のように、結品が細粒化していないことから、大気投冷され焼ならし状態で品出したことが

推定される。なお、チタンが検出されないことから、良質な鉄である。

[試料2J

この金属遺物は、やや曲率の大きく、長方形断面 る磁性の強い金属遺物である。断面では、腐食

るが、 は不定の長方形である。長軸×短軸は490X475μmである(図版28 4、No.2)。
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第5章 自然科学的分析

エッチング断面では、試料1と同様、塊状白色部と針;1)¥白色部が交互に並ぶ、縞状構造を去する。

この断面の蛍光X線分析では、鉄けからなる 2本のピークが大きく検出され、他にアルミニウム(Al)、

ケイ素 (Si)、1)ン (p)、イオウ (S)、カルシウム (Ca)、マンガン (Mn)、銅 (Cu)のピーク

も低率ながら検出された(第71図、試料2)。鉄含有量は、 88.28%と比較的高く、チタン (Ti) は、

ピークとして検出されるほど含まれていない。

試料 1とほぼ同様の組織が観察されることから、同様に大気放冷され焼ならし状態で品出したこと

が推定される。なお、鉄含有量が試料 1に比べ低いが、腐食部が混在しているためと考えられ、純鉄

部は高いこと

[試料3J

さ才1る。

、ヲ'

'-- 引っ掛け釘状を呈し、頭部において鋭く尖った部分が跳ね上がった形状

磁性の強し ある。断面では、腐食層が皮厚するが、金属相も不定の長方形である。長軸X

短軸は830X630μ111である(図版28-4、No.3)。

エッチング断面では、白色粒(ブエライトFerrite:α鉄または純鉄)と黒色粒(パーライトPearlite

フェライトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された層状組織;大津 (1997)など)からなり、

白色粒は少なく散在する。白色粒の大きさは、 35{同体について最大径を計測するの範囲であ

る。なお、このフェライト結品内の針状組織は、初品セメンタイトからなるレー

デブライト組織である。

この断面の蛍光X線分析では、鉄からなる 2本のピークが大きく検出され、他にイオウ (S)、

カルシウム (Ca)、マンガン (Mn)、銅 (Cu)のピークも低率ながら検出された(第71図、試料3)。

なお、銅は、他の試料 1や試料2に比べ含有量が高い。鉄含有量は、 97.90%と高く、チタン (Ti)は、

ピークとして検出されるほど含まれていない。

フェライト結晶粒が粒状化してパーライト中に散在することから、急冷された

なお、試料 lと同様、チタンが検出されないことから、良質な鉄である。

金属遺物断面における化学組成 100%イ乙 ; 

試料 Al Si P S Ca Mn Fe Cu 

l 0.05 1.01 0.86 0.32 0.12 0.42 97.12 0.08 

試料2 2.78 6.06 0.00 0.00 2.02 0.16 88.28 0.28 

試料3 0.70 0.11 0.00 0.05 0.20 0.68 97.90 0.35 

-引用文献

と推定される。

%) 

Sr メiコ〉、

0.02 100.00 

0.43 100.01 

0.01 100.00 

松井敏也・村上隆@高任Ir問 (1999) 日本から出土し

46-5、478-483.

と)高金の研究明粉体および粉末

巳 (1997) I比恵遺跡第57次調査出土鉄製品の

p .83-100 

(1986)古代日本の鉄
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(24) 
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第 5章 自然科学的分析

第4節炭化材の樹種

植田弥生(パレオ@ラボ)

1. はじめに

ここでは、北秋田郡鷹巣町に所在する当遺跡から出土した炭化材の樹種同定結果を報告する。

は、竪穴住居跡 (S1) .建物跡 (SB)。土坑 (SK)・焼土 (SN) から出土したものである。炭

化材は横断面の長径が2cm以下の破片がほとんどで本来の形状や用途などは特定できないが、当

周辺では今までに木材利用の情報が少ないのでその一端を知る目的で調査が実施された。

なお同一遺構の炭化材を用いて、放射性炭素年代測定も実施されている(別報)。各試料に

しない複数の炭化材があり、多くの試料からは異なる樹種の複数の破片が含まれていた。従って放射

性炭素年代測定用の炭化材の選別は、同一種類の破片数が比較的多く含まれていることや、

でよ話種同定と年代測定用ができる破片を選んだ。樹種同定は、各試料にどのような樹種が含まれてい

るのか定性的に調査して報告した Q

2. 樹種問定の方法

まず炭化材の横断面を手で割り実体顕微鏡下で、タイプ分けした。次に各タイプから抽出した 1

または2片以上の炭化材につき、材の 3方向(横断寵也接線断面@放射断面)

鏡で拡大し、樹種|司定を決定した。横断固(木口)は手で割り、接線断面(板目)と放射断面(柾目)

は片刃の剃刀を各方向に沿って弾くように割り、いずれもできるだけ平治な面を作る。この 3断固を

それぞれ直径 1cmの真総製試料台に両国テープで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、

( Iヨ本電子(株)製 JSM-T100型)で観察と写真撮影を行った。

同定された破片の残りは、分類群ごとにチャック付ポリ袋に分け、秋田県埋蔵文化財センターに保

されている。

3. 結果

当遺跡からは、イヌガヤの針葉樹 l

e ケヤキ a ヤマグワ e カツラ a モクレ

リギリ@トネリコ属の

に各試料から検出された分類群

以下に樹種同定根拠とし

ヤナギ属@アサダ@ハンノ @ブナ属@クリ@ニ

e サクラ属@モモ@ヌルデ@カエデ属@トチノキ@ハ

そしてタケ亜科の根茎、合計四分類群が検出された。

は各遺構から検出された樹種構成を比較した。

を分類配列願に記載する。

( 1 )イヌガヤ CephalotaxLls halTingto刀出 (Knight)K.koch イヌガヤ科 図版291 a 1 c (試料4)

@放射柔細胞切樹脂細胞からなる針葉樹材。仮道管にらせん肥厚があり、樹脂細胞があるこ

と、分野監孔は小さくトウヒ型とヒノキ型が見られ、 1 分野に 1~2 銅であることからイヌガヤと同

した。

イヌガヤは本州

ある。

イヌガヤの変種のハイイヌガヤ(四五刀βnβ(Nakai) Rehder)は北海道西南部と本州の日本海側の多

@九州の媛帯から温帯下部の[JJ本木の下に る

にとド育している。

( 2 )ヤナギ属 Salix ヤナギ科図版292a“2c (試料5)
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第4節炭化材の樹種同定

出土炭化材の樹種同定結果

試料 遺構 検出樹種 備考

1 S 101 ケヤキ AMS試料 1 1波片{吏用

2 S 103 
クリ AMS試料小破片複数使用
ハリギリ
ハンノキ亜属 AMS試料 1破片使用

3 S 107 
ブナ属
カツフ
カエデ属
イヌガヤ φ1 cm (7年輪)丸木
ヤナギ属
アサダ
ブナ属

4 S 1 11 
クリ
ニレ属 r : 1. 8cm (17年輪)破片
モクレン麗 AMS試料 1破片使用
モモ
ヌルデ
トチノキ
ヤナギ属 AMS試料 i破片使用
アサダ
ク1)

5 S 1 17 
ケヤキ
ヤマグワ
サクフ属
カエデ、属

トネリコ属
ヤナギ属
アサダ

6 S 1 18 クリ AMS試料 1破片使用
モクレン属
トチノキ

7 S K14 ク1) AMS試料小破片複数使用
ク1) AMS試料小破片捜数使用

8 SN20 モクレン属
タケ亜科根茎

9 S B22 クリ AMS試料 小破片複数使用
10 S B102 クリ AMS試料 1破片使用

遺構JjIJの検出樹種比較

検出樹種
安穴住居跡 建物跡 土坑 焼土

S 101 S 103 S 107 S 1 11 S 1 17 S 1 18 S B22 S B102 S K14 S N20 
イヌガヤ 。
ヤナギ属 。。。
アサダ 。。。
ハンノキ亜属 。
ブナ属 。。
クリ 。 。。。。。。。
ニレ属 。
ケヤキ 。 。
ヤマグワ 。
カツラ 。
モクレン属 。 。 。
サクラ属 。
モモ に"ノ

ヌルヂ 。
カエデ、属 。 。
トチノキ 。 。
ハリギリ 。
トネリコ属 。
タケ亜科根芸 。

Q
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第5章 岳然科学的分析

または2 4{闘が複合し晩材部に向いゆるやかに径を減じる散孔材。

穿孔は単一。放射組織は単列異性、道管との壁孔は大きく交互状に密在し蜂の巣状に見え

る。

ヤナギ属は暖帯から温帯の水湿地や丘陵地の日当りのよい所に生育する または低木で多く

の種類がある。材からは樹種を特定することはできない。材質は軽軟で切削は容易だ、が耐朽性は低い。

( 3)アサダ OStl戸 japonIc正1 カバノキ科 図版293a-3c (試料4)

小型の管子しが単独または 2~数個が放射方向に複合して散在し、年輪界では径を減じる散孔材。

内腔には細いら と膜状のチロースがあるの放射組織は

1~3 細胞幅である。

アサダは、北海道以

(4)ハンノキ属ハンメ

小型の管孔が放射方向に 2

山地に る く丈夫である。

Alnus Alnus カバノキ科国!坂29 4 a -4 c (試料3)

し年輸相いっぱいに多数が分布する散孔材。

放射組織は単列向性、集合状となる部分もあり、 )--

の壁孔は小さく る。

ハンノキ亜属は暖帯から亜寒帯の陽光地に生育する落葉樹で 7種が含まれる。低地の湿地

ハンノキ、川岸に生育するカワラハンノキ、 11[r=1こiに生育するミヤマカワラハンノキ e ヤハズハンノ

キ e ケヤマハンノキなどがある。各種類の材組織は類似性が高いので、種類は特定できない。

硬さ@重さは中庸、切削性に優れるが保存性は低い。

( 5)ブナ属 Fagus ブナ科図版295 a -5 c (試料3)

し、年輪界で急に極めて小型となり分布数も減る散孔材。

あるが階段数が10~20本ほどの階段穿孔も混じる。放射組織は 1~3 細胞幅のも

のと細胞幅が非常に広く細胞高も高い広放射組織がある。

る主要な樹種で、大木となる落葉広葉樹である。北海道出部以南の

肥沃なLL!地に群生するブナと、本州以南のおもに太平洋側に分布しブナより低地から生育しているイ

ヌブナの 2種がある。材は建築材から生活品の漆器まで用途が広い。

(6)クリ Cas臼neaαen21臼 Sieb. et Zucc. ブナ科図版29. 30 6 a -6 c (試料10)

年輪の始めに大型~中型の管孔からなる孔画部があり、娩材部では非常に小型の管孔が火炎状に配

内腔にはチロースがある。列し、

放射組織は単列向性である。

クリは北海道西南部以南の媛;帯から

朽性にすぐれている。

( 7 )ニレ属 ιln1LIS ニレ科図版307 a -7 c (試料4)

年輸の始めに大型の管孔が 1層配列し、その後は多数の非常に小型の管孔が塊状に集合して配列し

野ztJ.
 

f
l
J
 

ある。 りがあり耐

ている環孔材。道管の穿孔は単一、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は向性、主に5~8 細胞幅の

紡銭形。ケヤキの組織に似ているが、放射組織の上下端や縁辺部に結晶細胞がみられないので、ニレ

と判断した。

ニレ属は北地の温帯に多いハルニレ a オヒョウ、暖帯の荒地や) られるアキニレがあ
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り、いずれも ある。

(8 )ケヤキ Zelkovasα問的 (Thunb.) Makino ニレ科図版308a叩8c (試料 1) 

年輪の始めに中型の管孔が1層配列し、その後は小型や非常に小型の管子しが集合して接線状・斜状

に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性、

1r--.-5細胞幅の紡錘形、上下端や縁に結品細胞がある。

ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に る る。

( 9 )ヤマグワ MorusβLZstora]js Poiretクワ科 図版309 a -9 c (試料5)

年輪の始めに中型の管子しが数層配列し、娩材部では小型や非常に小型の管孔が集合して斜状 e 波状

に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿子しは単一一、小道管にらせん肥厚があり、内腔にはチロー

スが発達している。放射組織は異性、 1~5 締胞幅の紡錘形、上下端に方形@直立細胞がある。

ヤマグワは調帯から亜熱帯の山中に広く分布する落葉高木または低木である。材質は重硬@強靭で

O
 

¥、
A‘寸吋J，
 

{
 

(10)カツラ Cercidiり'hyllw71japonicLlDl Sieb. et Zucc.カツラ科図版3010 a -10 c (試料3)

小型の多角形の管孔が年輪内に密在し年輪界ではやや径を減じ、管子しの占有面積が多い散孔材。

まばらな交互状あるいは水平に開いた孔口の長さが不揃いの階段状、穿子しは横棒数が多い

階段穿孔である。放射組織は異性、 1r--.-2細胞rl語、多列部の上下端に方形@直立細胞が単列で 1r--.-3

細胞層ある。

カツラは北海道から九州の媛帯から温帯の渓谷に

であるが保存性はあまり良くない。

(11)モクレン属 Mβ'gnoliβ モクレン属 図版30 31 11 a -11 c (試料4)

小型の管孔が単独または 2r--.-数個が複合して分布する散孔材。道管の壁子しは階段状、穿孔は主に単

る ある。材質は均質で加工容易

ーで階段穿孔もあり、内腔には水平や弧状のチロースがある。放射組織は異性、 1r--.-2細胞rl謡、上下

端に方形細胞がある。

モクレン属は暖帯または温帯に分布する落葉性の小高木である。北海道以南の山地に生育するホオ

ノキ@コブシ、本件!と九州に

である。

(12)サクラ属 Pnwus パラ科図版3112 a 12 c (試料5) 

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後は放射方向 a

るタムシパなどがある。材質はやや軽軟で割裂性があり

@斜状な な方向に

複合して分布している散孔材。道管の援子しは交互状、穿孔は単一、内腔に細いらせん肥厚がある。放

射組織は方形細胞と平伏細胞からなる異性、主に 5細胞幅である。

サクラ属は、暖帯から温帯の山地に生育し、落葉広葉樹林の主要な要素で多くの種類がある。モ

モ@ウメ@スモモなどの栽培種も含む。材質は粘り気があり強く保存性も高い。

(13)モモ Pnz刀LZSP口"，S'lCβBatsch.パラ科図!被3113 a -13 c (試料4)

年輪の始めに中型の管孔が2r--.-3層配列し、その後は小型から非常に小型の管孔が放射方向に 2r--.-

数個が複合し分布する半環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にらせん肥厚がある。放射

組織は異性、主に 5細胞幅、縁に直立細胞が多く鞘細胞的である。

モモは中 、日本への伝来の時期@伝播経路などは不明な栽培樹である。
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は縄文時代の遺跡から散点的に報告があり、中世には特に増える。 にくく耐朽性は

よい。

(14)ヌルデ RhLlsjaval万四し ウルシ科図版3114a-14c (試料4)

年輪の始めに中型の管子しが配列し晩材部に向かい徐々に径を減じて行き、年輪界付近では非常に小

@斜状に配列する環孔材。道管の壁子しは交互;1犬、穿孔は単一、小道管にら

がある。放射組織は異性、 1~3 細胞幅、輪郭はやや不斉である。

ヌルデは北海道以南の温帯から熱帯に広く分布し、 UJ聖子の陽光地 ある。

(15)カエデ属 Acerカヱ子、科 図版3115 a -15 c (試料5)

小型の管孔が単独または 2~3 個が放射方向に複合して分布し、年輪界は不明瞭な散孔材。

穿孔は単一、内腔に細いらせん肥厚が密にある。放射組織は向性、 1~4 細胞幅である。

カエデ属は日本全土の暖帯から温帯の山地や谷間に生育し、

と多くの変種が知られている。材は翠く般密で害IJれにくく保存性は中程度である。

(16)トチノキ AescLllusturbina臼 Blume トチノキ科 図版3116 a司16c (試料4)

小型の管孔が単独または?~数個が複合して分布する散孔材。

内控にらせん肥厚がある。放射組織は単列向性、層階状に配列する部分も見られた。

トチノキは北海道以南の溢帯の谷間に

久性は低い。

(17)ハリギリ _L Á'-U，'J IJ~U""'/' pICtLlS (Thunb.) Nakaiウコギ科 図版32 17 a由17c (試料2)

年輪の始めに大型の管孔が間隔を開けて 1層配列しその間には小型の管孔が混在し、

を減じて小型の管孔が多数複合して接線状 e 斜状@波状に配列する

る ある。材質は軽軟敏密で加工容易だが耐

にらせん肥厚はない。放射組織は異性、主に 5細胞'1話の紡錘形、上下端に方形細

胞がある。ニ

ハリギ 1)

も

に似るが、ハリギリに

の暖帯上部から温帯の山中

あるが耐朽性はあまり高くない。

にらせん肥厚がない点で区別できる。

ある。材質は硬さは

トネリコ属 FraxInus モクセイ科

中型の管孔が 2~3 層配列し、

孔材。周囲状柔組織が顕著である0

2細胞幅である。

トネリコ

または2

は交互状、 ある。放射組織は

る

1

ア る。

シオジ。ヤチダモ a トネリコ.SN20とSB102 

り折れにくい。

仕切タケ亜科根茎 Grami町民 subfam.Bambusoicleaeイネ科 図版3219 a (試料8)

外形は不定形の塊を呈していた。 断面には、原生木部を挟み一対の後生木部と簡部に対応する 3~

4関

東の配列

射で、

られ、その間四は厚壁の繊維細胞からなる維管束鞘がある。

あるが、維管束が河心円状に配列している地上茎の稗とは異なり配列は不規

も充分ではなく、基本組織のI十iに髄繊維のような筋が走行している。このよう

らタケ亜科の地中を這う根茎部と同定した。
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4. まとめ

り さオ1、4持にク 1)はほとんど ら検出された。放射性

によると SN20とSB102は縄文時代の後半で、 S1 11は古墳時代後半を示す値で

あったが、そのほかの遺構は奈良時代後半から平安時代の年代値であった。従ってクリは、縄文時代

ら平安時代にわたり、 されていたようで、手rJ

用度の高い樹種であったことが判っ

炭化材は、横断面の長径が2cm以下の小破片が多く本来の形状や用途は判っていない。しかし

住居跡から出土した炭化材は、建築材の破片である可能性が高いと考えられる。 6件の竪穴住居跡か

らは針葉樹のイヌガヤと落葉広葉樹の合計18分類群が検出された。採耳立された破片数の多し

跡S1 07. S 1 11穆 S1 17. S 1 18からは、それぞれ 4~10分類群が検出され、多種類の材が利用さ

れていた様子が伺えた。竪穴住居跡から検出された樹種の構成は、ブナ属@アサダ@ニレ属@カツ

ラ@トチノキなど冷温帯の落葉広葉樹林に生育している樹種であることから、遺跡周辺の森林から材

を利用していたと考えられる。但しモモは栽培植物なので、周辺の植生とはやや異質である。イヌガ

ヤの分布域は現在では岩手県以南であるが、その変種のハイイヌガヤ cc.val二nanβ(Nakai)Kitagawa) 
は日本海岸側の多雪地帯に生育している。当遺跡で検出されたイヌガヤは変種のハイイヌガヤである

可能性が考えられるが、材組織からは区別できない。 山田 (1993) によると東北地方で出土頻度の

い建築材樹種として、ブナ属 e クリ@クヌギ節 a コナラ節@ケヤキ a サクラ}高 m トネリコ属などがあ

げられている。この集計の中に含まれる秋田県の資料は少ないが、当遺跡から検出された樹種構成は

地域の特徴と附合していた。但しクヌギ節は秋田県内には自然分布していないが、建築材として利用

度の高いコナラ節は当遺跡の今回の調査からは検出されなかった。

タケ亜科根茎は焼土SN20から検出されたが、この地点の周囲にt1. していて被熱した

際に焼けたのかも知れない。

引用文献

山田昌久 (1993) 日

史Ti)f究特別第 1号。

ける 用料ーから見た人間・植物関係史、ト、

門

i
1
1ム
1
2ム



第 5章 自然科学的分析

第 5節放射性炭素年代測定

山形秀樹(パレオ@ラボ)

1 .放射性炭素年代測定について

からむし岱 I遺跡から出土した炭化物試料10点の放射性炭素年代をAMS法にて測定した。

試料は、駿@アルカリ@酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨(グラファイト)に調整した後、加

(AMS)にて測定した。測定された14C濃度について同位体分別の補正を行ったあと、

補正したl'IC濃度を用いてl'IC年代値 (yrBP:AD  1，950年から伺年前かを示した値)を算出した。

なお、年代値の算出にはl'ICの半減期としてLibbyの半減期5，568年を使用して年代値を算出した。ま

た、付記した年代誤差は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差 (Onesigma)に相当する

年代である。 試料料.の14C言計十数率と現在の標準炭素 (Mod批e白訂rns山tc旬ar凶1吋da但rdca白rb凶ヲ)01心1合) のトl'IC計数率の比がiレ4C(ωS訟お匂加加W乱a山川叩川u川叩叫岬111岬11叩ボ1叩がPが!cl

/HC (仏川仙川h川仙刷l必凶凶O吋d

2. 同位体分別の補正について

表示した同位体比 (%0)は標準備からのずれを示し、 。l:lCの値は、試料炭素の1:lC/12C比
析器で測定し、標準にPDBを用いて、 δ1:3C = [ { (1:3 C )凶作)一C:lC/12C)(問J/ (1:l C /1:! C) (PDBJ] X 1000 

によって算出された値である。試料の o1:JC値を-25.0%0に規格化することにより、測定された Ol:lC 

の値を用いて14C濃度を補正し、これを用いて14C年代値を算出した。したがって、表示した14C年代値

は同位体分別効果による測定誤差を補正した年代値である。

3.暦年代較正について

暦年代較正は、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出された14C年代値 CyrBP)に対

し、過去の宇宙線強度の変動による大気中の14C濃度の変動および半減期の違いe4cの半減期5，730:1:
40年)を較正し、より正確に真の年代を求めるために14C年代を暦年代に変換することである。具体的

には、年代既知の樹木年輪のl'IC年代の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th年代とトIC年代の比較、

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いてJ'IC年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲

線を作成し、これを用いて較正暦年代値を算出する。較正暦年代値の算出にRadiocarbonCalibration 

CALIB rev. 4.3 {Reference for clatasets used: Stuiver，M円 Reime訂r，PJ‘J人T

Hu屯口en，rぶK.A九.門ラ Iぬ〈心ror印mη1eαr，B.，ラ McCoαrmη1a配Cラ，F.G巳.吋ラ v.d. P到lich比1札t今，J工.ラ and Spu汀凶1'1汰kラM.(INTCAL98 : St印ul竹ve口r崎 et aι1.う 1998a吋).

R匙Rac凶d品liわocar・bon40 : 1041-1083}を使用した。なお、交点年代値はI'IC年代{誌に棺当する

代値であり、真の年代である可能性が最も高いことを示す。 1σ年代幅は14C年代誤差 (1σ)に相当す

る較正曲線上の暦年代範囲であり、真の年代が68%の確率で表示されたすべての範閣のいずれかに入

ることを示す。暦年代への較正は約二万年前からAD1，950年までが有効であり、該当しないものにつ

いては較正暦年代値を材料;1こまたはMoclernと表示する。また、 AD1，955*はMoclernを意味する。但し、

一万年以前のデータはまだ不完全であるため注意する必要がある。

に関しては、 HC年代値の参考として記載しているものである。
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第 5節放射性炭素年代測定

第17表 放射性炭素年代測定結果

試料データ
O1:1C 14C年代値

(測定方法) PD B (先。) (y rBP土1σ)
交点年代値 lσ年代'1届

P L D -756 炭化物 NO.1 -27.2 1，180土40 cal AD 885 c a 1 A D 780 t 0 895 

(AMS) (ケヤキ)

S 101 カマド

P L D -757 炭化物史0.2 -28.2 1，160土35 cal AD 890 c a 1 A D 780 t 0 790 

(AMS) (クリ)

S 103 

P L D -758 炭化物 No. 3 -27.8 1，170土40 cal AD 885 c a 1 A D 780 t 0 795 

(AMS) (ハンノキ亜属)

S 107 

P L D -759 炭化物 No.4 27.7 1，395土40 cal AD 655 c a 1 A D 625 t 0 630 

(Al'v1 S) (モクレン属)

S 1 11 

PLD… 760 炭化物 No. 5 -27.8 1.150土45 cal AD 890 c a 1 A D 780 t 0 790 

(AMS) (ヤナギ属)

S 1 17 

PLD-761 炭化物 NO.6 -26.7 1，235土40 cal AD  775 cal AD 695 to 700 

(AMS) (クリ)

S 1 18 

P LD -762 炭化物 No. 7 -26.6 1. 010::1::60 cal AD  1，020 cal AD 985 to 1.035 

(AMS) (クリ)

SK14 

P L D -763 炭化物 NO.8 -26.0 3.230土70 cal B C 1，515 c a 1 B C 1， 600 t 0 1， 590 

(AMS) (クリ)

SN20 

P L D -764 炭化物 NO.9 -26.6 1，180土40 cal AD 785 cal AD 780 to 895 

(AMS) (クリ)

S B22 

P LD -765 炭化物 NO.10 -26.5 2.815::1::40 cal B C 970 c a 1 B C 1. 005 t 0 910 

(AMS) (クリ)

S B102 

引用文献

中村俊夫 (2000)放射性炭素年代測定法の基礎. 日本先史時代のl'IC年代、 p.3-20. 

Stulver・ヲ M， ancl Reimer， P. l (] 99:ヲ) Extencled [.! C Database ancl Revised CALIB3， 0 凶C Calibration Programラ

Racliocarbon， 35， p. 215 -230. 
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6章まとめ

からむし岱 I遺跡は北側調査区と南側調査区に分かれている。

北側調査区で検出した遺構は、縄文時代の掘立柱建物跡 1棟と 3某である。

掘立柱建物跡の規模は 1間x1問で、

には、故意に割ら

きるJ擦もある。この建物跡

の涜絶儀礼だ、ったのだろうか。

土坑は3 したが、遺物を供伴する

時期 ることは難しいが、

の距離は2.5~3.0n1である。 4 基の柱穴のうちの 1

これらの礁にはいずれも被熱痕があり、 1個体

るとき、柱を抜き取り、炉に使用した礁でも埋めた一種

ある。出土した遺物はいずれも

ら考えると縄文持代晩期の土坑であろう。

られる遺跡北側斜面から多量に出土している。

陥し穴2基、焼土遺構 l基であり、焔し穴と

している。 SKT26臨し穴より出土した土器片により、土坑とi箱し穴は縄文時代中期末から

後期初頭の所産と考えられる。また、焼土遺構は放射性炭素年代測定の結果から、縄文時代後期の遺

構と考えられる。

古代の遺構では、竪穴住居跡6軒、 J屈立柱建物跡2棟、土坑 1基、溝跡 1条を検出した。

検出した竪穴住居跡のプランは、ほぼ正方形を呈するものが2軒、長方形を呈するものが4軒であ

り、前者の竪穴住居跡の規模が後者よりも大きい。カマドはいずれも南側に付設しであり、建物方位

もほぼ同一である。壁下には底溝が巡り、羽目板痕を検出した住居跡もある。南側調査区のほぼ中央

で検出したS107には、北壁より西側の沢に向かつて溝が延びる。排水のための溝と考えられるが、

を伴う住居跡はS107のl軒のみである。 隣接する S101はS107の溝を埋めて掘り込んでいる。

住居跡の規模、建物方位が向様であり、 S107を建て替えたのだろう。 S1 11は西側〕ー

巡り西側が増築されている。 S103の竪穴住居跡は西側に入口と考えられる張り出しをもっ。このよ

うな住居跡はこれ1軒だけである。

この竪穴住居跡と軸線を同じくしてSB22掘立柱建物跡の柱穴が並んでいる。近年、東北地方、特

に青森県と秋田県において、竪穴住居跡と掘立柱建物跡が連続する構造となる住居跡の発見が相次い

でいる。これらの建物跡は、竪穴住居跡のカマド側もしくは壁の外側に、竪穴住居跡と軸線を同じく

して掘立柱建物跡が並ぶというものである。 S103竪穴住居跡と SB22掘立柱建物跡の建物方位が一

致することから、掘立柱建物跡を付設した竪穴住居跡であったのかもしれない。付設した掘立柱建物

跡は、作業小屋等として機能していたのだろうか。また、 SB27掘立柱建物跡は、 S107竪穴住居跡

を問うように柱穴が巡る。当初、この掘立柱建物跡はS107竪穴住居跡との関連が考えられたが、 S

107の住居跡を建て替えたときS101に付設して建てられた可能性もある。

中世の遺構では火葬墓 I基を検出した。検出した火葬墓は、やや不整な楕円形を去し、直交して焚

き口と考えられる溝が取り付くものである。同様の火葬墓が、大館市山王岱遺跡や、琴丘町盤若台遺

跡でも検出されている。盤若台遺跡では中位の火葬墓を20基検出し、そのうちの4基が溝の取り付い

た形態である。両遺跡では人骨も出土している。本遺跡で検出した火葬墓は、放射性炭素年代測定で

は古代末に位置づけられるが、中世に多く見られる形態であることから、本報告書では中世の遺構と
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ついての若干の考祭を加えたい。からむし岱 I遺跡の北側調査区は、縄

ある。北側斜面からは縄文時代晩期中葉の土器がまとまって出土している。 /i¥

られないことから、比較的短い間に営まれた集落だ、ったと推測される。

きなかった。しかし、唯一検出した掘立柱建物跡の西側調査

区外には、縄文時代娩期の竪穴住居跡が広がっている可能性があり、今後の発掘調査が待たれる。

縄文時代中期末葉から後期にかけての狩猟場と古代の集落跡であることが判明し

になっており、縄文時代には沢に水を飲みに来た動物を捕まえたのだろう。

古代の遺構では、竪穴住居跡を6軒検出した。出土した土師器や須恵器のほとんど、が破片であり、

り持期を確定することは難しいが、放射性炭素年代測定によれば 9!:Et紀後半の集落跡である。

前述したように検出した竪穴住居跡は、正方形を呈する住居跡が2軒と長方形を呈する住居跡が4軒

である。プランだけではなく規模にも相違があり、前者の規模は 5"-'6X6~7n1であり、後者の規

3"'-~4X5~61TIである。また、正方形を是する S 1 07竪穴住居跡には排水のための溝が付設さ

れており、隣接してS101を建て替えている。以上のことから考えてみると、正方形を呈する

)舌跡は、一般の住居跡ではなく何らかの工房跡だ、ったのかもしれない。その場合、 S107に付設され

ていた溝跡は、建て替えられたS101竪穴住居跡でもそのまま使用されていたのではないだろうか。

そして建て替えたときには、何らかの理由により南側に掘立柱建物跡を付設したのではないだろうか。

このように考えると、南側調査区は中央に工房があり、周りにその工房で働く人たちω投入社出かのつ

ったのかもしれない。

からむし岱 I遺跡の周辺には、からむし岱II"-'V遺跡、法泉坊沢 1. II遺跡など占代の遺跡が所在

する。今後の調査により、この地域での歴史の解明がより進展することが期待される。
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ふりがな たい

書 名 からむし岱 I遺跡

高リ 名 大館能代空港アクセス道路整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番 第339集

編著者名 河田弘幸

編集機関 秋田県埋蔵文牝財センター

所 在 地 干014-0802 秋田県仙北郡仙北町払国字牛l鴇20番地 電言5(0187) 69-3331 

発行年月日 西暦2002年3月

ふりがな ふりがな コード 北 京毒 東経
調査期間

調査面積

所 11文跡名 所在地 市町村遺跡番号
。// 。/ // 

日1
調査原霞

からむし岱I
秋あき田たけ県ん北きた秋あき田た

053210 40
0 

140
0 

20000513 大館能代

12/ 21/ p、、J 5，500rri 空港アク
郡ぐんた鷹かの巣すま町ちわ脇さが神み 00// 84// 20000831 セス道路

整備事業
字あざカかラらムむしシた岱い

に係る埋

蔵文化財

7 -1外 発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 な 4誇 な 物 特記 工酉

からむし岱I遺跡 落 縄文時代 掘立柱建物跡 1 縄文土器 縄文時代から古代

土坑 4 石器 にかけての複合遺

陥し穴 2 石製品 跡

焼土 l 

代 竪穴住居跡 6 土師器

j組立柱建物跡 2 

土坑 l 

中 世

近 世 擁立柱建物跡 1 陶磁器

不 明 土坑 2 


